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ガン シッ プ (Gunship) は 、 
マイ クロ プロ ー ズ が 皆様 に 贈る ヘ へ リコ プター・ シ ミュ レー ショ ン で す 


20 世 紀 の は じ め 、 戦 車 の 出現 に より 戦闘 の 様相 は 一 変 し まし た 。 そし て 今 、20 世 
紀 が 終わ ろう と し て いる 今日 、 戦 闘 の 様相 は へ リコ プター の 導入 に より 新た な る 局面 
へ と 導 か れ て き て いま す 。 新 時 代 の 戦闘 へ ヘリコプター の 中 で 最強 を 誇り 、「 空 飛ぶ 
戦車 」 の 異名 を 持つ 、 そ れ が ガン シッ プ で す 。 


マイ クロ プロ ー ズ の ガン シッ プ は 、 西 側 諸国 最強 の 攻撃 ヘリ コ プ タ ー、AH 一 64A 
アパ ッ チ を モデ ル に し て いま す 。 こ の コン ピュ ー タ シミ ュ レ ーション で は 、 実 機 の 
武装 、 飛行 シス テム 、 さ ら に その 任 能 等 を 忠実 に 再現 し て いま す 。 諸君 は 、 レー ザー 
誘導 の へ ヘル ファ イア ・ ミ サイ ル 、 へ ヘルメット ・ サ イト ・ コ ント ロー ル (ヘル メッ ト に 
取り 付け られ た 自分 の 目 に 連動 し た 昌 準 装置 ) の 30 ミ リ 機 関 砲 、 非 訪 導 ロケ ッ ト 砲 、 
敵 へ リコ プター と の 決闘 に 使う 空 対 定 ミサ イル 等 を 装備 し た 、 即 ち 、 空 飛ぶ 兵器 工場 
を コン トロ ー ル する こと に な り ま す 。 











"ガン シッ プ (TM)" は 米国 内 の 基地 に お ける 飛行 訓練 か ら 開 始 さ れ ま す 。 単純 で 
明解 な 指導 に より 、 攻 撃 ヘ リ の 基本 操作 を 学べ ます 。 飛行 術 と 各 操 作 方 法 が マス ター 
し た ら 、 世 界 の 4 つの 地域 に 於 ける 畿 百 に も 及ぶ 異な っ た 任務 や 、 絶 え 問 な く 統 く 詳 
若 の 挑戦 が 待ち か まえ て いま す 。 そ れ ら の 地域 と 任務 は 、 東 南ア ジア に お ける 対 ゲ リ 
ラ 戦 、 中 央 アメ リカ の 第 三世 界 勢 力 に 対す る 伝統 的 な 地域 戦争 、 中 東 の 砂 党 戦 、 そ し 
て 極限 を 試す に は 、 西 ヨー ロッ パ で ソビエト に 面 し て いる ワル シャ ワリ 条約 機構 軍 で す 。 
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航空 時 代 の 前 竜 開 け の 頃 、 曲 技 飛行 の パイ ロッ ト 達 は 、 道 路 や 河川 に 沿い 低空 飛行 し 
た り 、 そ し て きら に 高度 を 下げ 道路 標識 を 判読 し て 空 の 散歩 を 楽し ん だ も の で す 。 今 
この 特異 な 飛行 の 伝統 は 、 ヘ リコ プター の パイ ロッ ト け 継 が れ て いま す 。 
彼 等 も また 、 好 ん で 丘 や 森 の 中 に 降下 し て 行き 、 意 の まま に する 「 楽 し い 飛 行 」 が 好 
き な の で す 。 











へ リコ プター を 操縦 する だ け で ti て も 楽し い の で す が 、 私 た ち マ イク ロ プ ロー ズ 
で は 、 そ れ だ け で 満足 し ませ ん で し た 。 私 た ち は 、 対 ゲリラ 戦 か ら 西 ヨー ロッ パ の 米 
ツ 両 国 間 の 仮 】 Hdd pert: し た 環境 で 、 戦 闘 へ ヘリ を 飛ば し た か っ た 
の で す 。 丘 の 影 か ら 急 に 姿 を 現し 、 ヘ へ ヘル ファ イア を 発射 、 敵 の 対 空 ミ サイ ル を か わし 、 
対空 砲 の レー ダー を 妨害 、 再 び 丘 の 背後 に 身 を 隠す 。 こ の ガン シッ プ (TM) こ そ が 、 

私 た ち が シ ミュ レー ショ ン に 求め て いた も の の 全て な の で す 。 











さあ 今 こ ぞ 戦 闘 ヘ リ で 味わう 危険 ・ 興 奮 ・ 勇 気 ・ 苦 問 を 、 実 戦 で の 流血 や 傷み を 感 
事 な く 経験 で きる の で す 。 ガ ンシップ (TM) は 、 実 際 の 地形 縮 尽 、 飛 行 速 力 さ 
Siri 装 シ ステ ム を 再現 し て いま す 。 AH 一 64A は 、 レ ー ザ ー 誘 導 装 置 、 カ メラ 、 暗 
視 装置 、 赤 外線 ・ レ ー ダ ー 、 コ ンピュータ 、 排 煙 抑 制 器 、 さ ら に 
ro 複合 材料 に 素 る きま ざま な arenes を 満載 し た へ リコ プター 
ら 装 備 の 一 つ で ある TADS (Target Acquisition & Designation Sight : 
3 ) シス テム と 呼ば れる 射撃 管 [の 機能 さえ も 、 諸 君 の パー ソ 
bE a タ で 再現 で きる の で す 。 AH 一 64A の シス テム と その 性 能 を 忠実 に 再 
現す る こと に 多大 な 作業 を 要 し 、 当 初 の 予測 を 大 幅 に 上 回 る 時 間 を 開 輝 に 費やし まし 
た 。 

私 た ち は 、 マイ クロ プロ ー ズ が 開発 に 費やし た 時 間 が 無駄 で は な か っ た の だ と 、 納 

呈し て いた だ ける こと と 確信 し て いま す 。 ガン シッ プ (TM) は 、 ホ ー ム コン ピュ ー 
pi 開発 され た へ リコ プター・ シ ミュ レー ショ ン に お いて 、 最 高 の 詳細 さと 現実 性 
を 備え た 製品 で あり 、 陸 軍 に 入隊 し 、 実 機 を 操 る こと の 次 に 優れ た も の で ある と 自負 



















し て いま す 。IHADSS ヘル メッ ト を 掴み 、 コ ッ ク ビ ッ ト に 身 を 躍ら せ ば 、AH 一 64A 
アパ ッ チ “ガン シッ プ (TM)” は 、 諸 君 の 意 の まま に 戦場 を 駆 巡 る 事 で し ょ う 。 








a= fe 上 
we 作 説 明 


(オペ レー ティ ング ・ イ ンス トラ クシ ョ ン ) 
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ほとん どの 画面 に お いて 、 小 さ な 矢 印 型 カ ー ソ ル が 表示 きれ て いま す 。 こ れ を キー 
ボー ド 、 ジ ョ イス ティ ッ ク 、 マ ウス (機種 に より 異な る ) を 使っ て 移動 し 、 各 項目 の 
選択 を 行い ます 。 選 択 する 項目 の 絵図 ・ 選 択 ボッ クス 等 の 上 に 矢印 を 移動 きせ 、 リ ター 
ン キ ー、 ジ ョ イス ティ ッ ク の 発射 ボタ ン 、 も し く は マウ ス の 左 ボ タン を 押し て (以下 、 
この 項 で は “ボタ ン を 押す " と 記述 し ます 。) 選択 し ます 。 


VEHICLE IDENTIFICATION (車両 識別 ) : 正 し 
く 車 両 を 識別 する (MSX2 版 で は あり ませ ん 。) に は 
兵器 に 関す る 知識 が 必要 で す 。 マニ ュ ア ル の 
「MILITARY EQUIPMENT / 軍隊 の 装備 」 の 項 を 
参照 し 、 よ く 確 認 し て か ら 選 択 し て 下さ い 。 車両 名 
称 の 左側 に 表示 され て いる 選択 ボッ クス に 矢印 を 移動 
させ 、 ポ ボタ ン を 押せ ば 選択 は 完了 し ます 。 


















DEFAULTS (初期 表示 ) : ここ で は 、 最 後に 飛行 
任務 に 付い た パイ ロッ ト 名 ・ 部 隊 ・ 危 険 度 (プレ イ の 
レベ ル ) ・ リ アリ ティ ー (現実 度 ) レベ ル が 表示 され 

設定 を 変更 する と き は 画面 左上 に 表示 きれ て い 
る 選択 ボッ クス を 指定 し 、 ボ タン を 押し ます 。 設定 が 
終了 し た ら 、[CONTINUE プ 続け る ] を 選択 し て ボ 
タン を 押し ます 。 


NE 
8 
met 





これ ら の 部 隊 (世界 の 地域 )、 危 険 度 、 リ アリ ティ ー の 設定 に より 、 こ れ か ら 赴 く 任 
務 全 体 の リス ク を 決定 し ます 。 リ スク の レベ ル に より スコ ア 、 昇 進 、 動 章 授与 の 可能 
性 が 変化 し ます 。 


AH 一 64A PILOT ROSTER (パイ ロッ ト 登 録 名 簿 ) 
・ こ こ で は 、 デ ィ ス ク に 記録 され て いる パイ ロッ ト 
名 と その SERVICE RECORDS( 軍 役 記録 ) を 表示 し 、 
その 中 か ら プ レイ ヤー の パイ ロッ ト 名 を 選択 し ます 。 

パイ ロッ ト の 選択 は 名 前 を 指定 (その 行 は 色 反 転 表示 
に な り ま す ) し た 後に ボタ ン を 押し 、[CONTINUE 
グ 続 ける] を 指定 し て ボタ ン 押 す と 完了 し 、 初 期 設定 
表示 画面 に 戻り ます 。 




















パイ ロッ ト 名 の 変更 は 以下 の 手順 で 行い ます 。 変更 する 名 前 を 選択 し 、ERASE 
PILOT/ パ イロ ッ ト の 登録 削除 を 指定 レボ タン を 押し ます 。 名 前 の 入力 モー ド に な っ 
た ら 、 新 し い 名 前 を (例え ば 、 君 の 名 前 が 斉藤 太郎 言 だ っ た ら “Tarorinski" と か いっ 
た 強 そ うな の が いい 。) タイ プ し て リタ ー ン キー を 押し ます 。 こ れ で 入力 し た 名 前 が 
登録 きれ ます 。 た だ し 、 変 更 を 行う と 、 そ の 場所 に 登録 きれ て いた 名 前 と 軍役 記録 は 
消え て し まい ます 。 

バイ ロッ ト の 軍役 記録 は 、 階 級 ・ 得 点 ・ 授 与 され た 勲章 ・ 懲 戒 の 種類 と その 回 数 に 
よっ て 示さ れ ま す 。 








ACM Army Commendation Medal 

AM Air Medal 

BSV Bronze Star 

CAC Central America Campaign Ribbon 

















CMOH Congressional Medal of Honor bis ee HE 

DSC Distinguished Service Cross 特別 従軍 十 

KIA Killed in Action 戦死 

MEC Middle East Campaign Ribbon 中 東 戦役 従軍 徹 章 

MIA Missing in action 行方 不明 

NDS National Defense Service Medal 国家 防衛 従軍 勲章 

PH Purple Heart パー プル ハー ト (名 anit ) 
SEAC SouthEast Asia Campaign Medal 東南 アジ ア 戦 役 従 

SR Service Reprimand 従軍 懲戒 

ss Silver Star シル バー スタ ー ( 銀 星 章 ) 





WEC Western Europe Campaign Ribbon 西 ヨ ー ロ ッ パ 戦役 従 








DUTY ASSIGNMENT (地域 の 選択 ) : 世界 中 の 5 
つの 地域 か ら プ レイ ヤー の 所 属す る 部 隊 を 選択 で きま 
す 。 部 隊 を 示す パッ ジ を 矢印 で 指定 し 、 ボ タン を 押し 
て くだ きい 。 そ の 設定 で 良けれ ば [CONTINUE/ 続 
ける ] を 指定 し 、 ボ タン を 押し て 、 初 期 設定 画面 に 戻 
り ま す 。 

















初心 者 は FLIGHT TRAINING IN THE USA ( 米 
内 の 飛行 訓練 ) を 選択 する の が 良い で し ょ う 。 EK, 以下 で ふれ る 2 種類 の 設定 で も 、 
難易 度 の 低い 設定 を 選択 する こと を お 奨め し ます 。 戦闘 は 、 東 南ア ジア が 最も 易しく 、 
西 ヨ ー ロ ッ パ が 最も 困難 と な っ て いま す 。 地 域 の 選択 は ゲー ム の 難易 度 と 深い 関係 が 
あり ます 。 西 ヨー ロッ パ 以 外 の 地域 で 戦闘 を 十分 に こなす こと が で き な けれ ば 、 西 ヨー 
ロッ パ の 戦闘 で 成功 を お さめ る こと は 望め な いで し ょ う 。 














STYLE OF FLYING SELECTION 
(飛行 志願 条件 の 選択 ) : 難易 度 の 低い 地域 で も 、 
志願 状態 の 危険 度 が 増す こと に より 、 他 の 難易 度 の 高 








Volunteer missions (志願 任務 ) や 、 特 に Volunteer hazardous duty (危険 志願 
任務 ) と は 、 よ り 強 く 、 し か も 正確 か つ 迅 速 に 反 燃 し て くる 敵 と 対戦 する こと を 意味 
し ます 。 Regular mission (通常 任務 ) で は 、 ソ連 製 の 武器 を 持っ た 戦闘 経験 の 乏しい 
数 々 の 敵 と 遭遇 する こと に な り ま す 。 こ れ ら を 選択 する こと に より 任務 を 遂行 する 上 
COM AEDKE (DY ET. 


ENEMY & REALITY SELECTION 

( 敵 と 現実 度 の 選択 ) : 飛行 に 関す る 3 要因 の シミ ュ 
レー ト の 度合 は 、 そ れ ぞ れ [REALISTI] 現 実 的 な モー 
ド 、 も し く は [EASY] 易しい モー ド の どちら か を 選 
択 す る こと に な り ま す 。 


FLYING (飛行 ) で [EASY] モー ド を 選択 する こと 
は 、 飛 行 の 基礎 を 修得 する の に 適し て いま す 。 こ の 場合 、 機体 の 高度 の コン トロ ー ル 
(上 昇 ・ 下 隆 ) は 、 コ レク ティ プ ブ (後述 し ます ) に の み 依 存する こと に な り 、 プレ イヤ 
ー は 前 後 左 右 の コン トロ ー ル の み を 、 操 縦 程 に 相当 する キー また は ジョ イス ティ ッ ク 
で 行う こと に な り ま す 。 初心 者 は さら に 、LANDING (着陸 ) が [EASY] (容易 
・ ど の 様 な 条件 で も 成功 ) で 、 WEATHER (天候 ) が [EASY] (良好 : 無風 、 気 温 
華氏 76 度 / 摂 氏 24.5 度 C) の 状態 で 練習 する と よい で し ょ う 。 し か し な が ら 、 で き 
る だ け 早 いう ち に [REALISTI] (リア ル な ) レベ ル で 飛行 する 様 に する の が 良い で 
Lido EEG, 経験 を 積め ば 、 提 縦 往 の み で 上 昇 ・ 下 隆 ま で お こ な え る この モー 
ド の 方 が 、 戦 闘 を 行う 場合 に は 、 飛 行 の 柔軟 性 に お いて 優 っ て いる か ら で す 。 


HOG EIS, その 装備 の 質 で 決ま り ま す 。 第 一 線 部 隊 (1 St Line) は 、 その 戦域 ( 地 
成 ・ 時 代 ) に お ける 最新 鋭 の ソ連 製 の 武器 を 装備 し て いま す 。 第 二 線 部 隊 ( 2 nd Line) 
は 、 後 方 部 隊 ら し く 、 そ の 装備 は や や 劣っ て いま す 。 第 三線 部 隊 ( 3 rd Line) は 、 
予備 役 部 隊 で 、 そ の 装備 は 旧式 で す 。 


BRIEFING( ブ リー フィ ング / 任 務 の 確認 ) : ここ で 
は 飛行 命令 書 が 表示 され ます 。 そ の 内 容 は 非常 に 重要 
な の で 、 覚 えら れ な い 場 合 は 書き 留め て お く と 良い で 

or し ょ う 。 特 に パス ワー ド ( 暗 号 ) は 重要 で す の で 、 マ ニュ 
の の クン 載 さ れ た カウ ンタ ー サ イン (応答 ) を 調べ た う 
え 、 午 き 留 め て お く こ と を お 奨め し ます 。 パ スワ ー ド 、 
カウ ンタ ー サ イン は マニ ュ ア ル の 6 ペー ジ 以 後 、 ペ ー 
ジ の 下端 に アル ファ ベッ ト 順 に 印刷 し て あり ます 。 






















































ry, Secondary Targets) も 記憶 し ます 。 地図 を 用 






さら に 第 一 、 第 二 攻 撃 目 標 
いて 、 基 地 に 対す る 相対 する 必要 が 生じ る こと も あり ます 。 風速 や 風向 も 
天 師 が [REAL] の 場合 ) 重要 で す 。 


任務 の 内 容 と 関連 情報 (MAP (地図 )、INTELIGENCE REPORT ( 敵 の 情報 )、 

た は SICK CALL (任務 拒否 プ ち ょ っ と 気分 が 悪い ) を すべ て 確認 し た Ay 
[CONTINUE/ 続 ける ] を 指定 し て ボタ ン を 押し ます 。 

注意 : 「 米 国内 の 飛行 訓練 」 を 選択 する と 、 敵 の 情報 や 任務 拒否 な どの オプ ショ ン は 
表示 され ませ ん 。 ま た 、 暗 号 も あり ませ ん 。 


THE SECTOR MAP (地図 ) : この 地図 は 戦闘 区 域 全 体 を 表わし 、 味 方 の 基地 と 部 
隊 が 白 で 、 敵 は その 他 の 色 (機種 に より 異な る ) で 表示 され ます 。 


bB 図 の 座標 は 軍 の 慣習 に 従い 「 左 か ら 右 、 下 か ら 上 」 に 読み ます 。 つ まり 始め の 数 字 
が 水平 方 向 、 次 の 数 字 が 垂直 方 向 の 目盛 を 示し て お り 、 た と えば 01-12 は 左上 の 角 の 
座標 を 示す こと に な り ま す 。 


INTELIGENCE REPORT ( 敵 の 情報 ) : この レポ ー ト は 、 敵 と その 装備 に 関す る 
更に 詳細 な 情報 を 提供 し て くれ ます 。 こ れ ら の 装備 に つい て は 、「MILITARY 
EQUIPMENT/ 軍 隊 の 装備 」 や 「WEAPONS & TACTICS/ 武 器 と 戦術 」 の 節 を 参照 
する と 良い で し ょ う 。 


SICK CALL (任務 拒否 / ち ょ っ と 気分 が 悪い ) : 任務 が 困難 、 も し く は 危険 すぎ 
る と 判断 され る 場合 に は 、 体 調 不順 を 理由 に 任務 を 拒否 する こと が で きま す 。 し か し 、 
拒否 する た びに の 回 数 も 増 軍隊 で の 自分 の 評価 を 下げ る 要因 と な る こと に 注 
意 し て くだ さい 。 ま た 、 さ ら に 国難 な 任務 が 与え られ る 場合 も あり ます 。 

ルー ル と し て 、 攻撃 目標 が 味方 の 基地 か ら 境 い 位 置 に 存在 する oe ah 、 敵 の 戦力 が 
強大 で ある と 想像 され る 場合 に は 、「 任 務 拒 否 」 を 行っ て も よい こと に な っ て いま す 。 
攻撃 目標 が 味方 の 基地 の 近く に 存在 する 場合 は 、 よ り i こと が 可 
能 で し ょ う 。 な ぜ な ら 、 危 険 な 戦闘 空域 に 身 を さら す 時 間 が 短く な る た めで す 。 


REMINDERS (記憶 の 確認 ) : パスワード 、 カ ウン ター サイ ン 、 攻 撃 目標 を 覚え て 
お く こ と は 大 変 重要 で す 。 正しい 情報 を 把握 し て いる か どう か の 確認 を 行っ て くだ 
さい 。 確認 が 必要 な ら ば その 項目 を 、 不用 な ら ば [CONTINUE/ 続 ける ] を 指定 し 
ボタ ン を 押し て くだ さい 。 


ARMING (武装 ) : こ こ で は 、 武 器 の 搭載 や 変更 を 
行う こと が で きま す 。 は じ め に その 戦域 に お いて 最 
的 な 装備 が 表示 され ます 

機関 砲弾 (30mm HEDP )、 燃 料 、 チ ャ フ 、 フ レア 搭 
載 量 を 変更 する に は 、[†+] また は [一] を 指定 し 、 
ボタ ン を 押し ます 。 こ れ に より 、 正 し く 設 定数 が 変更 
され て いる か や 、 [CURRENT WEIGHT/ 現 在 の 重量 ] 
も 確認 で きま す 。 
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し ます 。 武器 を 搭載 また は 変更 する 場合 は 、 右 側 の 武器 の 絵柄 を 指定 し た 後 、 ボ タン 
を 押し 、 そ の シン ボル を 、 左 図 の 搭載 する 場所 まで 移動 し 、 再 び ボ タン を 押し ます 。 


武器 は 左右 均等 に 装備 する 必要 が ある の で 、 武 器 を 搭載 また は 撤去 する 場合 、 一 方 
DWOKBRE EET SL, AMOR ORG S AMID eH SED, [MAXIMUM 
WEIGHT/ 最 大 重量 ] の と ころ に は 、 該 当 空域 と 天候 に より 決定 され る 最大 離陸 重量 
が 表示 され て いま す 。 こ の 制限 を 越え て 武器 を 搭載 する こと は で きま せん 。 
[CONTINUE/ 続 ける ] を 指定 し ボタ ン を 押す と 、 ゲ ー ム が 開始 と な り ま す 。 
[CLEAR/ ク リア ] を 選択 する と 、 全 て の 搭載 物 を 降ろ し た 状 な り ま す 。 ま 
た ここ で も 、 任 務 拒否 [SICK CALL/ ち ょ っ と 気分 が 悪い ] を 、 行 うこ と が で きま す 。 
危険 な 任務 に お いて 、 天 候 に より 挫 載 重量 が 不足 する 場合 は 、 吉 達 し た パイ ロッ ト で 
さえ 任務 拒否 を 行う こと が あり ます 。 








HE | 
パス ワー ド と カウ ンタ ー サ イン を 覚え て いま すか ? 
ペー ジ の プリ ー フ ィング 画面 の 写真 で 、 そ の 任務 の パス ワー ド (暗号 ) が 表示 され 
て いる の が 確認 で きま す 。 あな た は その パス ワー ド に 対す る カウ ンタ ー サ イン (応答 ) 
を 覚え て お か な けれ ば な り ま せん 。 マ ニュ アル の ペー ジ 下 端 に 、 パ スワ ー ド と その カ 
ウン ター サイ ン が 印刷 され て いま す 。 プ リー フィ ング で 表示 され た パス ワー ド を 確認 
し た 後 、 カ ウン ター サイ ン を どこ か に 書き 留め て お きま す 。 
味方 の 基地 に 着陸 する 場合 、 無 電 で パス ワー ド が 送ら れ て き て 、 カ ウン ター サイ ン 
を 要求 きれ ます 。 正しい カ ウン ター サイ ン を 応答 (キー で タイ プ し 、 リ ター ン キ ー を 
押す ) し な か っ た 場合 、 敵 機 と 誤認 され 撃隊 され て し まい ます 。 













































































コッ ク ピ ッ ト ( 注 参 照 ) は 飛行 時 の メイ ン ・ コ ント ロー ル ・ パ ネル で す 。 中 央 の メ 
イン ・ ス クリ ー ン は 、 防 弾 が テス を 通し て 見 る こと が で きる 飛行 中 の 地形 を 表示 し ま 
す 。 そ の 中 央 に 固定 され た 十字 の 照準 線 は 、 R 非 誘導 ロケ ッ ト の 照準 で ある と 
同時 に 、 ビ ピッチ (HE) 方 向 の 角度 を 知る の に 役立ち ます 。 そ の 中 を 移動 する レティ ク 
ル (四角 形 の 箱 ) は IHADSS ヘル メッ ト の 照準 (TADS) で す 。 レ ティ クル は 、 機 
関 砲弾 また は ミサ イル の 命中 する 確率 の 低い 場合 に は 暗い 色 で 、 確 率 が 高い 場 
明る い 色 で 表示 され ます 。 メ イン ・ ス クリ ー ン の 周り に は 、 コ ッ ク ピ ッ ト の 計器 類 が 
表示 され て いま す 。 
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at 器 説 明 
AIRSPEED ( 対 気 速度 計 ) : 機体 の 大 気 に 対 する 水平 方 向 の 速度 を ノッ ト 単 位 で 表 
示し ます 。100 ノ ッ ト は お よそ 時 速 185km に 相当 し ます 。 


ALTIMETER (高度 計 ) : 高度 を フィ ー ト 単位 で 表示 し ます 。 回 転 する 針 は 1 目盛 り 
に つき 10 フ ィ ー ト 、 デ ジタル の 数 値 は その 数 字 1 で 100 フ ィ ー ト を 示し ます 。 例 えば 
デジ タル の 数 値 が 13 で 、 針 が 6 を 指し て いる と き は 、1360 フ ィ ー ト で ある こと を 表し 
て いま す 。10 フ ィ ー ト は 約 3.05 メ ー ト ル で す 。 


ATTITUDE & ARTIFICIAL HORIZON (姿勢 水 平 儀 ) : この 計器 は 、 ピ ッ チ ( 機 
首 の 上 下 ) と ロー ル (左右 の 傾斜 ) を 表し て いま す 。 青 く 見 える 部 分 は 空 を 、 黒 見 
る 部 分 は 地面 を 表し て いま す 。 

CRT DISPLAY (CRT 表示 ) : この 小さ な ディ スプ レイ は 3 種類 の モー ド の 表示 を 
行う こと が で きま す 。TADS 照準 モー ド の 場合 、TADS が 「 ロ ッ ク 」 し た 標的 の 、 
拡大 映像 、 標 的 まで の 距離 (キロ メー トル 単位 )、 標 的 の 拡大 倍率 が 表示 きれ ます 。 
例え ば 、「1.2」、「x32」 と 表示 され て いれ ば 、 標 的 まで 1.2 キ ロ (1200 メ ー ト ル ) の 
距離 が あり 、CRT 画像 は 32 倍 に 拡大 きれ て いる こと を 示し て いま す 。 





マッ プ (地図 /Map) モー ド で は 、 セ モ クター マッ プ (後述 ) の 一 部 分 を 、 現 在 飛行 
中 の 地点 を 中 心 と し て 表示 し ます 。 





ラジ オ ・ メ ッ セ ー ジ ・ モ ー ド (Radio Message) で は 、 受 信 し た 無 電 の 内 容 を 表示 
し ます 。 メ ッ セ ー ジ は 表示 され て か らし ば らく する と 、 画面 か ら て し まい ます 。 
モー ド を 切り 替え て も 前 に 受信 し た メッ セー ジ は 表示 され ませ ん の で 注意 し て くだ さ 
い 。 











CRT PROMPT (CRT プ ロン プ ト ) : ここ に は 、 新 た に 得 ら れ た 追加 情報 が 
表示 され ます 。 例え ば 無 電 を 受信 し た 場合 に は 、[RADIO MSG] (無線 メッ セー ジ 受 信 
が 表示 され ます 。TADS の 目標 捕捉 範囲 内 に 敵 や 味方 ある い は 和 建物 な ど が 存在 する 
場合 に は [TARGET] (標的 捕捉 ) と 表示 され 、TADS で この 標的 を ロッ ク (捕捉 ) 
する こと が で きま す 。TADS が 標的 に ロッ ク き され て いる 場合 に は 、 標 的 の 名 称 が 表示 
され ます 。 

ENGINE & ROTOR GAUGES (エン ジン グロー ター 回 転 計 ) : 左右 の 黄色 い 淀 は 
それ ぞ れ 左 航 と 右 艇 の エン ジン 回 転 数 を 表し 、 中 央 の 葵 は メイ ン ・ ロ ー タ ー (Ene 
R) の 回 転 数 を 示し ます 。 

FUEL GAUGE (燃料 計 ) : 左側 の 和 淀 は 前 部 燃料 タン ク 、 右 側 の 薄 は 後部 燃料 タン 
ク の 残 量 を 示し て いま す 。 



































HEADING & COURSE INDICATORS (方 位 進路 指示 計 ) : 白い 矢印 は 現在 の 進 
行方 向 (向い て いる 方 向 ) を 示し 、 常 に 中 央 に 表示 され ます 。 緑 の 矢印 は 現在 の コー 
ス を 示し ます 。 通 常 は 緑 の 矢 印 は 白い 矢印 と 一 致し て いま す が 、 機 体 が 左右 に 滑っ て 














いる 場合 は 、 そ の 方 向 に 矢印 が 移動 し ます 。 そ の 下 に 表示 きれ て いる 赤い 矢印 は 現在 
INS が 設定 され て いる 目的 地 へ の コー ス を 示し ます 。 自 、 緑 、 赤 の 矢印 が 一 致し て 
いる と き は 、INS の 目的 地 へ の コー ス を 正しく 進行 中 で す 。 


INFRA RED (IR) WARNING & JAMMING LIGHTS (赤外線 追尾 警告 妨害 表 
示 燈 ) : 赤外線 IR) 誘導 方 式 の ミサ イル が 接近 し て いる 場合 は [1] OMT Fb 
が が く 点 灯 し ます 。 赤外線 誘導 妨害 装置 を 使用 する と 、 妨 害 装置 が 作動 中 で ある こと 
を 示す ライ ト が 緑 に 点灯 し ます 。 妨 害 に 成功 する と 、 if VEIT bAHA ET. 


INS DESTINATION INDICATOR (慣性 航法 方 位 指示 計 ) : 現在 INS (Inertial 
Navigation System : 慣性 航法 装置 ) の セッ ト し て ある コー ス の 旋 位 を 示す 数 値 を デ 
ジタル 表示 し ます 。 INS の 読み が デジ タル 方 位 計 の 読み と 一 致し て いる と き は 、 コ ー 
ス に 乗っ て 飛行 し て いる こと を 示し て いま す 。 


RADAR WARNING & JAMMING LIGHTS (レー ダー 追尾 警告 / 妨 害 表 示 燈 ) 
: [R] の 警告 ライ ト が 赤く 点滅 する と き は 、 敵 の レー ダー の 素敵 範囲 内 に 本 機 が 存 
在 し て いる こと を 示し て いま す 。 敵 の 対空 砲 や ミサ イル に 装備 され て いる レー ダー 

本 機 に ロッ ク ・ オン され る と 、 ライ HaeaTLas: まま に な nade & Les ge ek 1 

















ます 。 


注意 : 妨害 装置 は レー ダー の 探査 その も の を を 妨害 する わけ で は な い の で 、 
ル の 誘導 を 妨害 する こと に 成功 し て も る 、 レ ー ダ ー の 索敵 範囲 内 に いる 限り 警告 
の 点滅 が 続く こと が あり ます 。 


ROTARY & DIGITAL COMPASS (方 位 計 ) : 方 位 計 の 針 は 、 下 の デジ タル 表示 
と 共に 現在 の 機 間 の 向い て いる 方 向 を 示し ます 。 こ れ は へ リコ プター の 進行 方 向 と 必 
ず し ゃ 一 致し な い ( 側 進 飛 行 時 や 後進 時 ) こと に 注意 し て くだ さい 。 


ROTOR DISENGAGED WARNING LIGHT (Bl@: RU) REL BBB) : lina 
切り 離さ きれ て いる (エン ジン の 動力 が 伝達 され て いな い ) 状態 の 場合 、 こ の ライ ト が 
赤く 点灯 し ます 。 回 転 現 を 接続 すると ライ ト が 消え ます 。 


STORES SELECTION (搭載 兵器 選択 パネ ル ) : AH 一 64A アパ ッ チ は 6 種類 の 
兵器 (攻撃 ・ 防 御 を 含め ) を 搭載 する こと が で きま す 。 そ れ ぞ れ の 兵器 に 色付き の ラ 
イト が 割り 当て られ 、 そ の 下 に 発射 可能 な 回 数 が 表示 され て いま す 。 兵器 を 選択 し て 
も ライ ト が 点灯 し な い 場 合 は 、 そ の 兵器 は 使用 不可 能 で す 。 

攻撃 用 兵器 は 同時 に 複数 使用 する こと は で きま せん 。 現 在 選択 され て いる 兵器 の ライ 
ト の み が 点 灯 し ます 。 使 用 可能 な 攻撃 用 兵器 は 以下 の 通り で す 。 

AIM 一 9L サイ ド ワ イ ン ダー 空 対 定 ミ サイ ル 

2.75 イ ンチ FFAR 非 誘導 空 対地 ロケ ッ ト 砲 

AGM 一 114A ヘル ファ イア 空 対地 ミサ イル 





























注意 : コン ピュ ー タ に よっ て 、 表 示さ れる 色 な ど が 異な る こと が あり ます 。 
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防御 用 兵器 が 使用 きれ た 場合 、 そ れ ら に 対応 する ライ ト が 点灯 し 、 そ れ ら が 機能 し て 
AT Lett EF ( 約 10 か ら 20 秒 )。 防 御用 兵器 は 、 以 下 の 2 種類 で す 。 


赤外線 誘導 妨害 用 フレ アー 
レー ダー 誘導 妨害 用 チャ フ 


SYSTEM DAMAGE LIGHTS (シス テム ダメ ー ジ 警告 燈 ) :・ こ れ ら の ライ ト 類 は 
へ リコ プター の 主要 シス テム の 状態 を 示し て いま す 。 ラ イト が 緑 の と き は シス テム が 
正常 に 作動 中 で 、 緑 以外 の 色 の と き は シス テム に 異常 が 発生 し て いる こと を 示し ます 。 
画面 上 部 に に 記号 で 表示 され て いま す が 、 次 の 表 は それ ぞ れ の 記号 に 対す る 説明 で す 。 
… 主 回 転 細 

… 機 音 の 光学 機器 (TADS の コン トロ ー ル 

… 前 部 アビ オニ クス (計器 類 の コン トロ ー ル ) 














… 前 部 燃料 タン ク 
… 諾 般 環 (兵器) 
右 艇 紅 (兵器 ) 
左 艇 エン ジン 








後部 燃料 タン ク 

… 後 部 アビ オニ クス (妨害 装置 等 の コン トロ ー ル 
… チ ャ ブフ 放出 装置 

フレ アー 放出 装置 

… 尾 部 回 転 狼 (左右 の 回 転 を コン トロ ー ル 


THREAT DISPLAY (レー ダー・ ス クリ ー ン ) : この スク リー ン は 本 機 に 接近 し た 
敵 の 兵器 を 表示 し て いま す 。 赤い 点 が 本 機 を 捜索 も し く は 攻撃 中 の 敵 を 表し 、 白 い 点 
は 飛行 中 の ミサ イル ( 自 機 の 発射 し た も の も 含む ) を 表し て いま す 。 Asi 点 
滅する 点 は 敵 の へ リコ プター で す 。 ス クリ ー ン の 12 時 方 向 が 機 間 の 方 向 に な り ま す 。 
この スク リー ン に は 長 距離 と 短 距 離 の 2 種類 の モー ド が あり ます 。 通常 スク リー ン 
は 長 距 離 モ ー ド に 設定 され て お り 、 2 重 の 同心 円 が 表示 され て いま す 。 内 部 の 円 は 自 
機 か ら 半 径 3 キロ メー トル の 範囲 を 示し ます 。 

敵 の ミサ イル 、 ヘ リコ プター が 数 百 メ ー ト ル の 距離 に 近づく と 、 自 動 的 に 短 距 離 モ ー 
ド に 切 変 わり 、 危 険 が 近付い て いる こと を 示し ます 。 こ れ は 敵 の へ リコ プター に 対す 
る 機動 を 決定 する こと や 、 ミ サイ ル 攻 撃 を 回 避 す る こと を 人 容易 に し ます 。 











注意 : コン ビュ ー タ シス テム に よっ て 、 表 示 カ ラー が 異な る こと が あり ます 。 











TORQUE GAUGE (トル ク 計 ) : [T] と 表示 きれ た 2 本 の 黄色 い 常 は それ ぞ れ 
左 艇 と 右 艇 の ジェ ッ ト タ ー ビ ン ・ エ ンジ ン の トル ク 量 を 示し ます 。 こ の トル ク は コレ 
クティ ブ ・ コ ント ロー ル (後述 ) の 量 と 回 転 翼 の 揚力 に 比例 し ます 。 ト ルク が 大 きく 
な る ほど 、 揚力 が 大 きく な り ま す 


VSI (VERTICAL SPEED INDICATOR : 昇降 計 ) : この 計器 は 高度 の 変化 (上昇 ・ 
下降) の 比率 を 表し て いま す 。 針 が 水平 の 場合 は 高度 が 一 定 、 針 が 下向き の 場合 は 下 
降 中 、 針 が 上 向き の 場合 は 上 昇 中 で ある こと を 示し て いま す 。 計 器 の 1 目盛り は 1 分 
間 あ た り 1000 フ ィ ー ト の 高度 の 変化 を 表し て いま す 。 例 えば 針 が 下向き に 「1」 を 指 
し て いる と き は 、 1 分間 1000 フ ィ ー ト の 速度 で 下 隆 し て いる こと に な り ま す 。 














注意 : コン ピュ ー タ に よっ て 、 表 示 カ ラー が 異な る こと が あり ます 。 








> : PUREBRED 








CIF 8 Sy TS 

コッ クビ ピッ ト 画 面 を セク ター マッ プ (区 域 地 図 ) 画 
面 に 切り 替え る こと が で きま す 。 こ の 地図 に より 戦 
闘 ・ 訓 練 区 域 の 地形 、 友 軍 (戦闘 部 隊 や 地上 設備 ) の 
配置 、 さ ら に 攻撃 目標 を 知る こと が で きま す 。 こ の 区 
域 に 存在 する その 他 の 敵 の 戦 回 や 地上 設備 は 、 
TADS に よっ て 飛行 中 に その 位置 が 確認 され た 場合 の 
み 表 示さ れ ま す 。 ま た 、 動 き 回 っ て いる 敵 の ヘリ コ プ 
ター は 、 こ の 地図 に は 表示 され ませ ん 。 更に 、 こ の 地図 は 100% 正 確 で は な いこ と に 
し て お いて くだ さい 。 部 隊 や 基地 の 位置 は 、 と り わ け 誤 報 ・ 誤 認 き れ て いる こと 
が 多い か ら で す 。 












地図 の 記号 ( 注 参照 ) 


ーー 往路 
ーー 河川 
= ey 


@ 
農地 ( 畑 、 田 、 プ ラン テー ショ ン な ど ) 
地図 の 兵科 記号 ( 注 参照 ) 友軍 は 白 、 敵 は 赤 、 攻 撃 目 標 は 紫 で 表示 きれ ます 。 
ン > 兵部 隊 
+ 装 四 車両 (戦車 、 装 甲兵 員 輸 送 車 ) 














バン カー (土のう 、 鉄 、 コ ンク リー ト 製 の トー チカ ・ 捧 蔽 幸 ) 


対空 砲 、 自 走 対空 砲 


へ リコ プター 基地 


| 
> 
| pessoa 








サイ ン : ROMANTIC 














コッ クビ ピッ ト と ステ ー タ スパ ネ 】 








INS CURSOR (INS カ ー ソ ル ) : eal 線 は 、 現 在 INS の セッ ト し て あ 
る 目的 地 を 示し ます 。 コ ント ロー ラ を 移動 し て 十字 を 移動 し ます 。 コ ッ ク ビ ピット 画 面 
に 戻る と 、INS 指 示 器 が 新た な 目的 地 に 向かう キャ mr うに な り ま す 。 


GRID Pe だ (グリ ッ ド 座標 ) : この 地図 は 、 軍 隊 式 の グリ ッ ド 座標 方 
式 を 採用 し て いま す 。 位置 を 表す 場合 は 「 左 か ら 右 、 下 か ら 上 (right and up) 
えま す 。 始 め の 2 桁 の 数 値 は 、 水 平方 向 の 目盛 で 次 の 2 桁 の 数 値 は 垂直 方 向 の 目盛 の 
読み 取り で す 。 し た が っ て 01 一 01 は 左下 隅 、01 一 12 は 左上 隅 、12 一 01 は 右 下 隅 、12 一 
12 は 右上 隅 を それ ぞ れ 表し ます 。 


ACCELERATED TIME (時 間 の 加速 ) : セク ター マ ッ プ を 表示 し て いる と きのみ 
使用 可能 な オプ ショ ン で す 。 こ の オプ ショ ン を 使用 する と 、 通 常 の 2 倍 の 束 さ で 時 間 
が 進む の で 、 目 標 ま で の 移動 時 間 が 半分 で 済み ます 。(98 で は コッ ク ピ ッ ト 画 面 中 で 
も 可能 で す ) 








武装 状態 表示 

この 表示 画面 は 、 Eeemokniaies, シス 
テム が 正常 に 作動 し て いれ ば 、 ス テー タス ライ ト が 緑 
色 に 点灯 し て いま す が 、 ダ メー ジ を 受け 、 正 常 な 動作 
が 期待 で き な い 場合 に は 黄色 に 変わ り 、 破 壊さ れる と 
赤色 に 変化 し ます 。 コ ン ソ ー ル 左手 の へ ヘリコプター の 
図 は 、 そ れ ぞ れ の シス テム の 動作 状況 を 対応 する 色 で 
示し て いま す 。 
30mm HEDP (30 ミ リ 機 関 砲 弾 ) : この 機関 砲 が 使用 する HEDP (High Explosive 
Dual Purpose : 多目的 高 性 能 薬 ) 弾 は 、 バ ンカ ー 以 外 の あら ゆる 標的 に 効果 が あ 
り ま す 。 左側 に 表示 され て いる 数 字 で 搭載 数 が 分 か り ま す 。 た だ し 、 1 パー スト GE 
射 ) あたり 20 発 の 弾丸 を 消費 する の で 、1200 発 捨 載 し て いる 場合 は 、60 回 発射 で きる 
こと に な り ま す 。 


FORE FUEL (前 部 燃料 タン ク ) : 前 部 燃料 タン ク は 156 ガ ロン ( 約 590 リ ッ ト ル ) 
の 容量 を 持っ て いま す 。 こ の ステ ー タ スラ イト が 黄色 か 赤色 の 場合 は 燃料 が 残り 少な 
nie また は 全く 無い こと を 示し て いま す 。 


AIM— 9 L : 赤外線 誘導 方 式 の 空 対 定 ミ サイ ル ' サ イド ワリ イン ダー "は 、 敵 の ヘリ コ プ 
ター を 撃墜 する の に 使用 し ます 。 

AGM 一 114A : これ は 、 レ ー ザ ー 誘 導 方 式 の 空 対地 ミサ イル "ヘル ファ イア ' で す 。 
この ミサ イル は 、 装 甲 吐 通 弾頭 を 持ち 、 車 両 や バン カー に 効果 が あり ます 。 

を 75” FFAR : この 2.75 イ ンチ 空 対地 非 誘導 ロケ ッ ト 弾 は 高 性 能 灯 薬 弾頭 を 持ち 、 歩 
兵 、 対 空砲 陣地 地上 施設 に 効果 が あり 1 回 の 発射 で 左右 同時 に 1 発 づつ 合計 2 
発 発射 され ます 。 左 の 数 字 は 発射 可能 な 回 数 を 示し て いま す 。 


























注意 : コ ンピュータ に よっ て 、 表 示 色 が 異な る こと が あり ます 。 








AFT FUEL (後部 燃料 タン ク ) : 後部 燃料 タン ク は 220 ガ ロン ( 約 823 リ ッ ト ル ) の 
容量 が あり ます 。 

CHAFF (チャ フ ) : チャ フ は 敵 の レー ダー を 援 乱 する の に 効果 が あり ます 。 左 の 数 
字 は 、 チ ャ フ 放 出 装置 (チャ フ ・ デ ィ ス ペン サー) に 収容 され て いる カー トリ ッ ヂ の 
数 を 表し て いま す 。 1 つの カー トリ ッ チ ヂ に 3 発 の チャ フ が 収め られ て いま す 。 
FLARES (フレ アー) : フレ アー は 敵 の 赤外線 追尾 装置 を 提 乱 する の に 効果 が あり 
ます 。 左 の 数 字 は 、 フ レア ー 放 出 装置 に 収容 され て いる カー トリ ッ ヂ の 数 を 表し て い 
ます 。 チ ャ フ と 同様 、1 つの カー トリ ッ ヂ に 3 発 の フレ アー が 収め られ て いま す 。 








破損 状態 表示 
この コン ソー ル は 、 へ リコ プター の 主要 シス テム の 
被害 状況 を 表し て いま す 。 シ ステ ム が 正常 な 場合 は 緑 
色 、 ダ メー ジ を 受け る と 黄色 、 破 壊さ れる と 赤色 の ス 
テー タス ・ ラ イト が それ ぞ れ 点灯 し ます 。 左側 の へ リ 
コ プ タ ー の 図 は 、 各 シス テム の 状況 を その 色 で 示し て 
いま す 。 








AFT AVIONICS BAY (後部 アビ オニ クス 格納 室 ) : この 区 画 に は INS 航法 コン 
ピュ ー タ 、 赤 外線 プレ ー ダ ー 警 告 ・ 妨 害 装置 が 収納 され て いま す 。 こ の 区 画 が ダメ ー 
ジ を 受け る と 、 こ れ ら の 機器 が 狂っ た り 、 使 用 不能 に な る 可能 性 が あり ます 。 破壊 き 
れる と 、 避 墜 され る 危険 が 非常 に 高まり ます 。 


高 
AFT FUEL TANK (後部 燃料 タン ク ) : 燃料 タン ク が ダメ ー ジ を 受け る と 、 燃 料 漏 
れ が 発生 する 可能 性 が あり ます 。 ま た 、 タ ンク が 破壊 され る と 、 を 完全 に 失う と 
共に 、 爆 発 の 危険 性 も 生じ ます 。 


ANTI 一 TORQUE ROTOR (尾部 回 転 細 ) : この 回 転 環 は 、 主 回 転 避 を 回 すこ と に 
より 生ずる 反作用 で 機体 が 回 転 する こと を 防い で いま す 。 慣 部 回 転 性 が ダメ ー ジ を 受 
ける と 、 方 向 の コン トロ ー ル が 難し く な り 、 破 壊さ れる と 回 復 不能 の スピ ン に 陥り ま 
Te 


CHAFF & FLARE LAUNCHERS (チャ フ ・ フ レア ー 放 出 装 置 ) : チャ フ ・ フ レ 
アー 放出 装置 は 、 共 に テイ ル ・ プ ブー ム (後部 胴体 ) に 装備 され て いま す 。 こ れ ら が ダ 
メー ジ を 受け る と 、 一 部 また は 全部 の カー トリ ッ ジ が 正常 に 動作 し な く な り ま す 。 放 
出 装置 が 破壊 され た 場合 は 、 妨 害 を 行う こと が で き な く な り ま す 。 

FORWARD AVIONICS BAY (前 部 アビ オニ クス 格納 室 ) : こ の 区 画 に は へ リコ 
プター の 飛行 に 必要 な コン ピュ ー タ 、 モ ニタ 機器 が 収納 され て いま す 。 ダ メー ジ を 受 
けた り 破 壊 き され た りす る と 、 計器 類 の 表示 が 消え る か 、 ま た は 針 が 動か な く な り ま す 。 




















往 : コ ンピュータ に よっ て 、 表 示 色 が 異な る こと が あり ます 。 





FORWARD FUEL TANK (前 部 燃料 タン ク ) : この タン ク に は 、156 ガ ロン 分 の 
燃料 を 積み 込む こと が で きま す 。 損傷 に より 、 し ば し ば タン ク は 、 燃 料 も れ を 起こ す 
こと が あり ます 。 タ ンク が 破壊 され た りす る と 、 燃 料 の 全て が 失わ れ た り 、 爆 発し て 
し まう こと さえ あり ます 。 


30mm CHAIN GUN (30 ミ リ 機 関 砲 ) : この 機関 砲 は 機 音 下 面 に 装備 され て いま す 。 
機関 克 が ダメ ー ジ を 受け る と 、 命中 精度 が 低下 し ます 。 破壊 され る と 、 発 射 不能 に な 
り ま す 。 


MAIN ROTOR (=Bl&:R) : この 主 回 転 杉 に よっ て へ リコ プター は 空中 に 洋 か ぶ 
こと が で きる の で す 。 ダ メー ジ を 受け る と 振動 が 発生 し 、 操縦 が 困難 に な り ま す 。 回 
転 環 が 破壊 また は ダメ ー ジ を 受け る と 、 へ ヘリ コ プ タ ー は 墜落 し ます 。 


NOSE OPTICS (光学 装置 ) : これ は TADS 照準 シス テム の 核 べき も の で す 。 
ダメ ー ジ を 受け る と 、TADS の 動作 に 異常 が 生じ ます 。 破壊 され る と TADS の 機能 
が 失わ れ 、 正 確 な 射撃 が 不可 能 に な り ま す 。 


STARBOARD & PORT WINGS (武器 搭載 翼 ) : HIM MAL Ouse ae lt co Cc 
装備 され ます 。 ダ メー ジ を 受け る と 、 武 器 が 使用 不能 に な る 場合 が あり ます 。 WURE 
NELEOROKRBETNTROEF, 


STARBOARD & PORT ENGINE (エン ジン ) : iihOR TCA, EMAIL ROT 
の エン ジン の 動力 に より 回 転 し て いま す が 、 ど ちら か 片方 の エン ジン が 停止 し て も 飛 
行 を 続け る こと が で きま す 。 し か し 、 出 力 は 低下 に と も な い 最 高速 度 及び 搭載 能力 も 
低下 し て いる こと に 注意 し て くだ さい 。 エ ンジ ン が ダメ ー ジ を 受け る か また は 破壊 さ 
れる と 、 火 災 の 発生 や 爆発 の 危険 を 避け る た め に 自動 的 に その エン ジン は 停止 し ます 。 
再 始動 させ る に は 基地 で の 修理 が 必要 で す 。 








注意 : 以上 の 3 つの オプ ショ ン 画 面 を 表示 し て いる 問 も 、 ヘ リコ プター は 飛行 を 続け て い 
る こと に 注意 し て くだ さい 。 山 の 近く を 飛行 し て いる と き や 戦 闘 中 の 場合 に は 、 と きど き 





コッ クビ ピッ ト 画 面 を 確認 する よう に し て くだ きい 。 こ れ ら の 画面 を 見 る 場合 は 、 ど こ か 安 
全 な 場所 で ホバリング (空中 静止 ) する か 着陸 し て か ら の 方 が 安全 で し ょ う 。 














飛行 方 法 の 基本 ガイ ド 





入門 へ リコ プター の 制御 


この 項 を 読ん で 飛行 を 修得 され る 方 は 、" 初心 者 の た め の 指導 1 (飛び 方 の 学習 )" OMe 
合わ せ 読ん で くだ きい 。 ま た " 航空 力学 " の 項 に は へ ヘリコプター の 操縦 に つい て より 詳 細 な 
説明 が 記述 し て あり ます 。 
BASIC CONCEPTS (基本 概念 ) : へ リコ プター は 2 つの 主要 な 操縦 系 統 を 持っ て い 
ます 。 一 つ は サイ クリ ッ ク ・ ビ ッ チ ・ コ ント ロー ル と 呼ば れる も の で あり 、 も う 一 つ は コレ 
クティ プ ・ ビ ピッチ ・ コ ント ロー ル と 呼ば れる も の で す 。 サ イク リッ ク ・ ピ ッ チ ・ コ ント ロー 
ル (以下 サイ クリ ッ ク と 略す ) は 、 主 回 転 艇 の 傾き を 変化 させ 機体 の ピッ チ ( 機 首 の 上 下 ) 
と ロー ル (機体 の 左右 の 傾斜 ) を コン トロ ー ル し ます 。 これ は 飛行 機 の 操縦 柱 に 相当 し ます 。 
コレ クティ プ ・ ピ ッ チ ・ コ ント ロー ル (以下 コレ クティ プ ブ と 略す ) は 主 回 転 環 の 迎え 角 
(Angle of Attack : "航空 力学 の 項 を 参照 ) を 変化 させ 、 主 回 転 下 に 生ずる 揚力 を 調整 し ま 
す 。 

サイ クリ ッ ク ・ コ ント ロー ル は 機種 に より 異な り ま す の で 、 ソ フト に 付属 し て いる 資料 を 
参照 し て くだ さい 。 ま た 、 そ の 操作 は ジョ イス ティ ッ ク 、 キ ー ボ ー ド に 関わ ら ず 、" サ イク リッ 
ク を 手前 に 引く 、 左 右 に 倒す 、 前 方 に 押す " と 記述 し ます 。 

コレ クティ プ ・ コ ント ロー ル は キー ボー ド に より 行い ます 。 機種 に より 割り 当て られ た 
キー が 違い ます の で 、 こ ちら も ソフ ト に 付 届 し て いる 資料 を 参照 し て くだ きい 。 
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サイ クリ ッ ク を 前 方 に 押す : 機体 の ピッ チ が 下向き に 変化 し ます ( 機 首 を 下げ る )。 


この 動作 に より 機体 の 前 進 速 度 が 増加 し ます 。 ヘ リコ プター は 一 定 の 角度 (下向き ) 
まで は 急降下 し ませ ん が 、 そ れ を 過ぎ る と 通常 の 飛行 機 と 同様 に 急降下 し ます 。 


サイ クリ ッ ク を 手前 に 引く : 機体 の ピッ チ が 上 向き に 変化 し ます (RESETS). 
この 動作 に より 機体 の 前 進 、 き ら に 上 向き の 角度 を 増す と (メイ ンス ク 
リー ン 中 央 の 十字 線 が 水平 線 の 上 に ある ) 機体 は 後退 し は じ め ま す 。 こ こ で 注意 し て 
も らい た い の は 、 機 首 を 上 げ る こと が 機体 の 上 昇 に 直接 作用 し な いこ と で す 。 初 心 者 
が よく 間違っ て し まう の で す が 、 サ イク リッ ク を 強く 引け ば 上 昇 速度 が 高まる と 旗 解 
する こと で す 。 その 結果 は 、 速 く 上 昇 す る の で は な く 後 方 に 飛行 する こと と な り ま す 。 
この よう な 間違い を し な いよ うに 、 十 字 線 と 水平 線 の 位置 に は 注意 し て くだ さい 。 


サイ クリ ッ ク を 左右 に 倒す : この 動作 に より 機体 を 左右 に 傾け る こと が で きま す 。 
前 進 速 度 が 低速 (40 ノ ッ ト 以 下 ) の 場合 に は 、 機 体 は 傾い た 方 向 に 横滑り し て いき ます 。 
高速 で は 飛行 機 と 同じ よう に 旋回 を 行う こと が で きま す 。 低速 、 高 速 に か か わら ず 、 
ロー ル 角 が 大 きく な る に し た が っ て 揚力 の 損失 も 増加 する こと に 注意 し て くだ さい 。 


コレ クティ ブ を 増加 する : この 操作 に より 主 回 転 異 の 揚力 が 増加 し ます 。 水 平 飛行 
中 に コレ クティ プ ブ を 増加 する と 、 揚 力 の 増加 に より 機体 は 上 昇 し ます 。 コ レク ティ ブ 
が 増加 (EMGROM 2 Hahn) $SLNC, EDEROW SMT SOT, 
一 定 の 回 転 を 維持 する た め に 自動 的 に トル ク (ERM EME SSH) も 増加 する 
ょ うに な っ て いま す 。 従 っ て コレ クティ ブ の 増加 は トル ク の 増加 で も あり 、 こ れ は ト 
ルク 計 の 上 昇 に より 知る こと が で きま す 。 ト ルク 計 が 最大 値 を 示し て いる 場合 に は 、 
主 回 転 軸 の 揚力 が 最大 で ある こと を 示し て いま す 。 


コレ クティ ブ を 減少 する : この 操作 に より 主 回 転 弓 の 揚力 が 減少 し ます 。 水 平 飛 行 
中 に コレ クティ ブ を 減少 する と 、 機 体 は 下 隆 し ます 。 コ レク ティ ブ が 減少 する に つれ 
て 、 ト ルク も 減少 し ます 。 特 殊 な 場合 を 除く と 、 ト ルク が 50% 以 下 の 場 合 に は 上 昇 は 
お ろか 水平 飛行 で 高度 を 維持 する こと も で き な く な り ま す 。 


AAR ROME : この 操作 は 機体 の 前 進 (また は 後退 ) 速度 が 非常 に 小さ な (数 
Dob) 場合 、 も し く は 空中 に 静止 し て いる 場合 の み 可 能 で す 。ROTATE LEF ( 左 
旋回 ) の キー を 押す と 、 機 体 は 左 に 水平 に 回 転 し 、 キ ー を 押す た びに 回 転 する 速度 が 
高まり ます 。 逆 に 、[ROTATE RIGHT] ( 右 旋回 ) の キー を 押す と 、 機 首 は 右 に 回 転 
し ます 。[STOP ROTATIO] (旋回 停止 ) の キー を 押す と 機体 の 回 転 は 止ま り ま す 。 





































































易しい モー ド と 現実 モー ド 


飛行 の リア リティ ー・ レ ベル を [EASY] と [REALISTIC] の どちら か に 設定 で 
きる こと は 前 に 述べ まし た が 、 こ こ で は それ ら の 違い を より 詳し く 説 明 し た いと 思い 
ます 。 で きる な ら ば 、 リ アル な 飛行 を 選択 する の を お 奨め し ます 。 そ の 方 が 、 特 に 高 
速 飛行 時 に お いて 、 和 柔軟 性 に 優れ より 操作 性 に 富ん で いる か ら で す 。 し か し 、 こ の モ 
ー ド で 飛行 する こと が どう し て も で き な い 場合 に は 簡単 な 方 を 選択 し て くだ さい 。 














EASY FLIGHT (易しい 飛行 ) : この モー ド で は 機体 の ピッチ 、 ロ ー ル 、 高 度 、 束 
度 は すべ て 揚力 に 影響 を 与え ませ ん 。 つ まり サイ クリ ッ ク の 操作 に よっ て 、 BHA 
化し な いと いう こと で す 。 し た が っ て この 場合 パワ ー・ ダ イプ (急降下 、 後 述 ) は で 





きま せん 。 こ の モー ド で は 、 コ レク ティ ブ の み が 揚力 を 変化 きせ る こと が で きま す 。 
揚力 を 増加 し た い 場合 上昇 す る 、 下 降 速 度 を 落と す ) は 、 必 要 に 応じ て コレ クティ 
プ を 増加 し ます 。 逆 に 揚力 を 減少 し た い 場 合 (上 昇 速度 を 落と す 、 下 隆 する ) は コレ 
クティ ブ を 減少 し ます 。 


REALISTIC FLIGHT (現実 的 な 飛行 ) : この モー ド で は 、 現 実 の へ リコ プター と 
同様 に ビッ チ 、 ロ ー ル 、 高 度 、 速 度 が 揚力 に 影響 を 及ぼ し ます 。 


Ground Cushion Effect (地面 効果 ) :25 フ ィ ー ト 以下 の 高度 を ホバリング 中 また 
は 低速 で 飛行 し て いる 場合 に は 、 地 面 が ダウ ン ・ ウ ォ ッ シュ ( 主 回 転 舞 が 下向き に 吹 
き 降 ろ す 風 ) を 制限 する こと に より 、 揚 力 が わずか な が ら 増 加 し ます 。 こ れ が 地面 効 
果 と 呼ば れる も の で す 。 増 加 す る 揚力 は 高度 に よっ て 異な り 、 ま た 高速 で 飛行 し て い 
る 場合 に は この 効果 は あり ませ ん 。 


Translational Lift (前 進 揚 力 ) : 機体 が 前 進 速 度 を 得る と 、 主 回 転 己 が 回 転 する 男 
囲 内 に 流入 する 空気 の 量 が 増加 し 、 主 回 転 己 の 効率 が 増大 する の で 、 そ の 結果 と し て 
揚力 が 増加 し ます 。 そ の 増加 し た 分 の 揚力 を 前 進 揚 力 と 呼び ます 。 特 に 30 か ら 90 ノ ッ 
ト の 速度 に お ける 増加 量 の 変化 は 顕著 で す 。 前 進 揚 力 は その 速度 に より 異な り ま す 。 


Roll & Lift (ロー ル と 揚力 の 関係 ) : 機体 が ロー ル (横転 ) を 行う と 、 主 回 転 蛋 が 
発生 する 揚力 の 一 部 を 損失 し ます 。 こ の 損失 分 は 、 ロ ー ル 角 が 大 きく な る に し た が っ 
て 増加 し ます 。 


Altitude (高度 と 揚力 の 関係 ) : 高度 が 高く な る と 、 空 気 の 密度 が 減少 する こと に 
より 、 揚 力も 減少 し ます 。 高 度 1000 フ ィ ー ト 以上 に 上 昇 し た 場合 の みこ の 現象 が 起こ 
り ま す 。 

これ ら の 特殊 な 現象 の ほか に も 、 こ れ ら の モー ド を 選択 する こと に よっ て 、 高 速 飛行 
時 の ヘリコプター の 軌道 が 航空 機 の それ と は 大 きく 異な る こと に 気付 か れる こと で 
し ょ う 。 水平 飛行 か ら わ ず か に ピッ チ を 上 げ る と 、 機 体 の 速度 は 減少 し 、 同 時 に 機体 
SEALED (特に 前 進 揚力 の 効果 が 大 きい 30 一 90 ノ ッ ト の 範囲 で 顕著 で す )。 逆 に 
最大 限 ま で ピッ チ を 下げ る と 、 機 体 は パワ ー・ ダ イブ (急降下 ) し ます 。 



































人 入門 へ リコ プター の 操縦 
この 項 で は 、 へ リコ プター の 飛行 に つい て の 最も 初歩 的 な 一 般 概念 を 述べ ます 。 飛 
行 原理 、 飛 行方 法 な ど に つい て の 詳細 な 説明 は ' 航 空力 学 の 節 を 参照 し て くだ さい 。 
































Ss =a 


@e==0) 
LEVEL FLIGHT FORWARD (水平 前 進 飛 行 ) : へ リコ プター で 水平 飛行 を 行う 
場合 に は 、 ビ ッ チ を 下げ ( 機 首 を 下げ る ) ます 。 下向き の ビッ チ 角 の 増加 に と も な い 、 
前 進 速 度 も 増加 し ます 。 前進 飛行 の 場合 、 十 字 線 が 常に 水平 線 の 下 に ある こと に 注意 
し て 下さ い 。 昇降 計 が 水平 ( 0 を 指し て いる ) の 場合 、 機 体 は 水平 飛行 を 行っ て いる 
こと を 示し ます 。 通 常 、 戦 闘 時 の 水平 飛行 速度 は 、 お お よそ 100 か ら 150 ノ ッ ト で す 。 



























































FORWARD CLIMB (前 進 上 昇 ) : 前 進 上 昇 し て いる 場合 、 水 平 飛行 に 対し て コレ 
クティ ブ が 同じ 場合 は 速力 が 小さ く (この 時 ビッ チ 角 は 水平 飛行 時 より も 小さ い )、 
同 速度 の 場合 は コレ クティ ブ が 水平 飛行 時 より 高 目 に 設定 され て いま す 。 こ の 時 昇降 
計 の 針 は 上 を 指し て いま す 。 前 進 上 昇 は 、 前 進 揚力 の 得 や すい 30 か ら 90 ノ ッ ト の 連 度 
で 、 最 も 簡単 に 行なう こと が で きま す 。 
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HOVERING (ホバリング ) : ホバリング と は 、 機 体 が 一 定 高度 一 定 方 向 、 水平 次 
勢 を 保っ て いる 状態 を 言い ます 。 こ の 場合 、 十 字 線 の 中 央 が 水 湖上 に あり 、 対 気 速 
度 が ゼロ ( 針 が 垂直 ) を 示し て いる こと に 注意 し て 下さ い 。 ま た コレ クティ プ を 調整 
し て 、 昇降 計 の 針 が 水平 (ゼロ ) を 示す よう に し ます 。 コ レク ティ ブ の 調整 に よ っ て 、 
機体 を 垂直 に 上 昇 ノ 下降 する こと が で きま す 。 
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BACKWARDS FLIGHT (後進 飛行 ) : 後方 へ 飛行 する 場合 は 、 機 体 の ビッ チ は 上 
向き に な り ま す 。 十字 線 は 水平 線 の 上 に 表示 され て いる こと に 注意 し て 下さ きい 。 十字 
線 が 水平 線 の 上 に 表示 され る の は 後進 飛行 する 場合 だ け で す 。 対 気 速 度 計 は 後退 速度 
を 示し て いま す 。 速 力 と コレ クティ ブ の 設定 に より 、 機 体 は 上 昇 、 水 平 飛行 、 下降 し 
な が ら 飛 行 し ます 。 
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SKID SIDEWAYS (横滑り ) : この 運動 は 40 ノ ッ ト 以 下 の 低速 で 飛行 し て いる 場合 、 
も し く は ホバリング 中 に の み 起 こり ます 。 サ イク リッ ク を 左 か 右 に 倒す と 機体 が その 
方 向 に 傾き ます が 、 前 進 速 度 が 不足 し て いる た め に 、 機 体 は 旋回 せ ず に 傾い た 方 へ と 
移動 し て ゆき ます 。 機 体 が 傾く と 揚力 が 少々 失う の で 、 一 定 高度 を 保つ に は コレ クティ 
プ の 調整 が 必要 と な り ま す 。 
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ROTATE LEFT OR RIGHT (左右 の 回 転 /Hovering Turns ホバリング 旋回 ) : 
極 低速 、 あ る い は ホバリング 中 に 尾部 回 転 翼 の 推力 の 調整 に よっ て 機体 を 左右 に 回 転 
する 運動 を 言い ます 、 ホ バリ ング 時 以外 で は 禁止 きれ て いま す 。 

転 運動 は 対 気 上 昇 ・ 下 降 に 影響 し ませ ん 。 また 、 サ イク リッ ク 及 び コ レ 





































































クティ プ ・ コ ント ロー rr 要 あ り ま せん 。 














飛 行 制 御 
この 項 で は 具体 的 な (キー ボー ド な どの ) コン トロ ー ル を 説明 し ます 。 飛 行 の し か 
た に つい て は 「 初 心 者 の た め の 指導 1/ 飛 び か た の 学習 」 を 読ん で 下さ い 。 


THE KEYBOARD OVERLAY (キー ボー ド ・ オ ー バ ー レ イ ) : この ソフ ト に は 
キー ボー ド 用 の オー バー レイ ・ シ ー ト が 付属 し て いま す 。 各々 の コン トロ ー ル ・ キ ー 
は 、 こ の オー バー レイ に あわ せ て 配置 され て いま す 。 オ ー バ パー レイ を な くさ な いよ う 
こ し て くだ さい 。 





注意 : 同時 に 複数 の キー を 押す と 正しい 入力 に な ら な い 場 合 が あり ます 。 特 に 指定 
され な い 限 り 、 同 時 に 2 つの キー を 押さ な いで 下さ い 。 ま た 、 ジ ョ イス ティ ッ ク を 操 
作 を し な が ら キ ー を 押さ な いで くだ さい 。 正しく 入 力 さ れ な い 可 能 性 が あり ます 。 


CYCLIC JYOISTICK (ジョ イス ティ ッ ク ) : 前 に 倒す と 機体 は ピッ チ ・ ダ ウン ( 機 
APY) し ます 。 逆 に 手前 に 倒す と ビッ チ ・ ア ッ プ (RAL) し ます 。 左右 に 倒す 
と 倒し た 方 向 に 機体 は バン ク (傾斜 ) し ます 。 

機 間 が 水平 の 状態 より も 下 に ある と き は 、 機 体 は 前 進 し て いま す 。 下 げ 角 が 大 きく 
な る と 、 急 降下 し ます 。 機 首 が 水平 の 状態 より も ゃ 上 に ある と き は 、 機 体 は 後退 し て い 
ます 。 低速 で 左右 に バン ク す る と 、 そ の 方 向 に スキ ッ ド (横滑り ) し ます 。 中 速 以上 
の 速度 で バン ク す る と 、 そ の 方 向 に 旋回 し ます 。 水 平 儀 や メイ ンス クリ ー ン 上 の 水平 
線 か ら 、 機 体 の 姿勢 (ピッ チ 、 ロ ー ル ) を 知る こと が で きま す 。 


COLLECTIVE (コレ クティ ブ ) : コレ クティ プ の コン トロ ー ル に は 、 増 加 ・ 増 加 大 、 
減少 ・ 減 少 大 の 4 つの キー が あり ます 。 コ レク ティ ブ の 変化 に し た が っ て 、 ト ルク が 
増減 し ます 。 ま た 揚力 も これ に し た が っ て 変化 し ます 。 
揚力 は 機体 の 飛行 を 維持 し ます 。 揚力 を 増加 させ る と 機体 は 上 昇 し 、 減 少 き させ る と 隆 
下 し ます 。 


ANTI 一 TORQUE (TAIL) ROTOR (尾部 回 転 村 ) : この コン トロ ー ル は 、 ホ バリ 
ング 中 も し く は 極 低速 (数 ノッ ト ) で 飛行 中 の 場合 に の み 行う こと が で きま す 。 機 首 
を 左 に 向け る と き は [rotate lett] (左旋 回 ) の キー を 押し ます 。 逆 に [rotate right] 
( 右 旋回 ) を 押す と 、 機 間 が 右 を 向き ます 。 キ ー を 押す ご と に 、 旋 回 速度 は 大 きく な 
り ま す 。[stop rotation] (旋回 停止 ) の キー を 押す と 、 旋 回 を 停止 し ます 。 























PORT or STARBOARD ENGINE ON/OFF: 左右 の エン ジン は 、 そ れ ぞ れ オ ン 
(始動 )、 オ フ (停止 ) を 切り 替え る こと が で きま す 。 飛 行 を 終了 する 場合 は 両方 の 
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エン ジン を オフ に し ます 。 
エン ジン が ダメ ー ジ を 受け る か 、 ま た は 破壊 され た 場合 、 そ の エン ジン は 自動 的 に 
オフ に な り ま す 。 こ の 場合 、 修 理 す る まで 再 始動 する こと は で きま せん 。 


ROTOR ENGAGE DISENGAGE (=i Riki: REL) : この キー を 押す 
こと に より 、 回 転 環 と 動力 を 接続 (エン ジン で 回 転 環 を 回 転 き せる ) また は 切 離 し (回 
HH AAMAS) の 切り 替え を 行う こと が で きま す 。 回 転 環 が 切 離 され た 場合 に は 、 
コレ クティ ブ が 自動 的 に ぜ ゼロ に な り ま す 。 
































視 界 制御 
CHANGE CRT (CRT 変 更 ) :CRT に は 、 以 下 の 3 種類 の ディ スプ レイ モー ド が あ 
り ま す 。 キ ー を 押す ご と に CRT の モー ド が 切り 替わり ます 。 


(1) TADS target (照準 ) モー ド 
(2) MAP (地図 ) モー ド 
(3) Radio message (無線 メッ セー ジ ) モー ド 


へ リコ プター 前 方 に 敵 が いな い 場 合 は 、TADS モー ド に は 切り 替わり ませ ん 。 EK, 
無線 メッ セー ジ モ ー ド は 、 メ ッ セ ー ジ を 受信 し て いな けれ ば 切り 替え る こと が で きま 
せん 。 敵 、 メ ッ セ ー ジ の どちら も 存在 し な い 場 合 は 、CRT は MAP モー ド が 選択 さ 
れ て いま す 。 


MAP (地図 の 表示 ) : この キー を 押す と 、 セ クタ ー マ ッ プ の 全体 が 表示 され ます 。 
地図 を 表示 し て いる 間 も 飛 行 し て いる の で 、 墜 落 や 衝突 に 気 を つけ て くだ さい 。 再 び 
この キー を 押す と 、 コ ッ ク ビ ピット 画面 に 戻り ます 。 


STORES (搭載 物 の 状況 ) : この キー を 押す と 、 搭 載 物 ディ スプ レイ が 表示 され ま 
Fo 搭載 物 の 状況 及び 残 量 を 表示 し ます 。 表 示 し て いる 間 も 飛行 し て いる こと に 注意 
し て くだ さい 。 再び この キー を 押す と コッ クビ ピッ ト 画 面 に 戻り ます 。 


DAMAGE (ダメ ー ジ ) : この キー を 押す と 、 各 シス テム の 投 害 状況 が 表示 され ます 。 
ee は 緑 、 ダ メー ジ を 受け て いる 場合 は 黄 、 破 壊さ れ て いる 

合 は 赤 で 示さ れ ま す 。 ダ メー ジ を 表示 し て いる 間 も 飛 行 を 続け て いま す 。 再 び こ の 
Pe を 押す と 、 コ ッ ク ビ ピッ ト 画 面 に 戻り ます 。 


VIEW (視界 の 変更 ) : [前 方 視界 /View Cente] を 押す と 、 前 方 正面 の 視界 を 表示 
し ます 。[ 左 前 方 視界 /view left] を 押す と 左前 方 の 視界 、[ 右 前 方 視界 /view right] 
を 押す と 、 右 前 方 の 視界 を 表示 し ます 。 後 方 の 視界 は 、 エ ンジ ン 、 ト ラン スミ ッ シ ョ 
ン 、 回 転 考 シャ フト 等 に よっ て 妨げ られ て いま す 。 十字 線 は 視界 が 正面 の 場合 の み 表 
示さ きれ て いる こと を 確認 し て 下さ い 。 




















戦 i 制 御 

GO TO TADS TARGET MODE (TADS モ ー ド を 選択 する ) : CRT が TADS モー 
ド で な く 、[TARGET] の プロ ンプ ト が 表示 され て いる 場合 、 発 射 ボ タン また は 
CRT 切り 替え キー (スペ ー ス バー) を 押す と 、CRT を TADS E- FILWO RRA! 
こと が で きま す 。 

NEW TADS TARGET (標的 の 切替 ) : この キー を 押す と 、TADS 照準 ボッ クス を 
他 の 標的 に 移す こと が で きま す 。 移動 後 、 新 し い 標的 が CRT に 表示 され ます 。 正 面 
に 複数 の 標的 が な い 場 合 は 、TADS は も と の 標的 を 捉え た まま に な り ま す 。 








WEAPONS (武器 の 選択 ) : AiM 一 9L サイ ド ワ イ ン ダー、2.75 イ ンチ FFAR ロケ ッ 
bh, AGM—1MA ヘル フワ ファ イア 、30 ミ リ 機 関 砲 の 4 種類 の 武器 に 対応 する キー を 押す 
こと に より 、 使 用 する 武器 を 選択 し ます 。 


FIRE (発射 ) : 発射 ボタ ン を 押す と 、 現 在 選択 され て いる 武器 を 発射 し ます 。 一 度 
押す た びに 、 ミ サイ ル (サイ ド ワ イ ン ダー また は ヘル ファ イア ) は 1 発 、 ロ ケッ ト は 
2 発 、 機 関 砲 は 20 発 の 弾丸 を 発射 し ます 。 


DROP CHAFF OR FLARE DECOY (チャ フ か フレ ア ・ デ コイ の 投下 ) : 使用 す 
る デコ イ (お と り ) に 対応 する キー を 押す と 発射 で きま す 。 デ コイ が 作動 し て いる あ 
い だ は 、 コ ッ ク ピ ッ ト の 指示 器 が 点 燈 し て いま す 。 


RADAR or IR JAMMER ON/OFF (レー ダー、 赤 外線 妨害 装置 ) : それ ぞ れ の 
装置 に 該当 する キー を 押し て 、 作 動 停 止 の 切り 替え を 行い ます 。 レ ー ダ ー 妨 害 装置 
が 作動 中 は 、 警 告 ラ ンプ 「R」 の 隣 の ラン プ が 緑 に 点 燈 し ます 。 赤 外線 妨害 装置 が 作 
動 中 は 、 警 告 ラ ンプ 1s OOTY TARILAHELET. 

JETTISON STORES (武器 の 投棄 ) : 搭載 中 の 武器 を 投棄 する 場合 に は 、 武 器 の 


選択 キー と 、[JETTISON] (投棄 ) を 押し ます 。 投 径 で きる 武器 は 、 サ イド ワイ ンダ ー、 
FFAR、 ヘ ルフ ァ イ ア で す 。 





シミ ュ レ ーション 制御 
ACCELERATED TIME (時 間 の 加速 ) : この キー を 押す と 、 時 間 の 進行 が 2 倍 に 
な り 、2 点 問 の 飛行 時 間 が 半分 に な り ま す 。 コ ッ ク ピ ッ ト 画 面 に 戻る と 、 自 動 的 に オ 
フ に な り ま す 。PC9801 版 で は 、 コ ッ ク ピ ッ ト 画 面 中 も 可能 で す 。 


PAUSE (一 時 停止 ) : この キー を 押す と 、 シ ミュ レー ショ ン が 一 時 停止 し ます 。 何 
か キー を 押す と シミ ュ レ ーション が 再開 し ます 。 


RESET (リセ ッ ト ) : この キー を 押す と 、 シ ミュ レー ショ ン が リス ター ト し ます 。 
一 度 押し て し まう と 、 任務 全体 を 「 放 棄 」 す る こと に な り ま す 。 
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無線 メッ セー ジ に 応答 せよ ! 
[RADIO MESSAGE] の プロ ンプ ト が CRT に 表示 され た 場合 、CRT 切り 替 
え キ ー を 押し て 、 受 信 し た 無線 メッ セー ジ を 確認 し て くだ さい 。 メ ッ セ ー ジ を 
無視 する と 命 に か か わる 場合 が あり ます 。 


PASSWORD & COUNTERSIGN (パス ワー ド と カウ ンタ ー サ イン ) : 友軍 
基地 に 接近 する と 、 基 地 か ら の 無線 メッ セー ジ を 受信 し ます 。 こ の と き 、 こ の 
メッ セー ジ を 読み 、 そ れ に 答え る こと は 絶対 必要 で す 。CRT 切り 替え キー を 
押し 、CRT を メッ セー ジ モ ー ド に し ます 。 画 面 に パス ワー ド が 表示 され る の で 、 
それ に 対応 する カウ ンタ ー サ イン を 送信 し ます 。 キ ー ボ ー ド で 正しく カウ ン 
ター サイ ン を 入力 し ます 。 暗 号 の 送受 信 が 行なわ れ な いと 、 基 地 が 本 機 を 敵 と 
wae LCR LET. 






























初心 者 の た め の 
(飛び 方 の 学 





この 章 で は 、 ヘ リコ プター で 離陸 し 、 基 本 的 な 飛行 を 行い 、 再 び 着陸 する まで の 一 
連 の 操作 を 説明 し ます 。 画面 の 表示 に つい て は 「 コ ッ ク ビ ピッ ト と ステ ー タ ス ・ パ ネル 」 
を 、 各 種 コ ント ロー ル に つい て は 「 コ ント ロー ル 」 と キー ボー ド オ ー バ パー レイ を 、 そ 
れ ぞ れ 参 照 し て くだ さい 。 ま た 、 前 述 の 「 飛 行 の 方 法 の 基本 ガイ ド 」 に も 目 を 通し て 
お いて くだ さい 。 

また 、 こ の 章 は “realistic” (リア ル な ) 飛行 モー ド に お ける 操作 に つい て 記述 し 
て あり ます 。 ゲ ー ム を 行う 場合 、 初 めか ら リ アル な モー ド で 飛行 する こと を お 勧め し 
ます (この 意味 は 、 後 で わか り ま す )。 リ アル な モー ド が 難し すぎ る 場合 は 、 い つ で 
も “easy” (簡単 な ) モー ド に 現実 度 を 落と すこ と が 可能 で す 。 


WARNING 一 DON'T OVERCONTROL (警告 一 過 和 制御 を 避け よ ) : へ リコ プター 
の コン トロ ー ル に 対す る 反応 は 一 概 に 鈍く 、 軽 快 な サラ プレ ッ ド で ある アパ ッ チ で さ 
え 、 操作 し て か ら 機 体 が それ に 反応 する まで 1、2 秒 か か り ま す 。 まず 、 ジ ョ イス ティ ッ 
ク や キー ボー ド で ご くわ ず か に コン トロ ー ル を 与え 、 そ れ に 対す る 反応 の 時 間 や 度合 
を 確か め て み ま し ょ う 。 最 も お か し 易い 間違い は 、 反 応 が すぐ に な いか ら と 思っ て 、 
ステ ィ ッ ク を 強く 引き すぎ た り 、 あ る い は キー を 長く 押し 続け た り し て し まう こと で 
す 。 

つま り 、 コ ント ロー ル を お だ や か に する 必要 が ある の で す 。 何 か 操 作 を し た な ら ば 、 
次 の 操作 は その 操作 の 結果 を 確か め て か ら 行 う よ う に 心がけ て くだ さい 。 様 々 な 操作 
を 速く 、 急 激 に 行う と 予測 不可 能 な 動作 に 陥り 、 墜 落す る 可能 性 も あり ます 。 


STARTING (ゲー ム の 開始 ) : まず 、 パ イロ ッ ト 名 簿 (PILOT ROSTER) に 名 前 
を 登録 し 、 戦域 が 「 米 国内 の 訓練 部 隊 」 に 設定 され て いる こと を 確認 し て くだ さい 。 
初期 設定 で は 現実 度 が [REALISTIC FLIGHT]( リ アル な 飛行 )、[EASY LANDING] 
(着陸 = 簡単 )、[EASY WEATHER] (天候 = よい ) に 設定 され て いる は ず で す 。 任 
務 の 概略 説明 と 武器 オプ ショ ン を 確認 し ます 。 た だ し 設定 を 変更 し な いで くだ さい 。 


PAUSE WHILE LEARNING (一 時 停止 ) : この 章 に 従っ て 飛行 する と き 、 つ ぎの 
操作 や その 説明 を 読む 間 、Pause (一 時 停止 ) キー を 押す と 良い で し ょ う 。 何 か キー 
を 押す と 、 再 び 動 きだ し ます 。 一 つの 操作 を 試し 、 再 び ポー ズ ・ キ ー を 押し て 、 次 
の 操作 の 説明 を 読む 、 と いう 手順 で 進め て くだ さい 。 

ATTACKS (攻撃) 練 飛行 中 に も 敵 は 攻撃 し て きま す が 、 気 に する 必要 は あり 
ませ ん 。 訓 練 部 隊 で 使用 する 敵 の 弾 は すべ て 空砲 で す 。 敵 の 攻撃 で 撃隊 され た り ダ メー 
ジ を 受け る こと は あり ませ ん 。 最初 の 訓練 飛行 で は 敵 を 無視 し て くだ さい 。 次 の 章 で 、 
敵 の 攻撃 に 対処 する 方 法 と 、 攻撃 の 仕方 を 習い ます 。 






































POWER UP (エン ジン の 始動 と 出力 の 増加 ) : [Port Engine On/Off] (AAKT 
ンジ ン 、 オ ン ・ オ フ ) & [Starboard Engine On/0f] ( 右 航 エ ンジ ン 、 オ ン ・ オ フ ) 





の キー を 押し て 、 両 艇 の エン ジン を まず 始動 し ます 。 エ ンジ ン 回 転 計 が 通常 レベ ル ( 約 
80%) に 達する まで 待ち ます 。 次 に [Rotors Engage/Disengag] (回 転 翼 接 続 ・ 切 り 
離し ) の キー を 押し ます 。 

これ で 、 赤 く 点 燈 し て いた 回 転 環 接続 警告 ライ ト が 消え ます 。 次 第 に 回 転 翼 が 速力 
を 増す 音 が 開 こ えま す 。 中 央 の 回 (HARRIET) が 通常 レベ ル (エン ジン 回 転 
数 より わずか に 上 ) に 達する まで 待ち ます 。 


CLIMB TO A HOVER (ホバー へ の 上 昇 ) : ここ で 、[Collective Up Fast] (コレ 
クティ ブ の 増加 ・ 大 ) キー を 数 回 押し ます 。 コ レク ティ ブ を 「 下 げ る 」 と 、 ト ルク が 
落ち ます 。 ト ルク が 75% 程 度 に 達し た ら 、 機 体 が 地上 を 離れ る まで [Collective Up 
Slow] (コレ タテ ィ プ ブ の 増加 ・ 小 ) キー を 数 回 押し ます ( 約 80 一 95% ま で )。 こ れ で 
機体 は 約 12 フ ィ ー ト の 高度 で ホバリング する は ず で す 。 
ROTATING IN A HOVER (ホバリング 旋回 ) : [Rotate Right] ( 右 旋回 ) を 1 
回 押す と 、 機 体 は 右 に 旋回 を 始め ます 。[Stop Rotatio] (旋回 停止 ) を 押す と 、 旋 回 
が 止ま り ま す 。[Rotate left] (左旋 回 ) を 押す と 、 左 に 旋回 し ます 。 数 回 押す と 、 
その 方 向 へ の 旋回 速度 が 上 が り ま す 。 これ は 数 ノッ ト で 飛行 中 、 あ る い は ホバリング ( 
静止 飛行 ) 中 に の み 行 な える 旋回 で す 。 
旋回 を 中 止 し ます 。 こ れ で 飛行 の 準備 が 整い まし た 。 

離陸 と 前 進 






































































コレ クティ ブ を 上 げ 、 サ イク リッ ク を 
前 に 倒し て 水平 飛行 に 移行 























FORWARD FLIGHT (前 進 飛行 ) : 数 回 、[Collective Up Slow] (コレ クティ ブ 増 
加 ・ 小 ) を 押し ます 。 機 体 が 上 昇 を 始め た ら 、 サ イク リッ ク を 軽く 前 に 倒し て ピッ チ 
ダウ ン (BAY) し ます 。 こ れ で 機体 は 前 方 に 移動 を 開始 し ます 。30 ノ ッ ト の 速度 
に 達する と 、 再 び 上 昇 が 始ま り ま す 。 機体 の 上 昇 は 高度 計 と 昇降 計 で 知る こと が で き 
ます 。 前進 に よる 揚力 の 増加 (前 進 揚力 ) は 特に 30 一 90 ノ ッ ト の 範囲 で 増加 する か ら 
CH. 
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きら に ピッ チ ダ ウン する と 、 速 度 は 更に 増加 し ます 。 速度 が 100 ノ ッ ト を 超え る と 、 
前 進 揚 力 は 減少 し ます 。 昇 降 計 は マイ ナス の 値 を 示す よう に な り 、 こ の まま ピッ チ ダ 
ウン し つづ ける と 、160 一 200 ノ ッ ト の 速度 で 急降下 を 開始 し ます 。 


LEVEL FLIGHT (水平 飛行 ) : 対 気 速 度 計 が 100 一 150 ノ ッ ト を 示す まで 、 前 方 も 
し く は 後方 に サイ クリ ッ ク を 動か し ます 。 こ こ で 昇降 計 を 見 て くだ さい 。 下 降 中 ( 針 
が 水平 線 の 下 に 表示 され て いる と き ) な ら ば 、[Collective Up Slow] を 、 逆 に 上 昇 
中 な ら ば 、[Collective Dowm Slow] を 押し て 、 昇 降 計 の 針 が 0 (水平 ) を 示す よ う 
に 調整 し ます 。 





ここ で 思い 出し て ほし い の は 、 コ ント ロー ル の 反応 が 遅い た め に 、 修 正 を し すぎ て 
し まわ な いよ うに 注意 する こと で す 。 コレ クティ プ ブ の 操作 は 「 針 の 動き を 追い か ける 」 
必要 が あり ます 。 コ レク ティ ブ の 変更 は 、 昇降 計 の 針 の 動き が 安定 する の を 確認 し て 
か ら 行 っ て くだ さい 。 


CHANGING ALTITUDE (高度 の 変更 ) : 100 一 150 ノ ッ ト の 速度 で 水平 飛行 を し 
て いる 場合 、 一 番 簡 単 な 降下 の 方 法 は サイ クリ ッ ク を 前 に 倒し 、 ピ ビッチ ダウ ン し て 急 
降下 する こと で す 。 適 当 な 高度 に 達し た ら サ イク リッ ク を 、 昇 隆 計 の 針 が ゼロ に 安定 
する まで 、 ゆ る や か に 引き 続け ます 。 同 様 に 、 上 昇 で 一 番 簡単 な 方 法 は 、 や は り ピ ッ 
チア ッ プ し 、 対 空 速度 を 50 一 100 ノ ッ ト に 落と な が ら 上 昇 す る こと で す 。 適当 な 高度 
に 達し た ら 、 昇 降 計 の 針 が 0 に 安定 する まで ピッチ ダ ウン し ます 。 

上 記 の 飛行 操作 は 航空 機 の それ と 似 て いま す 。 コ レク ティ ブ を 変更 し な く て も 高度 
を 変え る こと が で きる か ら で す 。 高 度 を 変え ん る も う 一 つの 方 法 は 、 コ レク ティ ブ を 増 
減 する 方 法 で す 。 適 当 な 高度 に 達し た ら 、 水 平 飛 行 に も ぁ ど す よ うに コレ クティ ブ を 増 
減 し て 釣 合 を と り ま す 。 ホ バリ ング 中 ( 対 気 速度 が 小さ い 場 合 ) は 、 こ の 方 法 で し か 
高度 を 変更 する こと が で きま せん 。 

上 記 の どちら の 操作 で 高度 を 変更 する と きも 、 コ レク ティ プ を た えま な く 動 か し て 、 
機体 を コン トロ ー ル し な いで くだ さい 。 コ レク ティ ブ を 適切 に 設定 し 、 サ イク リッ ク 
で 操縦 を 行う よう に 心がけ て くだ さい 。 最 初 か ら う まく ゆく こと は 期待 で き な い で 
し ょ う 。 我 慢 強く 訓練 を 続け て くだ さい 。 飛 行 や 着陸 の 経験 を 積む な に つれ 、 コ レク ティ 
プ の 調整 も 自然 に で きる よう に な り ま す 。 


LOW ALTITUDE TURBULENCE (低空 乱 流 ) : 100 フ ィ ー ト 以下 の 高度 を 飛行 す 
る と 、 乱 流 を 感じ る こと が あり ます 。 乱 流 に 巻き 込ま れる と 、 機 体 が 下 下 に は ずん だ 
り 、 左 右 に ゆ さ ぶら れ ま す 。 乱 流 の 影響 は 、 機 体 の 速度 と 高度 に よっ て 変化 し ます 。 
低空 を 高速 で 飛行 する ほど 、 機 体 の コン トロ ー ル が 難し く な り ま す 。 


TURNING (旋回 ) : 100 一 150 ノ ッ ト で 、 水 平 飛行 に 移り ます 。 次 に サイ クリ ッ ク 
を 左 に 少し 傾け て 、 手 を 離し ます 。 ヘ へ リコ プター 左旋 回 を 始め ます 。 こ の と き 、 デ ジ 
タル 方 位 計 (コッ ク ピ ッ ト の 左下 ) の 表示 が 変化 し て いる の を 確認 し て くだ さい 。 き 
ら に 機体 を 左 に 傾け る と 、 機 体 は 急 旋回 を 始め 、 揚力 を 少し 失い ます 。 高度 が 下がり 、 
昇 隆 計 の 針 が マイ ナス を さして いる こと に 注意 し て くだ さい 。 サ イク リッ ク を 右 に 傾 
ける と 水平 飛行 戻る こと が で きま す 。 

急 旋回 中 に 機体 の 高度 を 維持 する に は (低空 で は 特に 大 切 )、 旋 回 を 始め る 前 に コ 
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レク ティ プ ブ を 少し 増加 きせ て お き 、 水 平 飛 行 に 戻る 前 に コレ クティ ブ を 同じ だ け 減 少 





きせ る の で す 。 コ レク ティ ブ を 旋回 前 に 変更 する 理由 は 、 コ レク ティ ブ の 反応 が サイ 


クリ ッ ク よ り 遅 いか ら で す 。 


NAVIGATION (航法 ) : Map (地図 ) キー を 押し て 、 フ ルス クリ ー ン の セク ター マッ 
プ を 表示 し ます 。 こ れ で 、 基 地 へ 帰還 する 方 位 を 探し ます 。 中 央 の 白い 基地 の シン ボ 
ル の 上 に 十字 カー ソル を 移動 させ 、 コ ッ ク ピ ッ ト 画 面 に 戻り ます 。 機 体 の 方 位 と 
INS の 指示 方 位 を 旋回 し て 一 致 さ せ 、 直 進 飛行 に 移り ます 。 こ れ で 、 基 地 へ の コー 
ス に 乗っ た こと に な り ま す 。 


LANDING (着陸 ) : 基地 に 近づく と 、 初 め に 基地 の 輪 部 が 水平 線上 に 見 えて きま す 。 
高度 を 60 一 100 フ ィ ー ト に 保ち 、 き ら に 近付き ます 。 そ れ か ら サ イク リッ ク を 後ろ に 
引い て 、 速 度 を 60 ノ ッ ト に 落と し 、 コ レク ティ ブ を 調節 し て 高度 を 50 フ ィ ー ト に 保ち 
ます 。 建物 や 着陸 地点 を 示す 「T」 字 が 見 えて きま す 。 着陸 目標 は 「T」 字 の 上 で す が 、 
基地 の 敷地 内 な ら ば 、 ど こ で も 着陸 が 可能 で す 。 

基地 の 外部 を 横切る 直前 イク リッ ク を 少し 手前 に 引い て 減速 し 、 ホ バリ ング へ 
と 移行 し ます 。 こ の と き 十 字 線 が 水平 線 に 重なる よう に 調整 し ます 。 ビ ピッ チア ッ プ し 
すぎ て バッ ク し て し まわ な いよ うに 注意 し て くだ さい 。 速 度 が 70 ノ ッ ト 以 下 に な る と 、 
揚力 が 減少 する の で 、 コ レク ティ ブ を 調整 し て 、 高 度 を 安定 させ ます 。 ま た 、 機 体 を 
完全 に 水平 に し て 、 空 中 に 静止 きせ ます 。 以 上 の 操作 で 、 基 地上 空 50 フ ィ ー ト で ホ バ 
リン グ し て いる 状態 に な り ま す 。 最 後に コレ クティ ブ を わずか に 減少 させ て 、 少 し づ 
DMEF LED. 高度 が 20 一 10 フ ィ ー ト に な る と 、 地 面 効果 に よっ て 揚力 が 増加 し 、 機 
体 は 再び 静止 し ます 。 き さら に コレ クティ ブ を 減少 きせ 、 着 陸 し ます 。 


SHUT DOWN (エン ジン 停止 ) : 着 陸 し た ら 、 両 方 の エン ジン を 停止 させ ます 。 
これ で 訓練 飛行 は 終わ り で す 。 飛行 終 了 後 の オプ ショ ン が 表示 され ます 。 














MISSION (任務 ) : この 訓練 飛行 で は 、 攻撃 は 行っ て いな い の で 、 任務 は 不 成 功 に 
終わ っ た と 表示 きれ ます 。 し か し 、 こ こ で の 目的 は 飛行 技術 の 修得 で すか ら 、 気 に す 
る こと は あり ませ ん 。 上 記 の 操作 が スム ー ス に で きる よう に な る まで 訓練 を 繰り 返し 
て くだ さい 。 次 の 章 で 、 防 御 ・ 攻 撃 ・ に つい て 訓練 し 、 訓 練 部 隊 に お ける 教育 は 完了 
し ます 。 











この 章 で は 、 敵 の ミサ イル や 対空 砲 に つい て の 簡単 な 知識 と それ に 対処 する 方 法 、 
装備 可能 な 各種 兵器 に よる 攻撃 方 法 に つい て 説明 し ます 。 


STARTING : 前 の 章 を 終え を た と ころ で あれ ば 、 同 一 の 設定 (任務 地域 、 志願 状態 、 
現実 度 レ ベル ) が 使え ます 。 部 隊 は 「 米 国内 の 訓練 部 隊 」、 志願 状態 は 「 務 」、 
現実 度 レ ベル は 「 リ アル な 飛行 」「 簡 単 な 着 地 」「 簡 単 な 天 候 」 に な っ て いる は ず で す 。 


MAKE A PLAN (飛行 計画 ) : 離陸 前 に 、 訓練 区 域 の セク ター マッ プ を 確認 し ます 。 
3 つの ダミ ー の 施設 (指令 部 、 ヘ リコ プター 基地 、 補 給 所 ) の うち 、1 つ を 攻撃 目標 
に 選択 し ます 。INS マ ー カ ー を 標的 に 移動 し ます 。 敵 の 部 隊 は 基地 か ら 攻 買 目 標 へ 向 
か う 経 路上 に いま す の で 、 注 意 し て くだ さい 。 


TAKEOFF (離陸 ) : 前 の 章 の 手順 で 離陸 し ます 。 離 陸 後 100 フ ィ ー ト の 高度 (高度 
針 の 表示 は 、 デ ジタル が [01]、 針 は [ 0 ]) に 達し た ら 、 水 平 飛行 に 移り ます 。 


THREATS (対空 砲火 ) : 飛行 中 は 、 コ ッ ク ピ ッ ト 右 下 に ある レー ダー スク リー ン 
を 時 々 確認 する よう に し て くだ さい 。 赤 い 点 は 本 機 の 接近 を 探 各 し た AAA (対空 砲 
: Anti-Aircraft Artillery) か SAM (HbA サイ ル : Surface-to-Air Missiles) を 
備え た 敵 の 存在 を 示し て いま す 滅する 育 と 白 の 点 は 接近 し て くる 敵 の ヘリ コ プ 
ター を 示し て いま す 。 白い 点 は ミサ イル (本 機 が 発射 し た ミサ イル と 敵 の 発射 し た ミ 
サイ ル は 双方 と も 同じ 白い 点 で 表示 され ます )。 さ ら に 、 赤 外線 プレ ー ダ ー 警 告 ラ > 
プ に も 注意 を 払っ て くだ さい 。[I] の ラン プ が 赤く 点 燈 し た 場合 は 、 赤 外線 追尾 ミサ 
イル が 発射 され た こと を 示し て いま す 。[R] の ラン プ が し た 場合 は 、 レ ー ダ ー 
誘導 の ミサ イル や 対空 砲 が 本 機 を 探査 、 あ る い は 追跡 し て いる こと を 示し て いま す 。 

敵 が レー ダー スク リー ン に 表示 され た ら 、 そ の 敵 は 確認 まさ れ マ ッ プ 上 に も 表示 され 
る よう に な り ま す 。 余裕 が あれ ば 、 攻 撃 し て くる 敵 の 種類 を 確認 する こと も で きま す 。 
ほとん どの 敵 は 対空 機銃 や 携帯 式 の ミサ イル (SA-7, SA-7B, SA—14) を 備え て 
いま す が 、 最 も 危険 な 敵 は 強力 な 対空 能力 を 持つ 、 対 空砲 、 自 走 対 空砲 、 自 走 SAM 
で す 。 


USING A JAMMER (妨害 装置 を 使用 する ) : 警告 ラン プ が 点 燈 し た 場合 、 標 準 
的 な 対応 と し て 妨害 装置 の 使用 が あり ます 。 ミ サイ ル の 種類 に 応じ て 、 赤 外線 また は 
レー ダー 妨害 装置 の スイ ッ チ を 押し ます 。 和 警告 ラン プ 脇 の 小さ い 緑 の ラン プ が 
て いる と き は 、 妨 害 装置 が 作動 中 で ある こと を 示し て いま す 。 警告 ラン プ が 消え れ ば 
妨害 は 成功 し た こと に な り ま す 。 こ の 時 進路 を 変更 する よう に 心がけ て くだ さい 。 妨 
害 を 受け た ミサ イル は 、 妨 害 前 の 進路 を その まま 進む こと が 多い の で 、 進 路 を 変え な 
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いと ミサ イル が 命中 する 危険 が ある か ら で す 。 





敵 を 破壊 する か 、 敵 か ら 離 脱 す る まで 妨害 装置 を 作動 させ 続け ます 。 敵 が 多数 いる 
場合 は 両方 の 妨害 装置 を 作動 きせ 、 ジ グ ザ グ に 飛行 し て ミサ イル や 対空 砲 を か わし ま 
す 。 


USING A DECOY (デコ イ を 使用 する ) : 妨害 装置 を 作動 さき せ て も 警告 ラン プ が 
消え ない 場 合 は 、 デ コイ を 使用 し ます 。 チ ャ フ か フレ アー の 投下 ボタ ン を 押し て 、 デ 
コイ を 投下 し ます 。CRT 下 の デ コイ の シン ボル が 点灯 し て いる あい だ は 、 デ コイ が 
ミサ イル や レー ダー を 提 乱 し て いま す 

デコ イ は 、1 つの ユニ ッ ト に 3 発 の カー トリ ッ ヂ が 装 協 され て お り 、1 回 に 1 ユニ ッ 
ト づ つ 投 下さ れ ま す 。 コ ッ ク ビ ピット の コン トロ ー ル パネ ル で は ユニ ッ ト の 数 量 が 、 ス 
ト ア ー・ デ ィ ス プレ イ で は カー トリ ッ ヂ の 数 量 が 表示 され ます 。 


EVASIVE FLYING (回 避 飛 行 ) : 妨害 装置 や デコ イ を 使わ ず に 対空 砲火 を 避け る 
急降下 し な が ら 、 ミ サイ ル か ら 遠 ざか る か 並 進 運 動 に な る まで 旋回 する こと 
こ 移 動 し 、 敵 か ら 遠 ざか る と 、 敵 は し ば し ば こち ら の 次 を 見 失い ます 。 光 
を 合わ る も の (ほとん どの 対空 砲 と いく つか の SAM) は 妨害 装置 や デコ 
受け な い の で 、 こ の よう な 攻撃 に 対し て は 回 避 飛 行 を 行う し か あり ませ ん 。 
も う 一 つの 回 避 飛 行 の テク ニッ ク は 、 低 空 飛 行 に 移行 し た 時 点 で 速度 を 落と すこ と で 
す 。 低 空 を 低速 で 飛行 し て いる へ リコ プター を 遠方 か ら 発見 する こと は 非常 に 難し い 
か ら で す 。 ヘ へ リコ プター な ら ば 、 敵 の 背後 に 「 忍 び 寄 る 」 こ と も 可能 で す 。 
回 避 飛 行 を 行う こと は は 妨害 装置 や デコ イ =o と より も 優れ て いま す 。 こ 
れ は 現在 の 位置 や 存在 を 知ら れ な いで 済む か ら 


DAMAGE (ダメ ー ジ ) : 対空 砲火 に 対し て 迅速 な 反応 を 怠る と 、 砲 弾 や ミサ イル 
が 命中 し ます 。 こ の と き コ ッ ク ビ ピッ ト の 緑 が 一 皮 光 っ て 、 爆 発 が 起 こっ て いる こと に 
気付 きま す 。 訓練 で は これ だ け で す が 、 実際 の 戦闘 で は この 爆発 に よっ て ダメ ー ジ を 
受け る こと に な り ま す 。 コ ッ ク ピ ッ ト 上 部 に 並ん で いる シス テム ・ ダ メー ジ ・ ラ イト 

































































が 緑 以 外 の 色 に 点灯 し て いる 場合 、 そ の ライ ト の 示す 箇所 が 動作 不良 か 破壊 され た 状 
態 に あり ます 。 被 害 の 状況 に よっ て は 、 基 地 に 戻っ て 修理 する 必要 が ある 場合 も あり 
ます 。 


受け た ダメ ー ジ が 大 きす ぎる と 、 最 悪 の 場合 エン ジン 停止 に 陥る こと が あり ます 。 
この 状態 に お ける 生存 の 可能 性 は 、「 オ ー ト ロー テー ショ ン 」 で 着地 で きる か 合 か に 
か か っ て いま す (オー トロ ー テ ーション の 詳細 に つい て は 「 航 空力 学 」 の 項 を 読ん で 
くだ さい )。 受け る 打撃 の 数 は 、 そ の と き の 状 況 や 敵 の 武器 に よっ て 異な り ま す が 、 
3 一 4 の 命中 弾 に よっ て ほぼ 確実 に 撃墜 され ます 。 


USING TADS (目標 認識 照準 シス テム ) : 地図 で 飛行 経路 上 に ある 標的 の 集団 を 
探し 、 そ の 方 角 に 飛行 し ます 。 標 的 に 近づい た ら 、 プ ル ア ッ プ し て ホバリング に うつ 
り ま す 。 こ こ で [rotate right/ 右 旋回 ] と [rotate left/ 左 旋回 ] を 押し て 旋回 し ます 。 
十字 線 を 標的 に 近づけ る と 、CRT ディ スプ レイ 上 部 に [TARGET] と 表示 され ます 。 





注 : コ ッ ク ピ ッ ト の 表示 は 、 使 用 する コン ピュ ー タ の 機種 に よっ て 異な る 場合 が あり ます 。 














ここ で 発射 ボタ ン を 押す と 、 標 的 を 囲む な TADS の 照準 ボッ クス が 表示 され 、 ズ ー ム 
カメ ラ が 捉え た 標的 の 映像 を CRT 上 に 表示 し ます 。 左 上 に 標的 まで の 距離 が 、 キ ロ 
メー トル 単位 で 示さ れ ま す (距離 表示 が 「0.8」 な ら ば 、 標 的 は 0.8 キ ロメ ー ト ル 、 つ 
まり 800 メ ー ト ル 先 に あり ます )。 


[next TADS target/ 他 標的 捕捉 ] を 押す と 、TADS は 次 の 標的 を 捕捉 し ます 。 十 
字 線 の 付近 に 別 の 標的 が な い 場合 は 、、TADS は 移動 し ませ ん 。TADS を 標的 に ロッ 
ク し た 後 、 庄 右 に 旋回 する と 、TADS が 標的 を 追跡 し て いる の が わか り ま す 。 コ ッ 
クビ ピッ ト の 端 に ボッ クス が 移動 し た ら 、 適宜 [View Right] か [View Left] を 押し て 、 
左右 の 視界 を 表示 し ます 。 こ こ で TADS が まだ 標的 を 追跡 し て いる の を 確認 し ます 。 
標的 が 視野 の 外 に 出 た ら 、TADS が これ を 見 失っ た こと を 意味 し 、TADS は 自動 的 
に ロッ ク を 解除 し ます 。 十字 線 付 近 に TADS を 新た に ロッ ク で きる 別 の 標的 が 現 わ 
れ な い 限 り 、CRT は 再び 地図 の 表示 に 切り 替わり ます 。 
コッ ク ピ ッ ト の 視界 右 視 う 





























前 方 の 視界 

















左 視界 

TADS は 視界 の 中 に ある 目標 の み ロ ッ ク す る こと が で きま す 。 低 空 で は (100 フ ィ ー 
ト 以下 ) 遠方 の 視界 が 悪化 し 、 標 的 は 近 距 離 (数 百 メ ー ト ル の 距離 ) に お いて 出現 し 
ます 。 高 度 が 上 が る ほど 、 遠 方 の 視界 が よく な り 、TADS を 遠く に ある 標的 に ロッ 
ク す る こと が で きま す 。 も ちろ ん 、 高 度 が 上 が れ ば 、 敵 に 発見 され る 確率 は 高く な り 
ます 。 こ の こと か ら 、 通 常 パ イロ ッ ト は 低空 を 飛行 し 、 し ば し ば 敵 を 発見 する た め に 
ポッ プ ・ ア ッ プ (急激 に 高度 を 上 げ る ) と いう 方 法 を と り ま す 。 丘 の 後ろ の か ら ポ ボッ プ ・ 
アッ プ す る の が 最も 好ま れ て いま す 。 

30 ミ リ ・ チ ェ ー ン ガン と 2.75 イ ンチ FFAR ロケ ッ ト は 、 距 離 や 機軸 と の 角度 に よっ 
て 命中 精度 が 変化 し ます 。TADS ボッ クス は 、 こ れ ら の 武器 が 選択 きれ て いる 場合 、 
命中 精度 に よっ て (命中 精度 が 低い ) か ら (命中 精度 が 高い ) まで 色 が 変化 し ます 。 
サイ ド ワ イ ン ダー や ヘル ファ イア が 選択 され て いる と 、 常 時 、 白 で 表示 きれ ます 。 


RADIO MESSAGES & MAP VIEWS DURING BATTLE (戦闘 中 の 無線 メッ セー 
ジ と 地図 の 表示 ) :CRT の ター ゲッ ト ・ モ ー ド が 、 地 図 や 無線 メッ セー ジ の 確認 の 
じゃ ま に な る 場合 に は 、[Change CRT] を 押し て 、TADS を 解除 し ます 。 こ れ で 
CRT が 次 の モー ド を 表示 し ます (詳細 は 「 飛 行 制御 」 を 参照 し て くだ さい )。 


注 : コ ッ ク ピ ッ ト の 表示 は 使用 する コン ピュ ー タ の 機種 に よっ て 異な る 場合 が あり ます 。 














FIRING WEAPONS (発射 ) : 発射 の 前 に 、 ま ず 武 器 を 選択 する 必要 が あり ます 。 
適当 な [Select Weapon] (武器 選択 ) キー を 押す と 、CRT の 下 の 武 器 ラ イト が 点 夫 し 、 
武器 の 残 量 が 数 字 で 表示 きれ ます 。 チ ェ ー ン ガン は バー スト (連射 : 1 バー スト で 20 
発 ) の 単位 で 示さ きれ ま す 。 武器 を 選択 すれ ば 、TADS 目標 に ロッ ク し て 、 発 射 ボタ 
ン を 押す だ け で 発射 で きま す 。 


30 ミ リ チ ェ ー ン ガン は 、TADS が 捉え た 標的 に 自動 的 に 照 進 を 合わ せま す (AH 
ー64A は 機関 砲 の 照 準 を 合わ せる 弾道 コン ピュ ー タ を 搭載 し て いま す )。 し か し 、 敵 
を 真正 面 で 捉え る ほど 、 正 確 に 撃つ こと が で きま す 。TADS ボッ ク ス は 命中 精度 が 
向上 する ご と に 、 よ り 白 に 近い 、 明 る い 色 に な り ま す 。 機関 砲 の 最大 射程 距離 は 1.5 
キロ メー トル で す が 、 有 効 射程 距離 は 前 方 で 約 0.7 キ ロメ ー ト ル 、 左 右 に 「 偏 向 射 英 」 
を する と き は 0.4 キ ロメ ー ト ル で す 。 


AGM—114A ヘル ファ イア 対戦 車 ミサ イル は 、TADS の 提 え た 標的 に 、 レ ー ザ ー 
に よっ て 誘導 され ます 。TADS を 標的 に ロッ ク し て いる 間 は 、 ヘ ルフ ァ イ ア は その 
標的 に 向かっ て 飛行 を 続け ます 。 ヘ ルフ ァ イ ア に は 最小 射程 距離 が あり 、 そ の 距離 は 
2 、3 百 メー トル で す 。 こ れ は ミサ イル が TADS の レー ザー 照射 に ロッ ク す る まで 、 
多少 時 間 が か か る か ら で す 。 へ ヘル ファイア の 最大 射程 距離 は 6 キロ メー トル で す 。 射 
程 範囲 内 な ら ば 、 ヘ へ ヘル ファイ ア の 命中 精度 は 距離 の 影響 を 受け ませ ん 。 


2.75 イ ンチ FFAR ロケ ッ ト は 全く 誘導 され ませ ん 。TADS ボッ クス の 中 央 が 、 
十字 線 の 中 央 と 重なる よう に 操縦 し 、 発 射 し ます 。 発 射 後 は 、 十 字 線 の 中 心 が あ っ た 
場所 に 向かっ て ロケ ッ ト は 飛び ます 。 標 的 を 十 と を 重ね 続け る 必要 は あり ませ ん 。 
FFAR ロケ ッ ト の 最大 射程 距離 は 1.8 キ ロメ ー ト ル で す が 、 距 離 が 短い 方 が より 正確 
に 命中 きせ る こと が で きま す 。 チ ェ ー ン ガン と 同様 、TADS ボッ クス の 輝度 が 命中 
精度 に と も な っ て 変化 し ます 。 

AIM 一 9L サ イド ワイ ンダ ー は 「fire and forget」 (発射 後 の 誘導 が 不要 な ) タイ 
プ の 空 対空 誘導 ミサ イル で す 。TADS を 飛行 し て いる 攻撃 目標 に ロッ ク し 、 敵 を ほ 
ほぼ 正面 に 提 え (ボッ クス を 十字 線 に 近づけ る ) 発射 し ます 。 BHR. TADS を 別 
の 標的 に ロッ ク す る こと も 、 人 逃げ る こと も 可能 で す 。 敵 機 が 妨 『 や デコ イ を 装備 
し て いる 場合 は 、 ミ サイ ル が 外れ る こと が あり ます 。L 型 の 最大 射程 距離 は 18 キ ロメ ー 
トル で す 。 へ リコ プター に 対す る 有効 射程 距離 と 最大 射程 距離 は 一 致し ます 。 


WEAPON RESTRICTIONS (武器 の 制限 ) : 各々 の 武器 に は 破壊 で きる 目標 と そ 
う で な いも の が あり ます 。 チ ェ ー ン ガン は バン カー 以外 の 標的 に 対し て 有効 で す 。 
AGM 一 114A ヘル ファ イア は 、 装 甲 厚 の ある 標的 (車両 、 バ ンカ ー 等 ) に 有効 で す 。 
2.75 イ ンチ FFAR ロケ ッ ト は 、 装 甲 厚 の な い 標 的 (歩兵 、 対 空砲 、 地 上 設備 ) に 有 
効 で す 。AIM 一 9 し サイ ド ワ イ ン ダー は 飛行 中 の 標的 に 対し て の み 使 用 可能 で す 。 


RECOIL (反動 ) : 機関 破 や ミサ イル を 発射 する と 、 反 動 で ビッ チア ッ プ する 傾向 
が あり ます 。 射撃 後に サイ クリ ッ ク を 調節 し て 、 姿 勢 を 制御 し て くだ さい 。 


































HITTING THE OBJECTIVE (目標 の 攻撃 ) : や が て 攻撃 目標 に 到達 し ます 。 
TADS を 指令 部 、 ヘ リコ プター 基地 、 補 給 処 の 地上 施設 に ロッ ク し 、30 ミ リ 機 関 交 











OO I 





を 選択 し ます 。 実際 の 戦闘 で は 、 目 標 に 直進 し て 最大 有効 射程 距離 の 0.7 キ ロメ ー ト 
ル あ た り で すぐ さま 発砲 を 開始 し た いと ころ で す が 、 こ れ は 訓練 な の で 、 ま ず 30 フ ィ ー 
ト の 高度 で 目標 上 を 通過 し て 、 標 的 の 外観 を 確認 し まし ょ う 。 通 過 し た ら 、 あ る 程度 





直進 し た 後に 180 度 旋回 し 、 再 び TADS を ロッ ク し て 機関 砲 を 発射 し な が ら 2 回 目 の 
通過 を 行ない ます 。 操縦 技術 を 試し て みた けれ ば 、 機 関 砲 を 使わ ず に 、1.5 キ ロメ ー 
トル の 距離 で ロケ ッ ト 攻 撃 を 行っ て みて くだ さい 。 技術 が 向上 する まで に 、 多 く の ロ 
ケッ ト 弾 を 消費 する こと で し ょ う 。 


RETURNING TO BASE (基地 へ の 帰還 ) : 目標 を 破壊 し た ら 、 セ クタ ー マ ッ プ を 
表示 し て INS を 基地 に 設定 し 、INS の 指示 に 従い 基地 へ 帰還 し ます 。 着 陸 し て エン 
ジン を 停止 する と 、 再 度 攻撃 の た め ・ 補給 す る か 、 訓 練 を 終了 する か を 選べ ま 
す 。 訓練 が 成功 に 終わ る と 、 国 家 防 f 陣 章 を 授与 され る 可能 性 が あり ます 。 


























任務 結果 の 確認 と 以下 に 続く オプ ショ ン 


ENDING A MISSION (任務 終了 ) : 墜落 する か 、 着 陸 後 エン ジン を 停止 し 、 回 転 
要 が 停止 する と 任務 が 一 時 停止 し 、 その 時 の 状況 が 表示 され ます 。 葉 落し た 場合 、 も 

し あな た の 階級 が 軍曹 か 准尉 で あれ ば 、 同 じ 訓 練 に 再度 挑戦 する こと が で きま す 。 
「Continue/ 続 ける 」 を 選択 する か 、 ま た は あな た の 階級 が 少尉 以上 で あれ ば 、 通 党 
の 処理 が 続き ます 。 

次 に 、 機 体 を 点検 する か 、 そ の まま 飛行 を 続行 する か 、( 友 軍 基 地 に 着陸 し た 場合 は 
燃料 ・ 武 器 の 補給 や 機体 の 修理 を する か 、 ま た は 機体 か ら 離 れる (任務 を 終了 する ) 
か を 選択 し ます 。 機 体 の 修理 を 選択 する と 、 そ の 間 に 敵 は あな た が 攻撃 を 行っ た 地域 
に 部 隊 を 新た に 送り 込み ます 。 状 況 、 ダ メー ジ の 程度 に よっ て は オプ ショ ン の 一 部 が 
選択 で き な いり 場合 あり ます 。 

任務 終了 後 、 任 務 結果 が 確認 され 表示 され ます 。 こ の と き 任 務 の 送 行 結果 に よっ て 
は 階級 の 昇進 や 勲章 を 授与 きれ る 可能 性 も あり ます 。 命令 を 無視 し た り 、 与 えら れ た 
任務 を 果たせ な か っ た 場合 は 、 し ば らく の 間 昇 進 か ら 遠 ざか る こと に な り ま す 。 

最後 に 、 現 在 の 階級 、 勲 章 の 数 、 上 位 2 つ の ハイ スコ ア が 表示 され ます 。 こ の ハイ 
スコ ア は 、 こ の 状態 で の み 削 除 が 可能 で す 。 


REPLAY OPTIONS (次 の 任務 の 選択 ) : 再び 任務 に つく 場合 、 同 じ 部 隊 で 同じ ス 
タイ ル の 任務 を 選択 する こと も 、 違 う 部 隊 や スタ イル を 選択 する こと も 、 さ ら に 違う 
パイ ロッ ト を 選択 する こと も で きま す 。 パ イロ ッ ト の デー タ は 消去 する まで 記録 され 
て いま す 。 


ENDING THE SIMULATION (終了 ) : 次 の 任務 を 選択 する 画面 が 表示 され て い 
る 場合 、 デ ィ ス ク を 抜き 電源 を 切っ て ゲー ム を 終了 する こと が で きま す 。 


























任務 の 成功 


THE MISSION (任務 ) : 友軍 基地 以外 の 場所 で へ ヘリコプター を 降り る と 、 敵 の 捕 
虜 に な る 場合 が あり ます 。 そ の 可能 性 は へ ヘリコプター を 離れ た 位置 が 敵 の 勢力 範囲 に 
深く 侵入 し て いる ほど 増加 し ます 。 

第 一 目標 を 破壊 する こと が 、 あ な た に 果たさ れ た 最大 の 義務 で す 。 さ きら に 第 二 目 標 
を も 破壊 すれ ば 、 あ な た の 昇進 に と っ て プラ ス で ある こと は 確か し ょ う 。 戦 況 に よっ 











て は 、 司 令 官 は 第 二 攻撃 目標 を 第 一 攻撃 目標 へ と 変え 0 る こと が あり ます 。 ま た 、 ほ と 
ん どの 任務 で は 、 多 数 の 目標 が 広範 囲 に わた っ て 存在 し て お り 、 そ の 遂行 を 困難 な も 
の に し て いま す 。 

任務 終了 時 に 、 第 一 、 第 二 攻 撃 目 標 の いずれ も 破壊 し て いな か っ た 場合 に は 、 そ の 
他 の 標的 を いく ら 破 壊し て いて も 、 評 価 の 対象 に は な り ま せん 。 し か し 、 任 務 を 果 た 
し た 上 で その 他 の 標的 を 破壊 する こと は 、 勲 章 の 受賞 や 昇進 の 速度 を 高め る 事 に つ な 
が り ま す 。 司令 官 は あな た の 任務 遂行 能力 を 時 間 の 経過 に よっ て 計り ます 。 任務 遂行 
に 20 分 以上 費やす と 、 減 点 の 対象 に な り ま す 。 基地 に 帰投 し た と き に 、 第 一 、 第 二 攻 
撃 目標 の いずれ も 破壊 し て いた 場合 に は 、 自 動 的 に 任務 は 終了 と な り 、 攻 撃 は 継続 で 
きま せん 。 


ee 与え られ た 任務 を 遂行 する と 、 そ の 結果 は 記録 され 、 その 結果 に よっ 

て 昇進 が 決ま り ま す 。 戦 場 で の 昇進 に は 時 間 が か か り ま す 。 任務 終了 後 、 必 ず 昇 進 で 
きる と は 限り ませ ん 。 

プレ イヤ ー の 階級 は 、 実 際 の ヘリ コ プ タ ー・ パ イロ ッ ト が 訓練 を 始め る 階級 と 同じ 
CHOMP OMEN ET. 任務 (通常 は 訓練 任務 ) を 完了 する と 、 准 尉 (WO 1 ) 
に 昇進 し ます 。 そ の 後 、 順 調 に 昇進 を 続け れ ば 、 少 尉 、 中 尉 、 大 尉 、 少 佐 、 中 佐 
大 佐 と 階級 が 上 が り ま す 。 に は これ 以上 の 階級 も 米 陸軍 に は 存在 し ます が 、 戦闘 
に よる 殊勲 で 昇進 で きる 最高 の 階級 は 大 佐 で す 。 

懲戒 を 受け る た びに 、 そ の 回 数 が 記録 され 、 昇 進 の 速度 を 遅く し ます 。 任務 拒否 や 
命令 無視 な どの 行為 は 、 懲戒 の 対象 と な り ま す 。 逆 に 、 受賞 は 昇進 を 早め ます 。 


DECORATION (勲章 ) : ある 任務 に お いて 克 か し い 戦果 を 上 げた 場合 、 そ の 任務 
ORRERS PELE SRABTAL ARS CHL TREE TENET. MER 
ま の 積み 重ね で は な く 、 単 一 の 任務 遂行 の 結果 に 対し て 与え られ ます 。 
記録 は 、 勲 章 の 受賞 に 関係 し ませ ん (これ は 実際 の 米 軍 の シス テム と 全 

























階級 と 過去 
く 同 じ で す )。 
動 章 に は ROLLA BORAT) 陸軍 コメ ン デ ーション 勲章 、 プ ロン ズ ス ター 
シル バー スタ ー、 ト 軍 で 最高 の 栄誉 ) が あり ます 。 
英雄 的 な 行為 だ {し た 場合 や 、 戦場 に お いて 負傷 し た 場合 
も 勲章 や 徹 章 陳 章 は 伝統 的 に 訓練 を 成功 の 






















する こと が あり ます 。 











うち に 収め た 場合 に 贈ら れ ま す 。 パ ー プ ル ハ ー ト は 戦闘 で 負傷 し た 兵士 に 贈ら れ ま す 。 
従軍 微 章 は 、 あ る 戦役 で 、 い くつ か の の 任務 を 遂行 し た 場合 に 授与 され ます 。 従軍 徴 
意 受 賞 後 、 さ きら に 任務 の 成功 が 重なる と 、 空 軍 動 章 が 贈ら ちら れ ま す 。 














パー ト 上 上 
アパ ッ チ ・ パ イロ ッ ト 用 マニ ュ ア ル 





航空 力学 と AH 一 64/ 





へ リコ プター の 航空 力学 
ここ で 行なう 航 関す る 説明 は 、 必 ず し も ゃ 厳密 に な され て いる わけ で は あり 
ませ ん 。 こ こ で の 説明 で は 、 ヘ リコ プ タ ー の 飛行 に お ける 複雑 な 物理 的 現象 を 簡単 に 
理解 する 事 を 目的 に し て 解説 し まし た 。 さ ら に 詳 し い 解 説 が 必要 な 場合 に は 、 専 門番 
を 参照 し た り し て くだ さい 。 






LIFT (揚力 ) : へ リコ プター は な ぜ 空 を 飛ぶ か ? それ は 、 へ リコ プター の 回 転 現 
(rotor/ ロ ー タ ー) の それ ぞ れ の 羽根 (blade/ プ レー ド ) が 、 空 気 中 を 通過 する 時 に 
揚力 (上 向き に も の を 持ち 上 げ る 力 ) を 発生 する よう に 設計 され て いる 翼 (airfoil/ 
エア ー フ ォ イ ル ) で あり 、 へ リコ プ ター で は それ ら を 強制 的 に 連続 回 転 き せる こと に 
よっ て 揚力 を 発生 きせ て いる の で す 。 

次 に 、 揚力 の 発生 に つい て 説明 し まし ょ う 。 翼 が 空気 中 を 通過 する と 、 空 気 は 現 の 
緑 で 上 面 と 下面 に 分 けら れ 、 翼 の 表面 に そっ て 流れ 、 後 緑 で 再び 一 緒 に な り ま す 。 
RAS El] & DH SD FAKE (angle of attack/ 迎 え 角 ) を も っ て 空気 の 流れ に あたる 
、 空 気 が 通 過す る 経路 は 現 の 上 面 の 方 が 若干 長く な り ま す 。 こ れ に よっ て 、 了 國 の 上 
面 の 流れ は 、 下 面 の 流れ より も 速く な り ま す 。 こ こ で 、 ベ ル ヌ ー イ の 定理 (気体 の 流 
れ の 速度 が 増加 する と 圧力 が 減少 する ) を 当て は め る と 、 環 の 上 面 の 圧力 は 下面 の 圧 
カカ よ り 低 く な り 、 圧 力 の 差 が 生じ ます 。 こ の 圧力 の 差 が 選 を 持ち 上 げ る 力 、 揚力 と な 
る わけ で す 。 
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環 に 発生 する 揚力 の 大 きき は 、 迎 え 角 に よっ て 変化 し ます 。 迎 え 角 が 大 きく な る は 
ど 揚 力 は 大 きく な り 、 同 時 に 抗力 ( 環 に 対す る 空気 の 抵抗 力 ) も 大 きく な り ま す 。 へ 


リコ プター で は 、 コ レク ティ プ ブ ・ コ ント ロー ル で 回 転 翼 羽 根 の 迎え 角 を 変化 きせ る こ 
と で 、 揚 力 を 調整 し て いま す 。 コ レク ティ ブ を 増加 する と 、 羽 根 の ビッ チ (迎え 角 ) 
が 大 きく な り 、 軟 の 発生 する 揚力 が 増加 し ます 。 こ の と き 回 転 翼 の 抗力 も 増加 す 
る の で 、 回 転 数 を 維 る 為 に 回 転 腹 に か か る トル ク (回 転 きせ る 力 ) も 自動 的 に 増 
加 す る よう に な っ て いま す 。 

迎え 角 が 大 きく な る ほど 揚力 が 大 きく な る と 述べ まし た が 、 あ る 角度 を 越え る と 急 
に 揚力 は 失わ れ ま す 。 こ れ は 、 迎 え 角 が 大 きく な りす ぎる と 、 現 の 上 面 に 沿っ て 流れ 
て いた 空気 が "は が れ " を お こし 、 下 上面 に 渦 が 発生 し 、 こ の 渦 に よる 乱 流 が 急激 に 
現 上 面 の 抗力 と 圧力 を 増大 きせ る か ら で す 。 現に お こる この よう な 現象 を 、" 失 加 
(stall)” と 言い ます 。 ガ ンシップ に は 、 回 転 静 の 失速 を 防ぐ 為 に ビッ チ を 自動 的 に 制 
限 する 装置 が あり ます 。 

回 転 翼 の 発生 する 揚力 は 、 迎 え 角 の 増加 だ け で な く 、 機 体 が 前 進 す る こと に よっ て 
ーー 
EO wi KLE © 率 が 増大 する か ら で す 。 こ の 増加 分 の 揚力 を "前 進 揚 ガ 
(translation lift)” と 呼ん で いま す 。 AH 一 64A で は 、 武 器 装 備 翼 が 若干 揚力 を 発 
る の を 加え 、 こ の 揚力 の 増加 が 30 一 90 ノ ッ ト の 速度 で 顕著 に な り ま す 
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HOVERING (ホバリング ) | | 1 の 
QO 
1 ay 


へ リコ プター が 地面 か ら わ ず か な 高度 で ホバリング また は 極 低速 飛行 を 行っ て いる 
場合 、” 地面 効果 " と 呼ば れる 現象 に よっ て 揚力 の 増加 を 得る こと が で きま す 。 こ こ 
で は 、 こ の 現象 に 関す る 説明 は し ませ ん 。 AH 一 64A は 地上 12 フ ィ ー ト の 高度 ( 約 3 メー 
トル ) で 最大 の 効果 を 得 ら れ ま す 。 し か し 、 機 体 の 前 進 速度 が 増す と 、 こ の 効果 を 得 
る こと が で き な く な り ま す 。 


CONTROLLING FLIGHT (操縦 ) : ヘリ コ プ タ ー が ホバリング し て いる と き は 、 
揚力 は 垂直 上 向き に 働い て お り 、 重 力 と 釣り あっ て いま す 。 前 進 する に は 、 前 方 に 回 
転 愉 を 傾け ます 。 こ れ に よっ て 、 場 力 は 斜め 前 方 に 働き 、、 こ の 力 の 水平 成分 が 前 進 す 
BH, 垂直 成分 が 機体 を 支え る 力 と な り ます 。 こ の と き 、 機 体 を 支 た て いる 力 は ホ バ 
リン グ 時 より も 小さ い の で 、 ホ バリ ング か ら 前 進 飛行 に 移る と 、 機 体 は 前 進 揚力 を 得 
る 速度 に 達する まで 、 沈 下 を 続け ます 。 
人 

前 進 飛 行 重力 に 対し て 機体 を 支え る 7 

前 進 飛行 ee ae { すし て 機体 を 支え る カ 














同様 に 、 DWH Me AEG IC ABUT SC ENS Lo CHUMERAT LED. EA ICIBIT-C HET 
行 する こと が で きま す 。 前 進 速 度 が 大 き な 場 合 は 、 HAMM ESL, Het 
飛行 機 の よう に 旋回 を し ます 。 こ れ は 、 機 体 を 横 に 引っ 張る 力 と 遠心 力 が つり 合う か 
ら で す 。 ヘ へ リコ プター が 速度 を 上 げ る と 、 翼 回 転 面 を 通過 する 空気 の 流れ は 、 揚 力 に 
影響 を 及ぼ し ます 。 前 方 か ら 後方 に 向け て 回 し て いる 羽根 は 、 空 気 の 流れ と 同じ 方 
向 に 動い て いる こと に な り 、 押 に あたる 空気 の 速度 は 小さ く な り ま す 。 逆 に 、 後 方 か 
ら 前 方 に 回 転 し て いる 羽根 に 当たる 空気 の 速度 は 大 き く な り 、 左右 で 発生 する 揚力 の 
大 き さ に 差 が で きる こと に な り ま す 。 こ の 影響 を 補正 する た め に 、 回 転 己 は 左右 の ピッ 
チ を 自動 的 に 調整 する みよ うに な っ て いま す 。 


VDL (Velocity Design Limit : 設計 速度 限界 ) : へ リコ プター の 前 進 速度 が 上 が る 
に つれ 、 後 退 す る 羽根 は 、 前 進 す る 羽根 と 同じ 大 き さ の 揚力 を 発生 きせ な けれ ば な ら 
な い の で 、 よ り 大 き な ビ ピッ チ が 必要 に な り ま す 。 こ の まま ビ ピッチ を 増加 し 続け る と 、 
ee ee on a icp し ます 。 飛行 機 の 低速 性 能 が 失速 に よっ て 決 
速 性 衣 E ま によって 決定 され る わけ で す 。 
E 度 は 、 通 常 、 緩 降下 を 行っ て いる 場合 に 達成 され ます 。 
生生 う 場 合 は 、VDL の 75 一 80% の 速度 で 頭打ち と な : 
ます 。 AH 一 64A の 最 EA REE) ッ ト で す 。 公 表 き され て いる 最大 限界 速度 ( 
/NE(never exceed)) は 197 ノ ッ ト で 


ANTI 一 TORQUE CONTROL (尾部 回 転 要 に よる 操縦 ) : ニ ュー トン の 運動 の 第 
三 法則 は 、「 全 て の 作用 に は 、 大 き さ が 等 し く 向 き が 逆 の 反作用 が ある 」 と 述べ て い 
ます 。 ヘ リコ プター で は 、 回 転 翼 を 回 転 き せる と 、 胴 体 を 導 向 き に 回 転 きせ る 反作用 
が 働き ます 。 忌部 回 転 環 は この 反作用 と 同じ 大 き さ の 推力 を 発生 し て 、 胴 体 の 回 転 を 
防い で いま す 。 

AH 一 64A で は 、 回 転 環 は 反 時 計 方 向 に 回 転 し ます か ら 、 慣 部 回 転 胃 で 胴体 が 時 計 
方 向 に 回 転 す る の を 中 和 す る トル ク を 発生 し ます 。 ホ バリ ング 、 あ る い は 極 低速 で 飛 
行 し て いる 場合 、 尾 部 回 転 殊 の ピッ チ を 変更 する こと に よっ て その 推力 を 調整 し 、 左 
右 に 旋回 する こと が で きま す 。 実際 に は この 操作 は フッ トペ ダル を 踏む こと に よっ て 
行い ます が 、 ガ ンシップ で は [ROTATE RIGHT/ 石 回 転 ] と [ROTATE LEFT/ 左 
回 転 ] の ボタ ン を 押す こと で 、 こ の 操作 を 行い ます 。 

































































































































飛行 技術 と 高度 な 操縦 
FANCY TURNS ( 急 旋回 ) : 高速 旋回 を 行う こと は 簡単 で す が 、 旋 回 中 に は 揚力 
が 減少 し 、 高 度 が 下がり ます 。 高 度 を 落と きず に 旋回 する た め に は 、 旋 回 中 に 機 首 を 
わずか に 上 げ 、 旋 回 終了 時 に 再び 機 弟 を 下げ て を 維持 し ます 。 練 習 を 重ね る こと 
で 、 高 度 の 変化 や 、 コ レク ティ ブ の 変更 な し に 高速 旋回 を する こと が で きる よう に な 
Ue ae be 


タイ ト ・ タ ー ン ( 急 旋回 ) は 、 空 中 で 停止 し 、 放 回 し 、 新 し い 方 向 に 向かっ て 加速 す 
る と いう 一 連 の 動作 に よっ て 行い ます 。 ま ず 、 停 止 す る まで に 上 昇 し な いた め に 、 コ 



























































レク ティ ブ を 下げ ます 。 次 に 、 サ イク リッ ク を 一 杯 に 引い て 減速 し ます 。 速 度 が ほ と 
ん ど 無 く な っ た と き に 機体 を 水平 に 戻し ます 。 こ こま で の 操作 は 機体 の 急 停止 で 、 他 
の 運動 に も 応用 が 効き ます 。 こ こ で 、[ 右 回 転 ] か [ 左 回 転 ] を 数 回 押し て 急 旋回 し 、 
旋回 が 終わ っ た ら 、 機 音 を 下げ て 前 進 飛 行 に 移り 、 コ レク ティ ブ を 元 に 戻し ます 。 

練習 を 繰り 返す こと に よっ て 、 側 進 飛行 し な が ら 旋 回 する こと も で きる よう に な る 
で し ょ う ( 敵 の へ ヘリコプター や ミサ イル の 攻撃 を か わす と き に 役立ち ます )。 


























AUTOROTATION (オー トロ ー テ ーション ) : へ リコ プター の 乗員 は パラ シュ ー 
ト を 持っ て いな い の で 、 緊急 時 に 機 外 に 脱出 する こと は 不可 能 で す 。 この よう な 場合 、 
AH 一 64A は 機体 の 耐 衝撃 性 を 重視 し て 設計 し て ある の で 乗員 の 生存 の 可能 性 は 非常 
に 高い の で す が 、 そ れ に 加え て 、 ヘ へ リコ プター に は エン ジン が 停止 し て も 、 航 空 
無 動力 緊急 着陸 と 同じ ょ うに 安全 に 着陸 する 機能 が ある の で 、 パ パラシュート は 不要 な 
の で す ( そ れ に 、 ヘ リコ プター が 通常 運用 きれ る 高度 で は パラ シュ ー ト は 使え ませ ん )。 
この 無 動力 で 行なう 降下 を 「 オ ー ト ロー テー ショ ン 」 と 呼ん で いま す 。 















AUTOROTATION 





エン ジン 停止 : 
回 転 課 を た だ ち に 動力 系 統 か ら 切 り 離 す 
オー トロ ー テ ーション 降下 : 

前 進 速度 を 75 一 90 ノ ッ ト に 保ち 、 

回 転 環 の 回 転 を 維持 する 


コレ クティ ブ を 増し 、 
降下 速度 を 下げ て 着地 する 

















オー トロ ー テ ーション を 始め る に は 、 ま ず 回 転 現 を 動力 系 統 か ら 切 り 離 し ます 。 こ 
の 操作 は [ロー ター 接合 / ロ ー タ ー 分 離 ] の ボタ ン を 押す こと で 行わ れ ま す 。 実際 の 
へ ヘリコプター で は 、 パ イロ ッ ト が 自分 で コレ クティ プ ブ を 一 杯 に 下げ ます が 、 が ガン シッ 
TCS Y MELE MMI AF 4 THAME OES, SYP A RT 
る と いう 緊急 事態 で は 、 こ の 操作 を た だ ち に 行わ な けれ ば な り ま せん 。 さ も な いと 回 
転 環 は 停止 し 、 失 速 し 墜落 し て し まう か ら で す 。 

切り 離し 後 、 機 体 が 降下 する に し た が っ て 回 転 章 の 回 転 数 が 増加 し 、 回 転 四 は 揚力 
を 発生 し 始め ます 。 こ こ で 約 75~90 ノ ッ ト で 前 進 飛行 する よう に 機 首 を 下げ ます 。 こ 
れ は 、 翼 回 転 面 を 通過 する 空気 の 量 を 増加 きせ る こと で 揚力 を 増し 、 機 体 の 降下 率 を 
下げ る た めで す 。 オ ー ト ロー テー ショ ン に お ける 降下 率 は 速度 が 0 の と き に 最も 大 き 
く 、 先 に 述べ た 速度 で 最小 と な り 、 さ ら に 速度 が 増す と 降下 率 は 増大 し ます 。 降下 率 
が 最小 の 場合 で も 、 通 常 (動力 飛行 ) 時 の 降下 率 を は る か に 上 回 っ て いる の で 、 初 心 
者 は ま ご つ く か も 知れ ませ ん が 、 落 ち 着い て 次 の 操作 を 行う よう に し て くだ さい 。 地 
表 に 近づい た ら 、 機 弟 を 上 げ て 速度 を 落と し (安全 に 着陸 で きる 速度 まで )、 コ レク ティ 
プ を 増加 させ ます 。 回 転 翼 は 慣性 に より 回 転 を 続け る の で 揚力 が 増し 、 降 下 速度 が さ 
ら に 遅く な り ま す 。 こ れ ら の 操作 が 地面 近く で うま く 行 われ る と 、 安 全 に 着陸 で きる 
わけ で す 。 


















































AH-64A ア パッ チ は 、 ヒ ュー ズ ・ へ リコ プター 人 社 (1984 年 に マク ダネ ル ・ ダ グラ ス 
社 に 吸収 され 、 現 在 は マク ダネ ル ・ ダ グラ ス ・ へ リコ プター 社 ) に よっ て 開発 きれ ま 
し た 。 第 一 次 の 開発 は 、1972 年 か ら 始 まっ た ベル へ ヘリコプター に 対抗 し て 始め られ ま 
し た 。 第 一 次 の 開発 の 結果 、 そ の 飛行 審査 に 成功 し た ヒュ ー ズ 社 は 、1976 年 に 第 二 次 
の 開発 契約 (導入 決定 され た ) を 勝ち 取り まし た 。 最終 プ ロト タイ プ 機 は 、1982 年 に 
承認 され 、 量 産 に 入り まし た 。 以 後 数 千 機 に 及び 製造 され る こと と な っ た 同機 の 一 号 
機 は 、1983 年 9 月 30 日 に 完成 し て いま す 。 そ れ 以 後 、 主 だ っ た 米国 陸軍 部 隊 の ほとん 
ど や 、 選 考 さ れ た 陸軍 予備 隊 、 そ し て 州 Le (<M 入 さ れ て 行く こと で し ょ 
う 。 こ の 主任 務 は 、 地 上 温 に 於 ける 接近 支援 で あり 、 最 前 線 に 配置 され た 敵 装甲 師団 
に 対抗 し 、 対 航空 機 用 の 武器 を 備え て いま す 。 こ の 機体 に は 、 命中 精度 の 極め て 高い 
23mm 砲 を 装備 し て いま す 。 一 機 あ た り の 費用 は 、1986 年 春 に 西ドイツ 向け に 見 積 っ 
た 額 を 記載 し まし た 。 





































AH—64A アパ ッ チ の 仕様 
3 : 58. 2 ft 

: 48.0 ft 

: 15.3 ft 

: 10, 268 Ib 





エン ジン : T700-GE-701 タ ー ボ シャ フト ジェ ッ ト 


通常 出力 : 1,649 SHP 


最大 出 ブ : 1,896.4 SHP (1 基 だ け で 起動 し て いる 場合 ) 





: 280 RPM 
: 376 Gallons 


> 162 Knots 

> 196 Knots 

: 毎 分 2, 880 ft 

: 20,500 ft 

: VHF・UHF・FM 通 信 機 
IFF ( 敵 味方 識別 装置 ) 


TADS (目標 認識 照準 シス テム ) 
PNVS (パイ ロッ ト 夜 間 暗 視 セ ン サ ー) 
DASE (デジ タル 自動 安定 装置 ) 


ドッ プラ ー 航 法 装置 


最大 搭載 弾 数 : AGM 一 114A ヘル ファ イア 
2.75 イ ンチ FFAR19 発 ボッ ド (合計 76) 


30mm 機関 砲 1200 発 


AIM 一 9L サ イド ワイ ンダ ー 


FIM 一 92A ステ ィ ン ガ ー 


(いずれ も 最大 搭載 時 の 弾 数 で 、 同 時 に 搭載 で き な い ) 


製造 費 : $7.300.000 
開発 原価 償却 費 :$1.100.000 




















航空 力学 と AH 一 64A ア パッ チ 





コレ クティ プ ブ を 増加 する と 揚力 が 増加 し ます が 、 同 時 に 回 転 舞 の 抗力 も 増加 し ます 。 
これ に よっ て 、 回 転 舞 の 回 転 数 は 落ち 、 や が て 揚力 を 失う こと に な り ま す 。 し た が っ 
て 、 コ レク ティ プ ブ の 増加 は 、 適 切な タイ ミン グ で 、 適 切な 量 だ け 行わ れ な けれ ば な り 
ませ ん 。 タ イミ ング が 速 す ぎる と 、 一 旦 空中 で 停止 し 、 そ の 後 墜落 する こと に な り ま 
す 。 ま た 、 タ イミ ング が 遅 す ぎる と 、 降 下 速 度 を 充分 に 遅く する こと が で きず 、 機 体 
を 地面 に 激突 きせ る こと に な り ま す 。 


UNSAFE FLYING (危険 な 飛行 ) : 回 転 思 を 切り 離し た 人 後 、 機 体 の コン トロ ー ル 
を 取り 戻し 、 着 陸 十 前 に コレ クティ プ ブ を 増し て 降下 速度 を 落と す 、 こ れ ら の 一 連 の 動 
作 を 行う た め に は 時 間 が か か り ま す 。 そ の 結果 、 オ ー ト ロー テー ショ ン に よっ て も 着 
陸 が 不可 能 で ある 速度 と 高度 が 存在 する こと に な り ま す 。25 一 500 フ ィ ー ト の 高度 で 
の ホバリング や 高度 20 一 30 フ ィ ー ト で の 高速 飛行 は 、 エ ンジ ン 停 止 の こと を 考慮 する 
と 、 危 険 な 飛行 と 言え ます 。 


高度 一 速度 曲線 



































安全 な 領域 





危険 な 領域 














d 度 

民間 機 は も ちろ ん 、 軍 用 機 で も 非 戦闘 時 で は 上 図 の 「 危 険 な 領域 」 で の 運用 は 禁止 
され て いま す 。 し か し 戦闘 時 に お いて は 、 ミ サイ ル や 機関 砲 の 攻撃 を 受け る より も ゃ 、 
危険 な 領域 を 飛行 を する ほう が 「 安 全 」 な 場合 も あり ます 。 も ちろ ん 、 こ の 場合 の 危 
険 な 飛行 と は 、 低 空 を 高速 で 飛行 する こと を 意味 し て いま す 。 

AH 一 64A に と っ て は 「 危 険 な 領域 」 を 飛行 する こと も 、 さ ほど 危険 で は あり ませ ん 。 
な ぜ な ら 、 ど ちら か 片方 の エン ジン が 停止 し て も 、 飛 行 を 続け る こと が で きる か ら で 
す 。 片 方 の エン ジン が 停止 し た 場合 は 、 も う 片 方 の エン ジン で 、110% の 出力 を 出し 
続け る こと が で きま す ( ガ ンシップ で は 、 こ の 出力 増加 は 自動 的 に 行わ れ ま す )。 ま た 、 
6 分 間 だ け 出 力 を 115% に する こと も で きま す 。 さ きら に 、 エ ンジ ン の 油 消 系 統 に 不備 が 
生じ て も (例え ば 、 披 弾 に よっ て 潤滑 油 が すべ て 失わ れ て も ) 最低 30 分 間 は 運転 を 続 
ける こと が 可能 で す 。 ソ 連 製 の Mi 一 24 ハ イン ド の 主 な 弱点 は 、 こ の 拉 弾 に よる 油 消 
系 統 の 故障 や 火災 が 発生 し や すい こと で す 。 AH 一 64A は 、 ベ トナ ム 戦 争 で 使用 され 
た 単発 の (エン ジン が 1 つ し か 装備 きれ て いな い ) UH 一 1 (兵員 輸送 へ リ ) や AH 一 
1 (攻撃 へ リ ) に 比べ る と 、 パイ ロット に と っ て 許容 度 の 高い 機体 で も る と いえ ます 。 


OPEN FIELD LANDING (滑走 路 外 へ の 着陸 ) : へ ヘリコプター の 長所 は 滑走 路 以 
外 の 場所 に も 着陸 で きる こと で す 。 し か し 、 勾 配 の きつ い 場 所 に は 着陸 で きま せん 。 
これ は 5 度 以 上 の 勾配 が ある と 、 回 転 械 の 傾き が 大 きく な りす ぎ て 、 傾 斜面 か ら 離 れ 
て し まう か ら で す 。 丘 の 斜面 に は 着陸 し な いよ うに し て くだ さい 。 機体 を 破損 し ます 。 
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WIND & WEATHER ( 風 と 天候 ) 
こと で す 。 し か し 、 へ リコ プター は 横風 や 追 風 を 受け て いる 状態 で も 離 着 が 可能 で 
す 。 ホ バリ ング で 上 昇 (離陸 ) や 下降 (着陸 ) する と き に は 、 風 の 吹い て くる 方 向 に 
サイ クリ ッ ク を わずか に 傾け て 、 風 と 同じ 速度 だ け 機体 を 滑ら せま す 。 こ れ で 風 が 吹 
いて いる 場合 で も 垂直 に 離着陸 が 可能 で す 。 

強風 時 に 飛行 する 場合 は 、 通 常 の 航空 機 で 飛行 する 場合 と 同様 の 考え か た が 必要 と 
な り ま す 。 つ まり 、 風 の 影響 に よっ て 機体 の 速度 が 増減 し た り 、 左 右 に 流さ きれ た り し 
ZF, COMME, 長 ERE RTT I= お いて 特に 顕著 に な り ま す 。 

へ リコ プター の 飛行 に は 、 気 温 も 大 きく 影響 し ます 。 大 気 の 温度 が 上 昇 す る と 空気 
は 膨張 し 、 単 位 体 積 あ た り の 密度 が 小さ く な る (つま り 希薄 に な る ) の で 、 揚 力 が 小 
さく な り ま す 。 逆 に 、 大 気温 が 下降 する と 、 回 転 環 の 凍結 が 問題 に な り ま す 。 これ は 、 
ンー ょ えた り 、 抵 抗 を 増し た りす る か ら で す 。 同様 に 、 湿 度 も 
へ リコ プター の 性 能 に 影響 を 及ぼ し ます 。 湿度 が 高く な る と 揚力 が 減少 し ます 。 さ ら 
に 、 高 度 も 性 NT PT す 。 高 度 の 上 昇 に 伴い 、 密 度 が 小さ く な り 揚 力 が 減 
- : ます 。 AH 一 64A の 理想 的 な 飛行 条件 は 、 海 面 高 度 で 華氏 76 度 (摂氏 24 .4 度 に 相当 ) 

乾燥 し た 日 中 と いう こと に な り ま す 。 














AH 一 64A アパ ッ チ の 
武装 と 戦術 





武 装 稚 

TADS (Target Acquisition & Designation System : 標的 認識 照準 シス テム ) : AH 一 
64A に は 、TDAS と 呼ば れる 非常 に 斬新 で すぐ れ た 照準 シス テム が 装備 され て いま 
す 。 パ イロ ッ ト と ガン ナー (射手 ) の か ぶる ヘル メッ ト は 、IHADSS と 呼ば れ て お 
り (Integrated Helmet and Display Sight System)、 右 目 に 直接 、 各 種 情報 を 投影 する 
装置 (戦闘 機 な どの HUD の 、 特 に 小型 の も の と 思っ て くだ さい ) が 取り 付け られ て 
いま す 。 ま た 、 コ ッ ク ビ ピット に は ヘル メッ ト の 位置 や 角度 を 3 次 元 的 に 追跡 する 赤 外 
線 セ ン サ ー が 取り 付け られ て お り 、TADS の コン ピュ ー タ は 乗員 が "どこ を 見 て い 
Bd” を 認識 し て 、 機 首 に 装備 され て いる TV カメ ラ 、 レ ー ザ ー、FLIR、 チ ェ ー ン 
ガン を 、 そ の 方 向 に 向け ます 。 


ガン シッ プ で は 、TADS の 照 進 は コッ クビ ピッ ト の が ガラス 上 に 小さ な 箱 型 の シン ボ 
ル で 表示 され ます 。 標 的 を ロッ ク す る と 、CRT に TV カメ ラ の と ら え た 拡大 画像 と 、 
標的 まで の 距離 と カメ ラ の 拡大 率 が 表示 され ます 。 標 的 が 視界 範囲 内 に ある 限り 、 
TADS は その 標的 に ロッ ク し て 、 追 跡 を 続け ます 。 


TADS は レー ザー・ レ ンジ ファ イン ダー ( 測 距 儀 ) と 弾道 コン ピュ ー タ を 備え て 
お り 、 チ ェ ー ン ガン の 照準 を 自動 的 に 標的 に あわ せま す 。 さらに AGM 一 114A ヘル 
ファ イア を 発射 する 場合 は 、 こ の レー ザー 照射 装置 は ミサ イル の 誘導 する 役割 を 果 た 
LEV. 


2.75 イ ンチ FFAR ロケ ッ ト と AIM—9L サイ ド ワ イ ン ダー は 、TADS と は 直接 関 
係 な く 機能 し ます 。 ロ ケッ ト 弾 に は 誘導 装置 が な く 、 発 射 後 は まっ すぐ に 飛翔 し ます 。 
AIM— 9 L は 赤外線 追尾 装置 が 組み 込ん で あり 、 敵 の 飛行 機 や へ リコ プター に 向け て 
発射 す あ と 、 ミ サイ ル は 自己 誘導 で 標的 に 向かっ て 飛翔 し ます 。 


TADS は 、 機 首 に 装備 され て いる 光学 的 な 装置 で ある こと に 注意 し て くだ さい 。 
し た が っ て 、 機 体 の 高度 が 上 が る と 、TADS の 敵 を 捕捉 可能 な 範囲 は 広がり ます 。 
逆 に 、 高 度 が 下がる と この 範囲 は 狭く な り ま す 。 急降下 を 行う と 、 標 的 を 見 失う こと 
が し ば し ば あり ます 。 捕捉 範囲 内 に 別 の 標的 が ある 場合 は 、 TADS は その 標的 に ロッ 
ク し ます 。 


30mm チェ ー ン ・ ガ ン : COMM, 弾道 コン ピュ ー タ 制御 の 上 下 左右 に 旋回 
可能 な ター レッ ト に 取り 付け られ 、 機 首 下面 に 装備 され て いま す 。 こ の 機関 砲 は 手動 















































で 照準 を 合わ せる こと が で きま せん 。 弾道 コン ピュ ー タ は IHADSS ヘル メッ ト を 着 











用 し た 乗員 が 敵 の 方 を 向い て いる 場合 の み 、 レ ー ザ ー 測 距 儀 を 用 いて 計算 し 、 砲 の 照 
Me SbtEt. 

= OBIE 1 分 間 に 625 発 の 弾丸 を 発射 で きま す 。 LKRORAMIE BHO RH 
を 利用 し て 作動 し て いた の で 、 不 発 や ジャ ム (弾丸 や 薬 英 が つま る こと ) が 起こ る と 
発射 を 続け る こと が で き な く な り 、1916 年 に 航空 機 に 機関 砲 が 装備 され て 以来 の 重大 
な 問題 と な っ て いま し た 。「 チ ェ ー ン ・ ガ ン 」 は この 問題 を 解決 する た め に 、 電気 モー 
ター に よっ て 駆動 きれ る チェ ー ン と 歯 事 に よっ て 、 ボ ルト (閉鎖 装置 ) を 作動 きせ て 
いま す 。 こ れ に よっ て 、 不 発 な ど が 起こ っ た 場合 に は 、 そ の 弾 九 を 強制 前 に 排除 し て 
次 の 弾丸 を 発射 する こと が で きる の で す 。( こ の 機構 か ら 「 チ ェ ー ン ・ が ガン 」 と 名 付 
けら れ ま し た )。 また 、 通 常 の 機関 砲 の 弾丸 は 、 リ ンタ に よっ て つなが れ て いま し た が 、 
この 機関 砲 の 送 弾 機構 は この リン ク を 廃止 し エン ドレ ス ・ ベ ルト を 使用 する こと で 、 
より 作動 不良 を 起こ し に くく な っ て いま す 。 


チェ ー ン ガン で 通常 使用 きれ る 弾丸 は 、HEDP (High Explosive Dual Purpose : 多 
目的 高 性 能 首 裂 弾 ) と 呼ば れ 、 装 甲 、 非 装甲 の どちら の 標的 に 対し て も 効果 が あり ま 
す 。 し か し 、 こ の 弾丸 は MBT (主力 戦車 : エー74 な ど ) の 厚い 前 面 装甲 を 貫通 する 
ほど 強力 で は な く 、 こ れ ら を 破壊 する に は 、 よ り 装 甲 の 薄い 上 面 あ る い は 後方 を 狙う 
必要 が あり ます 。 ま た 、 こ の 機関 砲 は NATO の 標準 兵器 で ある ADEN (イギリス 製 ) 
砲 も し く は DEFA (フラ ンス 製 ) RAMO320mm 弾 を 使用 する こと が で きま す 。 


チェ ー ン ガン の 主 な 欠点 は 、 弾 丸 の 初速 が 比較 的 遅い 割 に は 反動 が 大 さき いこ と で す 。 
この よう な 重 火器 を へ リコ プター か ら 発 射す る と 、 始 め の 数 発 は 照準 通り に 命中 し ま 
す が 、 そ の 後 は その 反動 に よっ て 照準 の 修正 が 必要 と な る か ら で す 。 こ れ は 特に 左右 
に 発射 し て いる と き に 重要 な 問題 に な り ま す が 、 前 方 に 発射 し て いる と き は さき ほど 問 
題 に な り ま せん 。 

この 機関 砲 の 最大 射程 距離 は 1.5 キ ロメ ー ト ル で す 。 し か し 初速 が 遅い こと や 反動 
の 問題 か ら 、 正 確 な 射撃 が 行え る (正面 の 標的 に 最低 50% 以 上 が 命中 する ) 距離 は そ 
の 半分 の 0.7 キ ロメ ー ト ル で す 。 


逆 に 、 こ の 機関 砲 の 長所 は 、 敵 の へ ヘリコプター や 低速 の 航空 機 に 対し て 絶大 な 効果 
が ある こと で す 。 IHADSS や TADS シス テム に よっ て 、 機 体 の 左右 も し く は 下面 に 
いる 敵 を 自動 的 に 「 追 跡 」 し 続け る こと が で きる か ら で す 。 手 動 コ ント ロー ル 式 の ター 
レッ ト や (Mi 一 24 HIND—D) や 固定 機銃 を 装備 し て いる (Mi 一 24 HIND—F) ヘリ 
コ プ タ ー で は 、 こ れ が 不可 能 で す 。 し か し 、 発 射 速 度 の 儲 き か ら (6255/7), 
の 航空 機 を 撃隊 する こと は で きま せん 。 


AGM 一 114A ヘル ファ イア 対戦 車 ミ サイ ル : ヘル ファ イア は HEAT (High Expol- 
sive Anti-Tank : 高 性 能 裂 対戦 車 ) 弾頭 を 持つ 、 セ モミ ・ ア クティ ブ ・ レ ー ザ ー 誘 導 
ミサ イル で す 。 

ミサ イル の 照 進 シ ステ ム は 、 レ ー ザ ー が 標的 に 照射 きれ た 時 に 生ずる 散乱 を 捉え て 、 
その 方 向 へ と ミサ イル を 誘導 し ます 。 つ まり 、 ミ サイ ル は レー ザー 光線 を 追跡 する の 
で は な く 、 レ ー ザ ー 光 線 が どこ に 当たっ て いる か を 追跡 する の で す 。 レ ー ザ ー 光 線 が 















































別 の 標的 に 照射 さき れる と 、 ミ サイ ル は 標的 が 変更 きれ た の を 認識 し て 、 新 し い 標的 へ 














と 飛翔 し ます 。 こ の 機能 に よっ て 、AH-64 は 波状 攻撃 (ripple fire )、 つ まり 複数 の 
ミサ イル を 次 々 と 連続 し て 発射 する こと が 可能 で す 。 最 初 の ミサ イル が 命中 し た 場合 
は 、 レ ー ザ ー を 次 の 標的 に 照射 し て 、 2 発 目 の ミ サイ ル (既に 発射 され て いる ) を 新 
し い 標 的 に 命中 させ る こと が で きま す 。 

レー ザー 照射 装置 は 、 雨 ・ 雪 ・ 逆 ・ 煙 が 発生 し て いる 状態 で の 使用 は で きま せん 。 
これ は 、 こ の よう な 天 f < トー 
た が っ て 、 レ ー ザ ー k 器 に 対す る 防衛 手段 と し て 煙幕 の 使用 が よく 行わ れ ま す 。 
今日 の 戦車 の は ほとんど は 雷 間 発生 装置 を 搭載 し て いま す 。 


レー ザー 照準 シス テム の 短所 は 、 レ ー ザ ー を 照射 し て ミサ イル の 誘導 を 続け る 問 、 
ヘ へ リコ プター を 敵 の 視界 内 に きら さき な けれ ば な ら な いこ と で す 。 本 来 な ら ば 、 ヘル フ 7 
イア は 各種 の スカ ウト (MIB) - ・ ヘ リコ プター や 地上 の 部 隊 が 装備 する 米 陸 
レー ザー 始 射 装置 で 誘導 で きる の で 、 ア パッ チ は 砲兵 隊 の よう に 身 を か くし な 
区 で きる の で す 。 も ちろ ん 、 こ の よう な 戦術 は 、 優 れ た 無線 に よる コミ ュ ニ ケー ショ 
ン や 絶妙 の タイ ミン グ が 必要 と な り ま す 。 ガ ンシップ で は 、 最 も 一 般 的 な 空中 で 自ら 
ミサ イル の 誘導 を 行っ て 攻撃 する 運用 方 法 を 再現 し て いま す 。 


ヘル ファ イア の HEAT 弾頭 は 直径 177 .8mm で 、 一 般 に 成形 誕 薬 (Shaped Charge 
また は Hollow Charge) 弾頭 と 呼ば れる も の で す 。 こ の 弾頭 は 爆発 と 同時 に その 火炎 
が 正面 に 集中 する よう に 迷 薬 が 成形 し て あり 、 普 通 の 装甲 か ら 最 新 の スペ ー ス ド ・ 
アー マー ( 2 枚 の 装甲 板の間 に 空間 が 設 ほけ て ある ) や 複合 装甲 (その 空間 の 代わ り に 
セラ ミッ ク な どの 複合 材料 の 装甲 板 が は さん で ある 。 チ ョ バム 装甲 と 呼ば れる こと も 
HS) まで 貸 通 する 能力 が あり ます 。 成形 薬 弾頭 の 装甲 吐 通 能力 は 弾頭 の 直径 に 比 
例 す る の で 、 現 在 で も 第 一 線 級 の 能力 を 持つ TOW 対 戦車 ミサ イル の 直径 152mm と 比 
較 し て も 、 ヘ ルフ ァ イ ア の 攻撃 能力 の 高き を 伺い 知る こと が で きま す 。 


し か し な が ら 、 こ の 弾頭 は 「 ソ フト 」 な 標的 、 つ まり 人 間 、 建 物 、 露 出し た 対空 砲 
な ど に は それ は ほど 効果 が あり ませ ん 。 こ の シミ ュ レ ーション で は ヘル ファ イア で 歩兵 
部 隊 、 指 令 部 、 補 給 処 、 基 地 、 対 空砲 陣地 (2ZU 一 23、S 一 60 な ど ) を 破壊 で き な い 
こと に な っ て いま す 。 し か し 、 装 甲 車 や 自 走 砲 に 対し て は 非常 に 効果 的 で す 。 バ ンカ 
ー(BUNKER ) も 破壊 する こと が で きる (鉄板 に よる 装甲 が ある ) と 設定 し て あり ます 。 


ヘル ファ イア の 射程 距離 は 非常 に 長く , 通常 の ATGM (対戦 車 誘導 ミサ イル ) の 
射程 距離 の 3.000 メ ー ト ル を 大 幅 に 上 回 る 6.000 メ ー ト ル と な っ て いま す 。 命中 率 は 距 
見 に 無関係 で 、 レ ー ザ ー が 標的 を 照射 し 続け る 限り 、 ヘ ルフ ァ イ ア は 標的 に 向かっ て 
飛翔 を 続け ます 。 


2.75 イ ンチ FFAR (Folding Fin Aerial Rockets) :FFAR は 、1950 年 代 か ら きま 
ざま な 大 き さ の ポッ ド (発射 筒 ) に 装 願 され 、 さ きま ざ まな 機体 に よっ て 使用 され 続け 
て いる 伝統 的 な 兵器 で す 。 ロ ケッ ト 弾 は 、 完全 に OCH). ELAM ARTI 
4 . 半 0 不能 な aes Ute oe 上 is A bared 6 









































の ある 交 価 な 兵器 と LEE 2 OFF AEMILLE + IE ena て いま te ロケ ッ 
最大 射程 距離 は 約 1.800 メ ー ト ル で す が 、 執 練 し た ガン ナー は さら に 目標 に 近づく ま 











で 発射 し ませ ん 。 AH 一 64 に は 7 発ち し く は 19 発 搭載 可能 な 新設 計 の 軽量 ボッ ド が 装 
備 さ れ ま す 。 


標準 の ロケ ッ ト 弾 頭 は 、 典 型 的 な HE (High Explosive : mtEHEMER) 弾頭 で 、 
上 の 露出 し た (装甲 を な い ) 兵士 、 対 空砲 また は 地上 施設 な ど に 対し て 非常 な = 
果 的 で す 。 爆発 に よる 、 火 突 ま た は 弾頭 の 破片 に よっ て 、 一 定 範 囲 の 破壊 を 行う 
の で 、 必 ず し ゃ 直 届 弾 で ある 必要 は な い の で す 。 し か し 至近 弾 で は 装甲 車両 (APC 
な ど ) や バン カー を 破壊 する 威力 は な く 、 う まく 直撃 する こと が で きた 場合 の みそ れ 
ら を 破壊 する こと が で きま す 。 


ロケ ッ ト の 射程 距離 は 機関 克 よ り 長く 、 歩 兵 な どの 標的 を 外し て も その 対空 砲火 を 
一 時 的 に "停止" きせ る こと が で き 、 そ の 間 に 機 関 砲 の 射程 距離 まで 接近 する こと が 
可能 と な り ま す 。 


AIM 一 9 L サイ ド ワ イ ン ダー 空 対空 ミサ イル : AIM— OL は 、 全 角度 発射 可能 の 
赤外線 誘導 空 対 準 ミサ イル で 、 そ の 性 能 は フォ ー ク ラン ド 紛 争 に お ける 空中 戦 で 、 英 
海軍 の シー ハリ アー が 多数 (20 機 以上 ) の アル ゼン チン 海軍 機 を 撃隊 し た こと で 証明 
きれ まし た 。 
サイ ド ワ イ ン ダー は 1950 年 初頭 に 、 米 海軍 に よっ て 開発 が 始め られ まし た (開発 途 
中 に 米 空軍 も 開 3 量産 型 が ベト ナム 戦争 に お いて 使用 きれ まし た が 、 
その 人 性能 に は まだ 
サイ ド ワ イ ン ダー は 熱 を 感知 し て 自己 誘導 する の で す が 、 初 期 弄 は シー カー (探知 
器 ) の 性 能 が 悪く 、 ジ ェ ッ ト 排 気 を 狙っ て 発射 され る 必要 が あり まし た 。 し か も 、 太 
陽 、 フ レア ー、 夏 の 大 陽 に よっ て 加熱 され た 地面 や 岩 な ど に 誤っ て 誘導 され る こと が 
の 信頼 性 に も 問題 が あり 実戦 で 効果 を 上 げ る こと は で きま せん で し た (この こと 
は 、1960 年 代 ま で に 確立 され て いた 航空 戦術 を 根本 か ら 拉 し て し まい 、 新 し い 空 中 戦 
は ルー トス オー し た )。1970 年 代 に お ける シー カー の 改良 に は めざまし い 
も の が あり 、 探 知 感度 (冷却 装置 の 改良 )、 熱源 の 選択 能力 (フィ ルター の 改良 ) が 
向上 し まし た 。 また ミサ イル 本 体 の 速力 、 機動 性 、 射程 距離 Seance メー トル ) 
も 向上 し 、 弾 頭 も 再 設 計 き れ て スピ ン ・ ロ ッ ド (爆発 時 に 細長 い 棒 と な っ て 四散 する ) 
弾頭 と な り 、 近 接 信管 も 改良 きれ て 、 そ の 能力 は B 型 に 比べ て 大 幅 に ha L2 Lh 
現在 L 型 は これ ら の 改良 が ほど こき れ 、 米 国 ・ 西 側 諸国 の 各社 で 大 量 ( i 
ewe 旧型 の 多く が L 型 標準 の 性 能 を 持つ ミサ イル へ と 改造 きれ まし た 。 し 
型 は 、 空 気 と の 摩擦 に よっ て 加熱 され た 金属 (た と えば 飛行 機 の 現 や へ リコ プター の 
ili) の 放射 する 熱 を 感知 する こと が で きる の で 、 排 気管 を 狙っ て 発射 する 必要 が 
な く 、 あ ら ゆ る 角度 か ら 攻 撃 す る こと が で きる よう に な っ た の で す 。 こ の 新しく 与え 
られ た 機能 に よっ て AIM 一 9L は 現在 世界 で 最も 空中 温 に 適し た 空 対空 ミサ イル で 
ある と 言う こと が で きる で し ょ う 。 
この ミサ イル は 固定 翼 機 、 回 転 現 機 の どちら に も 効果 が あり ます 。 ヘ リコ プター に 
対し て は 特に 効果 が あり ます 。 回 岐 尋 機 の 速度 は 一 概 に 遅い の で 命中 し 易く 、 弾 頭 の 
ロッ ド が 回 転 現 を 破壊 する と 、 ヘ リコ プター は た だ ち に 致命 的 な 状態 に 陥る あか ら で す 。 
サイ ド ワ イ ン ダー は 通常 地上 の 標的 に 対し て 命中 させ る こと は で きま せん 。 ま た 命中 
し た と し て も 、 ほ と ん ど 効 果 は あり ませ ん 。 









































































現在 、 米 陸軍 の AH-64 は サイ ド ワ イ ン ダー を 装備 し て いま せん 。「 規 定 」 に よれ ば 
AH-64 は 地上 攻撃 用 の 兵器 で あっ て 、 そ の 武装 は 任務 を 達成 する こと を 第 一 と し て 行 
われ る 、 と され て いる か ら で す 。 し か し 、 イ ラン ・ イ ラク 戦争 に お いて イラ ン 軍 の コ 
プラ が イラ ク 軍 の ハイ ンド に 撃墜 され た 事実 や 、 ソ 連 が 空 対空 戦闘 用 の へ リコ プター 
を 開発 し て いる と の 情報 か ら 、 敵 の へ リコ プター に よる 凛 威 を 認識 せ ぎ る を 得 な い 状 
況 と な り 、 そ の 術 威 に 対抗 する た め の 手段 の 研究 を 数 年 前 か ら 開 始 し まし た 。 現 在 米 
陸軍 は 、 地 上 部 際 に よっ て 使用 きれ て いる 歩兵 携帯 式 の 地 対空 ミサ イル FIM 一 92A 
ステ ィ ン ガ ー (いく つか の 偵察 へ リコ プター で は すでに 装備 が すす め ら れ て いる ) を 、 
AH-64 に 搭載 する こと を 計画 し て いま す 。 こ の ミサ イル は アフ ガン ・ ゲ リラ に よっ て 
使用 され て 有名 に な り ま し た が 、 サ イド ワイ ンダ ー に 比べ て 小型 で その 威力 は 小さ く 、 
また 射程 距離 も 問題 に な ら な いく らい 小さ な も の で す ( 3 キロ メー トル 程度 )。 








し か し な が ら 、 米 国軍 人 に は 、 戦 場 に お いて し ば し ば 「 規 定 」 を 無視 し 、 そ の 戦場 
に お いて 得 ら れる 最適 の 武器 を 使用 する と いう 傾向 が あり ます 。 し た が っ て 、 も し 実 
際 の 戦闘 状態 に 陥っ た 場合 に は 、 最 も 効果 的 な 自衛 兵器 で ある サイ ド ワ イ ン ダー を 
AH-64A アパ ッ チ に 搭載 する こと は 十分 考え られ る こと で す 。 こ の よう な 理由 で 、 こ 
の シミ ュ レ ーション ・ ソ フト ウェ ア で は 、 ス ティ ン ガ ー で は な く サ イド ワイ ンダ ー を 
搭載 する こと に な っ て いる の で す 。 








攻撃 術 
THE APPROACH (接近 ) : AH-64A アパ ッ チ に 課せ られ る 任務 は 、 地 上 攻撃 で す 。 
その 任務 は 、 特 定 の 区 域 に 存在 する きま ざま な 種類 の 標的 の 破壊 で あり 、 そ れ ら は 強 
AG SAM や 対空 砲 に よっ て 守ら れ て いる こと が ほとん ど で す (し ば し ば それ ら の 対 
空砲 その も の が 攻撃 目標 と な り ま す )。 
任務 が 始ま っ た ら 、 ま ず 最 初 に セク ター マッ プ を 見 て 自分 と 攻撃 目標 の 位置 の 確認 
を 行い ます 。 次 に 、INS を 第 一 攻撃 目標 に セッ ト し て 離陸 し ます 。 訓練 部 隊 か 東南 
アジ ア の 場合 な ら ば 、 数 百 フ ィ ー ト の 高度 を 全速 力 で 攻撃 目標 に 向かい ます 。 し か し 
な が ら 、 敵 の 対空 火力 が 強力 な 中 近東 や 西 ヨ ー ロ ッ パ が 戦場 の 場合 に 同様 の こと を 行 
う の は 自殺 行為 に 等 し いで し ょ う 。 


標準 的 な 米 陸軍 の 飛行 テク ニッ ク で は 、 丘 の 陰 か ら 陰 へ と 素早 く 移 動 (ダッ シュ ) 

する の を 繰り 返し て 、 敵 に 攻撃 され な いよ うに し な が ら 前 進 し ます 。 ダ ッシュ する 前 
に 、 で きる だ け 短 い 時 間 内 に 、 ホ バリ ング で 100 一 200 フ ィ ー ト の 高度 に 上 昇 し 、 旋 回 
し て 全 周 方 向 に いる 敵 を TADS で 捕捉 し 、 再 び 低 高度 に 降下 し ます 。 こ こ で 地図 を 
確認 する と (CRT、 セ モク ター・ マ ッ プ の どちら で も よい )、 こ ちら か ら 見 る こと の で 
きる 、 ま た は こち ら の 姿 を 捕らえ た 敵 が すべ て 表示 され ます 。 次 に ダッ シュ する 方 向 
を 決め (必要 が あれ ば INS を 設定 する )、 ホ バリ ング 旋回 で その 方 向 を 向き 、 ピ ビッチ 
ダウ ン し て 前 進 を 始め ます 。 こ の 時 、 可 能 な 限り 低空 を 保ち ます 。 


FIRING (発射 ) : 攻撃 する 際 に は 、 標 的 に 効果 の ある 武器 を 選択 し て くだ さい 。 Bi 
離 が ある 場合 (0.7 キ ロメ ー ト ル 以 上 ) に は 、 車両 や バン カー に 対し て AGM 一 114A 
























ヘル ファ イア を 、 歩 兵 や 対空 砲 や 地上 施設 に 対し て は FFAR を 、 敵 の へ ヘリコプター 
に 対し て は サイ ド ワ イ ン ダー を 使用 し ます 。 敵 と 接近 し て いる 場合 は 、30 ミ リ 機 関 克 











を 使用 する と よい で し ょ う 。 敵 が 有効 射程 範囲 内 に いな い 場 合 や 正面 に いな い 場 合 は 
命中 率 が 低下 し 、 弾 薬 の 消費 量 が 増大 する の で 注意 し て くだ さい 。 


” POP UP” ATTACKS (ポッ プ ・ ア ッ プ 攻撃 ) : ボッ プ ・ ア ッ プ 攻 買 の テク ニッ 
ク は 、 そ う 難 し く あ り ま せん 。 敵 の いる 場所 を 地図 で 確認 し 、 そ こ か ら 手 近 な 距離 に 
ある 丘 の 背後 に 回 り 込 み ま す 。 そ こ で ホバリング し な が ら 敵 の いる 方 向 に 向き を 変え 、 
乏 線 の わずか に 上 まで 上 昇 し ます 。 素 早く 敵 を 捉え る こと が で きた ら 間 上 胡 を いれ ず に 
攻撃 し ます 。 も し 捉え る こと が で き な か っ た ら 、 素 早く 降下 し て 丘 の 背後 に 身 を 隠し 、 
再び セク ター マッ プ で 確認 し ます 。 こ こ で 状況 を 判断 し 、 も う 一 度 攻撃 する か 、 ま た 
は 退避 する か を 決定 し ます 。 攻撃 する こと に 決定 し た ら 、 少 し だ け 位 置 を 変え 、 同 じ 
手順 で 素早 く 攻 撃 し ます 。 


FLAK & SAM BUSTING (対空 砲火 ) : へ リコ プター は 地形 を 利用 し て 攻撃 目標 
に 忍び 寄る こと が 可能 な の で 、 従 来 の 固定 細 機 より も 対空 砲 や 対 宅 ミ サイ ル の 陣地 を 
攻撃 する 場合 に 適し て いる と 言え ます 。 陸 ・ 空 軍 が 共同 作戦 を 行う 場合 は 、 ま ず ア パッ 
チ が 対空 兵器 を 攻撃 し て これ を 排除 し 、A 一 10 な どの 攻撃 機 が その 後 、 地 上 目標 を 爆 
LET. 

HOO SAM や 自 走 対空 砲 を 排除 する に は 、 ま ず 迅 速 に 接近 する こと で す 。 敵 の 対空 
砲火 が こち ら を 発見 し て 射撃 を 開始 する まで に 5 秒 か ら 20 秒 の 時 間 が か か り ま す ( こ 
の 時 間 は 、 敵 の 装備 や 訓練 度 に よっ て 異な り ま す )。 こ の わずか な 時 間 内 に 敵 を 破壊 
し な けれ ば な ら な い の で す 。 敵 が SAM の 場合 に は 、 肉 眼 や レー ダー で 飛行 し て くる 
の を 確認 し 、 妨 害し て か わす こと が で きる の で 少し は 余裕 が あり ます が 、 敵 が 対空 砲 
の 場合 は 、 弾 丸 を 見 て それ を か わす こと は で き な い うえ に 、 妨 害 装置 や デコ イ に 惑わ 
され る こと の な い 手 動 の 光学 照 進 機 も あわ せ 持 っ て いる か ら で す (この 場合 命中 率 は 
低下 し ます )。 さ ら に 最新 の ソ連 製 SAM に は 、 光 学 式 の 誘導 シス テム が 搭載 され て 
いる も の も ある の で 注 要 で す 。 し か し 、 夜 間 の 場合 は 有利 に 攻撃 を 行う こと が 
で きる で し ょ う 。 こ れ は ソ連 製 の 暗 視 装置 の 性 能 は FLIR より 劣っ て いる か ら で す 。 


TANK HUNTING (対戦 車 攻撃 ) : ア パッ チ は 圧倒 多数 の 敵 の 戦車 を 叱 破 する た め 
に 開発 され まし た 。 ヘ ルフ ァ イ ア を 装備 し て 戦場 に 赴き 、 数 両 の 戦車 を 破壊 すか る こと 
な ど 造 作 も な いこ と な の で す 。 1 一 2 キロ メー トル の 距離 な ら ば 、 水 槽 で 泳ぐ 魚 を 撃 
つく らい 簡単 に ヘル ファ イア ー を 命中 させ る こと が で きま すし 、 も し お 好み な ら ば 
近づい て 30 ミ リ 機 関 生 で スク ラッ プ に する こと も 簡単 で す 。 米 陸軍 で は 対戦 車 の キ 
ル ・ レ シオ (撃破 率 ) を 14 対 1 と 見 込ん で お り 、1 機 の アパ ッ チ で 14 両 の 戦車 を 破壊 
する こと が で きれ ば 、 そ の ヘリコプター は 対 費用 効果 の 高い 兵器 で ある と いう こと が 
で きる の で す 。 夢 中 に な っ て 味方 の 戦車 まで 破壊 し て し まわ な いよ うに 注意 し て くだ 
さい 。 

ソ連 製 の 戦車 は 14.5 ミ リ 以 上 の 口径 の 対空 機関 銃 を 装備 し て いる こと は な い の で 、 
反撃 きれ る こと を 心配 する 必要 は あり ませ ん (し か し 注意 は 必要 で す )。BMP (装甲 
兵員 輸送 車 ) は 、 ほ と ん ど が 内 部 に SA 一 7 、SA 一 7 B、SA 一 14「 グ レイ ル 」 な ど 



















































の 歩兵 携帯 用 の SAM を 搭載 し て いる の で 、 対 空 能力 は 戦車 の それ を 上 回 っ て いま す 。 








し か し 、 こ れ ら の 小型 の 赤外線 誘導 ミサ イル 、 特 に SA 一 7 や SA 一 7B は 妨害 や デ 
コイ で 簡単 に 提 乱 する こと が で き 、 弾 頭 $ 小 さい の で 、 直撃 で な けれ ば 撃 隊 さ れる こ 
と は な いで し ょ う 。 新型 の SA 一 14 は 提 乱 が 少々 難し いと され て いま す が 、 必 要 以 上 
に 恐れ る こと は あり ませ ん 。 対 戦車 攻撃 で 最も 大 きい 問題 と な る の は 、 ソ 連 の 自 走 対 
空砲 や 自 走 SAM は 戦車 や BMP と 行動 を 共に する 傾向 が ある こと で す 。T-74 や 
BMP の 集団 を 発見 し た ら 、 必 ず ZSU 一 23 一 4 な どの 自 走 対空 砲 や SA- 9 、SA-13 
な どの 自 走 SAM が 近く に 存在 する も る の と 思っ て くだ さい 。 


INFANTRY TARGETS ( 対 歩 兵 攻撃 ) : 地上 に 散開 し て いる 歩兵 を 肉眼 で 発見 す 
る こと は 非常 に 困難 で す 。TADS も 同様 の 問題 を 抱え て お り 、CRT 上 で 歩兵 の 位置 
を 正確 に 確認 する こと は で きま せん 。 歩兵 は 機関 銃 な どの 軽 火 器 、 場 合 に よっ て は 
SA 一 7 な どの 対空 ミサ イル を 携行 し て いま す 。 歩 兵 を 攻撃 する 場合 は 、FFAR や 30 
ミリ 機関 砲 を 使用 し ます 。 低空 を 高速 で 飛行 し て 接近 すれ ば 、 反撃 を 受け る 前 に 全 減 
きせ る こと が で きま す 。 
は 敵 味 方 の 識別 が 困難 な の で 、 攻撃 す る 際 は 十分 注意 が 必要 で す 。 マ ッ プ 
し て か ら 攻 撃 す る よう に し て くだ さい 。 

さら に 付け 加え て お きま す が 、 バ ンカ ー に いる 歩兵 を 攻撃 する こと は 、 さ ほど 難し 
く あ り ま せん 。 な ぜ な ら 、 彼 ら は 対空 ミサ イル を 持っ て いな いう え に 、 ヘ ルフ ァ イ ア 
で 境 距 離 か ら 正 確 な 攻撃 が で きる か ら で す 。 し か し 、 ほ と ん どの バン カー は 機関 砲 で 
は 尿 破 で き な い ほど の 防弾 構造 に た っ て いま す 。 


STRUCTURES (建造 物 ) : 指令 部 、 ヘ リコ プター 基地 、 補 給 処 な どの 後方 の 地上 
施設 を 攻撃 する 際 に も 、 歩 兵 を 攻撃 する と き と 同 様 の 問題 が あり ます 。 も ちろ ん それ 
ら の 施設 を 発見 する こと は 容易 な の で す が 、 対空 防衛 手段 と し て 「 グ レイ ル 」 が 多数 
配備 さき れ て いる か ら で す 。 き ら に 、 こ の よう な 施設 の 周り に は 対空 火器 が 配置 され て 
いる 場合 が 多い の で す 。 攻撃 の 前 に 、 こ れ ら の 対空 火器 の 存在 位置 を 、 基 地 な ど と 同 
様 に よく 確認 し て お きま す 。 特 に 対空 砲 は 、 ヘ ルフ ァ イ ア で 攻撃 する こと が で き な い 
の で 厄介 で す 。 

建造 物 を 攻撃 する と き は 、 敵 味方 を 十分 に 確認 し ます 。 友 軍 の へ リコ プター 基地 を 
破壊 し て し まっ た ら 補 給 、 修 理 な ど で き な く な る ば か りか 、 大 変 た な マイ ナス の 評価 を 
受け る こと に な り ま す 。 中 央 アメ リカ や 東南 アジ ア で 対 ゲ リラ 戦 を 行なう 場合 、 
TADS は 軍事 施設 の みな ら ず 、 そ の 地域 の 農業 施設 に も ロッ ク し て し まい ます 。 そ 
の 施設 か ら 敵 が こち ら に 向かっ て 射撃 する の を 確認 する まで は 、 そ れ を 破壊 し て は い 
け ま せん 。 我々 の 目的 は 人 類 の 精神 と 心 を 守る こと で すか ら 。 


防 御 術 
戦闘 に お いて 最も 問題 と な る の は 、 い か に し て 敵 の 対空 砲 や 対 2 
繋 か ら 身 を 守る か と いう こと で す 。 それ ら の 萌 威 は 、 レ ー ダ ー 誘 導 ・ 
線 誘導 兵器 また は 光学 的 照準 兵器 (命中 率 は 低い が 、 警 戒 装置 を 用 意 
類 さ れ ま す 。 
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WHEN THEY SEE YOU (発見 され た ら ) : Sitkiez athe pa sb 4 ld, レー 
ダー に よる 照準 装置 や 誘導 装置 を 備え て いま す 。 これら 対空 砲 に は ZSU-30- 2 や 
ZSU-23- 4 な どの 自 走 砲 や Ss 一 60 57 ミ リ 砲 の 最新 型 が 含ま れ ま す 。 MAH 4 wis 
携帯 用 の SA- 7 、- 7 B、-14 シ リー ズ と 初期 型 の SA- 9 ガス キン を の ぞ く 全 て の ミサ 
イル に レー ダー 誘導 装置 が 装備 され て いま す 。 

これ ら の 武器 は 、 恒 夜 の 別 な く 長 距離 で 敵 機 を 発見 する こと が で きる " 探索 レー 
ダー" を 装備 し て いま す 。 警戒 レ ー ダ ー に 譜 距 離 で 赤い 点 が 表示 きれ て いる 場合 は 、 
これ ら の 探索 レー ダー に よっ て 発見 され た と 考え て よい で し ょ う 。 ほ と ん どの 探索 
レー ダー は 、 た え ず 「 ス ウィ ー プ 」( 首 振り ) し て いる の で 、 人 警 牙 装 置 の 表示 は 点 減 
を 繰り 返し ます 。 探索 レー ダー の 目的 は 英機 の 存在 を 発見 する こと で すか ら 、 こ こ で 
妨害 装置 や アデ コイ を 使用 する こと は 、 い た ずら に 自分 の 存在 を 知ら せる こと と な り ま 
す 。 

その 他 の 敵 は 長 距離 探索 レー ダー を 装備 し て いな い の で 、 敵 機 を 発見 する に は 肉眼 
ある い は 双眼鏡 が 用 いら れ ま す 。 か な り 接 近 す る まで 発見 され る お それ は な いで し ょ 
う 。 特に 夜間 の 場合 は 視界 が 制限 きれ る の で 発見 され る 度合 は 少な く な り ま す 。 し か 
し 発砲 する と 、 そ の 関 光 に よっ て 敵 の 注意 を 引き 、 そ れ ま で 気付 いて いな か っ た 敵 に 
まで 発見 きれ て し まい ます 。 











追跡 


レー ダー は この 範 陸 を 探索 で きる 






1) 
ンジ 


地上 の 障害 物 は 、 レ ー ダ ー 探 査 や 視界 を 妨害 する 


レー ダー は 通常 の 視界 と 同様 に 、 地 上 の 障害 物 に よっ て さえ ぎら れ て し まい 、 死 角 
が 発生 し ます 。 こ の 死角 より も 高い と ころ を 飛行 する と 、 レ ー ダ ー に 発見 され て し ま 
いま す 。 レ ー ダ ー に 近づく に し た が っ て 、 死 角 は より 小さ きく 、 低 く な り ま す 。 


HOW THEY TRACK YOU ( 敵 が 如何 に 自 機 を 追跡 する か ) : 敵 が こち ら を 発見 
する と 、 レ ー ダ ー を " 追跡 "モー ド に 切り 替え を ます 。 こ の モー ド で は 、 レ ー ダ ー の 電 
波 を こち ら に 照射 し 続け る こと に な り ま す 。 こ れ で レー ダー 警告 ラン プ は 消え 、 警 牙 











レー ダー の 赤い 点 「 し た まま に な り ま す 。 探索 レー ダー と 同様 ( 敵 と の 距離 に よ 
り ま す が ) 追跡 レー ダー に も 死角 が ある の で 、 レ ー ダ ー や 目視 に よっ て 追跡 きれ て い 
る 場合 に は 、 す みや か に 低空 飛行 に 移り 、 敵 か ら 離 れる こと に よっ て 追跡 か ら 逃 れ ま 
す 。 追 跡 を 逃れ る 手段 と し て 丘 の 背後 に 移動 する の も よい 方 法 で す 。 

レー ダー に よる 追跡 を 逃れ る 他 の 方 法 は 、 レ ー ダ ー 妨 害 装置 を 使用 する か 、 チ ャ フ 
ie ae ee 凍 和 成功 すれ ば 警戒 ランプ は 
消え ます 。 し か し 、 上 成功 し な か っ た 場合 は 、 チ ャ フ を 投下 する か 回 避 飛 行 を する こと 
で 敵 の 攻撃 を 避け な けれ ば な り ま せん 。 チャ フ を 投下 する と 、 ア ルミ 符 の 断片 が 空中 
に 広がり 雲 状 に な っ て 電波 を 反射 し ます 。 その 雲 が 薄れ る まで 敵 の レー ダー は それ に 
ロッ ク さ れ 続 け ま す 。 
いく つか の 新鋭 兵器 に は 、TV カメ ラ 、 レ ー ザ ー、 あ る い は 普通 の 光学 機器 か ら な 
る 補助 始 [を 備え て いる も の も あり 、 そ れ ら は 妨害 装置 や デコ イ を 使用 し て も 攻 
撃 を 続け る こと が で きま す 。 すべ て の 対空 砲 と 、 新型 の SA-11 が この 類 に 入る で し ょ 
う 。 
SURVIVING AA GUNFIRE (AA 対空 砲 の 攻撃 か ら 生き 残る に は ) : 数 秒 か ら 十 
数 秒 の 追跡 の 後 、 英 の 対空 砲 は 射撃 を 始め 、 吹 墜 する まで 攻撃 を 続け ます 。 この 場合 、 
追跡 を 逃れ る 手段 を 実行 する か 対空 砲 を 破壊 する 必要 が あり ます 。 対 空砲 が レー ダー 
射撃 管制 装置 を 持つ 場合 (レー ダー 待 告 ラン プ が 点灯 する )、 一 時 的 に 妨害 装置 や チャ 
フ で 逃れ る こと が で きま す が 、 す べ て の 対空 砲 は 光学 的 な 照準 装置 を 装備 し て いる の 
で 正確 さき は 欠き ます が 攻撃 は 続き ます 。 砲 火 か ら 身 を 守る 一 番 よ い 方 法 は 、 回 避 飛 行 
に 熟練 する こと で し ょ う 。 


SURVIVING SAMS (SAM の 攻撃 か ら 生き 残る 方 法 ) : 数 秒間 の 追跡 の 後 、SAM 
車両 は ミ Se oe eee Oman, CRS EA 
i I, 目視 誘導 で す 。 敵 が ミサ イル を 発射 する と 、 ML -Y- 
at それ が 本 機 に 接近 し て くる の を 確認 する こと が で きま す 。 こ こ 
導 (追尾 ) ミサ イル は 、 ミ サイ ル に 搭載 し て いる 「 シ ー カ ー」 で 誘導 き 
誘導 と 目視 誘導 ミサ イル は 、 こ れ を 発射 し た 装置 か ら 誘導 され る こと を 
覚え て お いて くだ さい 。 
赤外線 誘導 ミサ イル は 恐ろし い 存 在 で す 。 こ の 種 の ミサ イル が 接近 する と 、 
追尾 警 G57 THAN LET. 22 CRAMERURER EMS EES. eR 
(SAH LH) ARERR OS CBA ICEME NTO ED HMILES 3 
ク の 板 が 張り 付け られ て お り 、 そ れ ら が 全 周 方 向 に 強烈 な 赤外線 を 発 を 散 し て ミサ イル 
の シー カー を 携 乱 さ せる 、 つ まり " 目 つぶ し " の 状態 に する の で す 。 妨害 に 成功 する 
と ミサ イル は その まま 直進 を 続け ます 。 こ の 時 機体 の コー ス を 変え を た いと 、 ミ サイ ル 
の 命中 を 受け て し まう の で 、 妨害 に 成功 し て も 安心 し て は いけ ませ ん 。 
妨害 に 失敗 し た 場合 は 、 フ レア ー・ デ コイ を 投下 し ます 。 フ レア ー は 関 光 を 発し な 
が ら ゆ っ くり と 落下 する 照明 弾 の よう な も の で 、 ミ サイ ル は フレ アー! 3 
て 飛行 を 続け ます 。 フ レア ー は 数 秒 後 に 燃え 尽き て し まう の で 、 で きる だ サイ ル 
を 引き 付け て お いて か ら 投 下す る 必要 が あり ます 。 こ れ は フレ アー が 消滅 し た 後に 再 
び ミ サイ ル が こち ら に 照準 を 合わ せる 可能 性 が ある か ら で す 。 性 能 の "悪い" 赤外線 
誘導 装置 で あれ ば 、 妨 害 装置 も フレ アー も 有効 で す が 、" 普 通 の "性能 を 持っ て いれ 
















































































(LUBE CASAS LILA OES. "優れ た "性能 の 8 
どちら も その 効果 を 期待 する こと は 難し いで し ょ う 。 ま た 最新 鋭 の 赤外線 誘 3 
ル に は 、 目 視 ま た は レー ダー に よる 補助 誘導 装置 を 備え て いる も の も あり ます 。 妨 害 
装置 や フレ アー を 使用 する だ け で ミサ イル の 韻 威 か ら 逃 れ ら れる と は 思わ な いよ うに 
し て くだ さい 。 





線 誘 導 ミ 


披 攻 撃 の 特徴 

武器 種類 探索 装置 。 追跡 装置 補助 追跡 装置 主 誘導 補助 誘導 
SA-7*Grail SAM 目視 目視 (な し ) 赤外線 (P ) (な し ) 
SA-7B*Grail SAM 目視 目視 (な し ) 赤外線 (F ) (な し ) 
SA-14°Grail SAM 目視 目視 (な し ) 赤外線 (G) (な し ) 
SA-9Gaskin SAM HEX 赤外線 (P ) (な し ) 
SA-9BGaskin SAM 赤外線 (F ) (な し ) 
SA-11Gopher SAM 赤外線 (G ) 不明 
SA-8Gecko SAM レー ダー 赤外線 (F ) 
SA-8BGecko SAM レー ダー 赤外線 (G ) 
SA-11Gadfly SAM レー ダー 不明 
ZSU-57-2 AAA n/a n/a 
ZSU-23-4 AAA n/a n/a 
ZSU-23-4M AAA n/a n/a 
ZSU-30-2 AAA n/a n/a 
S-60 57mm AAA n/a n/a 
ZU-23 23mm AAA n/a n/a 









* LAR, Te ee tbh ie 
¥ TORENT MRO 
n/a= 該 当 し な い 

(P )=Poor/ 笑 弱 な 性 能 

(F )=Fare/ ま あま あな 性能 

(G )=Good/ 良 い 性 能 





空 xf 2 戦闘 術 

ソ連 製 の MI-24 ハ イン ド は 、 あ な た に 空中 戦 を 強い る 厄介 な 存在 で す 。 その 運動 
性 は AH-64 よ り 劣 る の で す が 、 速 度 で は 優 っ て いる の で 、 全 速 で 逃げ て も 振り 切る 
こと は で きま せん 。 特 に 23 2 VRS 2 門 備え た 新型 の "F" 2, MEBMLEGS? 
存在 で し ょ う 。 従来 型 (D 型 な ど ) の HIND は 機 首 に 旋回 式 の 機銃 を 装備 し て お り (F 
は 固定 )、 地 上 に 静止 し た 標的 に 対し て 連続 的 に 射撃 を 行う 能力 が あり ます が 、 空 中 
温 で 横 方 向 に 飛行 する 標的 に 対し て 正確 な 射撃 を 行う こと は で きま せん 。 し た が っ て 、 
真正 面 か ら 接近 (ヘッ ド ・ オ ン ) する こと や 敵 に 後ろ を 取ら れる こと は 避け な けれ ば 
な り ま せん 。 


典型 的 な ハイ ンド の 戦術 は 、 丘 の 除 で 待ち 伏せ し 、 敵 が 接近 し た ら 前 方 の 機銃 を 射 
撃 し な が ら 突 忠 する の で す 。 ま た 、 敵 の 後ろ を 取 ろ うと し て 旋回 を 繰り 返す の も 特徴 





























oF, 
V4 BASU HHT TC AGS, SME TH BI YY Kio THEMES 
る か 、 攻 撃 に 有利 な 位置 を 取る こと が で きる まで 回 避 運 動 を 続け ます 。 回 避 方 法 
番 確実 な の は 、 一 度 丘 の 陰 に 隠れ る こと で す 。 も し それ が で き な い 場合 は 、 左 か 右 に 
急 旋回 を し ます 。 敵 が こち ら の 方 に 向き 直っ た ら 再 び 素 早く コー ス を 変更 し ます 。 敵 
が 近付い て きた ら 、 敵 の 旋回 速度 が 遅い こと 利用 し て 敵 の 内 側 に 回 り 込 み 、TADS 
で 敵 を 捉え た まま に し て お きま す (必要 が あれ ば 左右 の 視野 を 見 る )。 レ ティ クル が 
WS < Gort, 303 RMS SH L CME RERLET. 


ハイ ンド に 後ろ を 取ら れる と 、 そ の 機関 生 に よっ て 致命 的 な ダメ ー ジ を 被る 可能 性 
=. る の で \ で 敵 を 振り 払う 必要 が あり ます 。 右 か 左 に 急 旋回 を 行い 、 ビ ピッチ ・ 

ッ プ し て 魚 し 、 コ レク ティ プ を 上 げ る か 下げ る か し て 高度 を 急い で 変更 し ま 
+ (ピッ チ ・ ア ッ プ する と 上 昇 す る の で コレ クティ プ を 下げ て も あま り 高 度 は 変化 し 
な い 。 また 低空 で 墜落 する こと を 避け る た め に も “急上昇” を 行う 方 が よい で し ょ う )。 
速力 が 50 ノ ッ ト 以 下 に 落ち た ら 、 側 進 飛 行 を し て 敵 を か わし な が ら 、 尾 部 回 転 現 を 使っ 
て ホバリング 旋回 で 敵 の 方 に 向き 直り ます 。 


ハイ ンド の 運動 性 は 極め て 悪い の で 、 右 か 左 に オー バー シュ ー ト ( 追 越 し ) し て か 
ら 、 旋 回 を 始め ます 。 あ な た は 空中 で ホバリング し な が ら 敵 の 方 を 向い て いる の で す 
か ら 、 そ の まま 前 進 す れ ば 敵 の 後ろ を 取る こと が で きる の で す 。 射程 距離 内 に 近付け 
ば 正面 を 飛行 する 敵 を 敵 隊 する こと な ど 造 作 も な いこ と で し ょ う 。 


新型 の F 型 や 最新 鋭 の 攻 繋 へ リコ プターMi-28 ハ ボッ ク (未確認 ) な ど は 赤外線 追 
必 ミ サイ ル を 装備 し て いる と の 情報 が あり ます 。 こ れ ら は 特に 術 威 的 存在 で ある こ と 
は 間違い 無い で し ょ う 。 西 ヨー ロッ パ 戦 線 で 第 一 線 部 隊 の へ リコ プター と 遭遇 し た ら 
それ ら が ミサ イル を 発射 し て くる か も し れ な いこ と に 十分 注意 し て お きま し ょ う 。 

ー 誘 導 ミ サイ ル は 、 は じ め は 対 ジ ェ ッ ト 機 用 と し て 開発 され まし た が 、 十 分 
へ ヘリコプター に 対す る 八 威 に な り 得 ます 。 管 制 装置 の レー ダー が こち ら に 向かっ て 誘 
導電 波 を 照射 する の で 、 レ ー ダ ー 妨 害 装置 で その 電波 を 妨害 し ます 。 妨 害 に 成功 すれ 
ば ミサ イル は 直進 し 続け る の で ここ で 機体 の 進路 を 変え て ミサ イル を か わし ます 。 ま 
た チャ フ を 投下 すれ ば 、 ミ サイ ル は そちら の 方 に 向かっ て 飛び 去り ます 。 こ こ で 問題 
と な る の は いく つか の レー ダー 誘導 ミサ イル は 補助 誘導 装置 を 備え て いる こと で す 。 
SA- 8 は 、 レ ー ダ ー 誘 導 が 障害 を 起こ す と 赤外線 誘導 に 切り 変わ る よう に な っ て いま 
Ke FERAL CEMELAM, bm aa が 妨害 を 受け る と 目視 照準 で 
誘導 きれ る と 考え られ て いま す 。 し た が っ て 、 レ ー ダ ー 提 乱 は ミサ イル か ら 逃 れる 手 
段 の 第 一 歩 に すぎ ませ ん 。 


目視 誘導 また は レー ザー 誘導 ミサ イル は 、 へ リコ プター に と っ て 最大 の 画 威 と な る 
で し ょ う 。 妨害 装置 や デコ イ も これ ら に 対し て は 効果 が な いか ら で す 。 こ れ ら に 対処 
する に は 回 避 飛 行 を 行う し か あり ませ ん 。 丘 の 背後 に 身 を 隠す の が 一 番 よ い 方 法 で 
し ょ う 。 もしくは 敵 の 視界 (目視 範 胃 や レー ザー 到達 範囲 ) 外 に 飛び 去っ て し まう の 
で す 。 回 避 飛 行 と は 極 低空 を 飛行 し な が ら 、 敵 か ら 遠 ざか る こと で す 。 敵 に 向かっ て 
飛行 を 続け る と 、 た と え 低 科 を 飛行 し て いて も 効果 が あり ませ ん 。 
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すべ て の ミサ イル に は 、 共 通し た 弱点 が あり ます 。 そ れ は 運動 性 能 が 極 
と で す 。 ミ サイ ル が 接近 し て きた ら 、 そ の 飛行 経路 に 対し て 直角 の 方 向 に 
ば 、 ミ サイ ル の 旋回 半径 は 大 きい の で 命中 を 避け られ ます 。 こ の 回 避 方 
ジェ ッ ト 機 な ら ば 非常 に 簡単 に 行え ます が 、 低 速 の へ ヘリコプター で 、 超 音速 で 接近 し 
て くる ミサ イル を 回 避 す る の は 至難 の 技 で す 。 こ の 方 法 に は 高度 の 飛行 技術 、 秒 き ざ 
み の タ イミ ング と へ リコ プター を ミサ イル の 飛行 経路 の "内 側 へ 旋回 " させ る こと の 
で きる 神経 の 大 さ が 要求 きれ ます 。 


次 の 表 は 、 ソ 連 製 の 対空 砲 や SAM の 、 探 索 、 追 跡 、 誘導 シス テム を まとめ た も の 

















で す 。 任務 に 赴く 前 に 、 必 ず イ ン テ リ ジェ ンス ・ レ ポー ト ( 敵 の 情報 ) に 目 を 通し て 
この 表 と 照ら し 合わ せ 、 敵 の 対空 能力 を 確認 する よう に し て くだ さい 。 特に 補助 誘導 
装置 を 持つ ミサ イル を 十分 に チェ ッ ク し て お く 必 要 が あり ます 。 











近代 戦線 に 於 ける 


軍隊 の 装備 





この 章 で の イラ スト は 、 ガ ンシップ を 起動 し た 場合 に 行わ れる ID 質問 に 答え る こ 
と に 役立て て くだ さい 。 ま た ソ連 製 の 対空 砲 、SAM に つい て の 説明 は 、 敵 の 長所 や 
弱点 を 理解 する こと に る も 役立つ で し ょ う 。 





西側 諸国 の 装備 





Ml, MIA] "エイ ブラ ム ス " 主力 戦車 (MBT : Main Battle Tank) 一 米 























主砲 : 105 ミ リ 砲 、120 ミ リ 消 膝 砲 (A1) 

副 武装 :7.62mm 機関 銃 X 2 、12.7mm 機 関 銃 X 1 
装甲 : 複合 装甲 ( 重 ) 

乗員 4 名 

車体 長 :7.9m 

車体 幅 3.7m 

全高 :2.4m (アン テ ナ 除 く ) 

戦闘 重量 : 54.5t 

エン ジン :1500hp ガス ター ビン 

最大 速度 : 72km/h 






性 が 悪い な どの 欠 』 
た も の で は な く 、 全 く 新 し い 思 
戦車 の 設計 で は ソ連 が その 創 
大 








先 を 行き 、 逆 に アメ リカ は 最高 水準 に 達 
、 完 全 に 装 し た の で し た 。 








する に は いま 一 つと いっ た # 

















M2A1 “ブラッ ドレ ー" 歩兵 戦闘 車 (IFV : Infantry Fighting Vehicle) 一 米 
き 


























: アル ミニ ウム ・ ラ ミネ ー ト ( 軽 ) 


乗員 : 3 十 7 名 (搭載 歩兵 ) 
車体 長 :6.5m 
車体 幅 :3.2m 
= : 2.6m 
戦闘 重量 : 22.6t 








: 500hp ター ボ ・ デ ィ ー ゼ ル 
最大 速度 : 66km/h 


M 2 は 、 高 速 の M 1 と 同等 の スピ ー ド で 行動 する 能力 を 持ち 、 ソ 連 の BMP に 対抗 すべ 
く 新しく 開発 され た 歩兵 戦闘 車 で す 。 従来 の 装甲 兵 上 輸送 車 (APC : Armored Personnel 
Carrier) より ゃ 重 武 装 を 備え 、 戦 闘 能 力 を 高め て あり ます 。 し か し 装甲 は それ ほど 強固 
で は な く 、 重 装備 の た め に 内 部 は 少々 狭く な っ て 搭載 で きる 人 数 が 少な く な っ て いま す 。 
M113 よ り 戦 闘 能 力 が 優れ て いる と は いえ 、 敵 の 戦車 と 遭遇 し た 場合 に は : 

TOW ミサイル は も は や 決定 的 な 対戦 車 兵 器 と は いえ な く な な っ て し まっ て い 











M113A3 装 甲兵 員 輸 送 車 (APC : Armored Personnel Carrier) 一 米 











主 武装 :12.7mm 機関 銃 
装甲 : ア ルミ ニウム ノ グ 鉄 ( 軽 : 12 一 44mm) 
乗員 : 2 十 7 名 (搭載 歩兵 ) 
車体 長 :4.9m 
車体 幅 2.7m 
:1.9m 
kr 量 ・12.1t 

ン :275hp ター ボ ・ デ ィ ー ゼ ル 
最大 速度 : 66km/h 

この 兵 由 輸送 車 は ベト ナム 戦争 で 使用 され 、“ 戦 場 の タク シー" な ど と 呼ば れ て いま し た 。 
A3 は その 最終 型 で す 。 歩 兵 を 敵 の 銃火 (あく まで 軽 火器 ) か ら 守 りな が ら 輸 送 す る こと が 
で き 、 装備 の 悪い 敵 と 戦う 場合 ( 対 ゲ リラ 戦 な ど ) は 有効 な 兵器 で 、 現在 で も 世界 各国 (49 
カ国 ) で 使用 きれ て いま す 。 LP LR PROM ST で は 新しい M2 に その 座 を 
譲り つつ あり ます 。 




















M163 “バル カン " VADS 自 走 対空 砲 (SPG : Self-Propelled AA Gun) 一 米 





武装 : 20mm ガト リン グ 砲 

装甲 : アル ミニ ウム グ 鉄 ( 軽 : 12 一 38mm) 
乗員 : 4 名 

車体 長 :4.9m 

車体 幅 :2.9m 

全高 : 2.7m 







12.3t 
215hp ディ ー ゼ ル 
最大 速度 68km/h 


M163 は バル カン 対空 





戦闘 重 


シス テム (Vulcan Air Defense System) と 呼ば れる 対空 砲 を 、 

M113APC の 車体 に 搭載 し た も の で す 。 こ の シス テム は 現在 標準 的 な 航空 機 拾 載 用 の 機関 
砲 で ある M61 を 対空 用 に 変更 し た (発射 速度 を 落と し て あぁ ある) M168 と 、 レ ー ダ ー 測 距 
ジャ イロ ・ コ ンピュータ で 構成 され て お り 、 射 手 は コン ピュ ー タ の 指示 する 英機 の 
置 を 狙っ て 射 軸 する 必要 が あり まし た (つま り 、 自 動 照準 で は な い )。 こ の 兵器 は 低速 で 
飛行 する 飛行 機 や へ リコ プター に は 効果 が あり ます が 、 低 空 を 高速 で 飛行 する 標的 に 対し 
て は 歯 が 立ち ませ ん で し た 。 現在 、 こ の シス テム は 新しい 照準 装置 、 ア デジ タル ・ コ ン ピ ビュー 
タ の 装備 や 旋回 装置 の 改良 に よっ て その 能力 は 向上 し て お り 、PIVADS (Product Im- 
provd Vulcan Air Defense System) と 呼ば れ 、 近 距離 防空 兵器 の 中 核 と し て 使用 きれ 続け 
て いま す 。 




















M247 “サー ジャ ント ・ ヨ ー ク " DIVAD 自 走 対空 砲 一 米 








: ポ フ ォ ー ス 40mm 機関 砲 X 2 
: 7.62mm 機関 砲 
: 鉄 (中 程度 ) 
13% 
> 7.1m 
・3.6m 
・4.6m (アン テ ナ 含 む ) 
: 60t 
: 750hp ディ ー ゼ ル 
最大 速度 : 48km プ h 

M247 は M163 に 替わる 、 新 し い DIVAD (Division Air Defence : 師団 防空 ) シス テム と 
し て 開発 され 、 第 一 次 世界 大 戦 の 英雄 “Alvin C York” 軍曹 の 名 に ちな ん で “サー ジャ ン 
ト ・ ヨ ー ク ”" と 名 付け られ まし た 。 こ の 兵器 は 旧式 の M48 戦 車 の 車体 と 、 西 側 諸国 で 長期 
間 使 用 きれ 続け て いる ボ フ ォ ー ス 40mm HARA» 5 2, —bIBREARIS RA ESTAS AN 
グズ APG-66 射 撃 管制 装置 は ドー16 戦 闘 機 の 搭載 し て いる も の と 同じ で 、 探 索 、 追 跡 か ら 射 
緊 まで 完全 に 自動 化 さ れ て いま す 。 


し か し 、M247 は 地上 部 隊 の 短 ・ 中 距離 防空 戦力 を 長い 間 保 育 し て いな か っ た 米 陸軍 の 期 
待 を 集め て いた に も 関わ ら ず 、 価 格 の 高騰 や 旧式 化し た 車体 の 再 利 用 に 関す る 問題 か ら 量 
産 が 中 止 さ きれ て し まい まし た 。 



























































M48A1 “チャ パラ ル " 地 対 空 ミ サイ ル (SAM) シス テム ー 米 














cl 
ae, V YY . Y . 

J TS 
: MIM-72C 赤外線 追尾 地 対 空 ミ サイ ル X4 
15% 
> 6.1m 
・2.7m 
2.7m (カバ パー 装着 時 ) 
は ・11.5t 

: 202hp ディ ー ゼ ル 
最大 速度 : 61km プ h 

"チャ パラ ル " は 、 米 陸軍 が 低 高度 で 接近 する 航空 機 を 撃隊 する た め に 開発 し た 対空 ミ 

サイ ル シ ス テム で 、 こ の シス テム を M730 牽 引 軌 道 車 に 搭載 し た の が M48 で す 。 ミ サイ ル 
本 体 は サイド ワイ ンダ ー を 地 対 空 用 に 改造 し た も の で 、 4 発 装備 で きま す (予備 に 8 FE 
載 し て いる )。 照 準 は 光学 式 で 、 ミ サイ ル 自 体 が が 標的 に ロッ ク ・ オ ン し て か ら 発 射す る 
こと に な り ま す 。 通常 は M163 と レー ダー 車両 ( 敵 機 の 探索 を 行い 、 デ ー タ を 各 車両 に 送る ) 
と と も に 行動 し ます 。 こ の シス テム 自体 は 索敵 装置 を 持っ て いま せん 。 






























メル カバ Mk2 主力 戦車 ニ イ ス ラ エ ル 














主砲 : 105mm fa 
副 武 装 :7.62mm 機関 銃 X3.60mm IEF, 
装甲 : 鉄 ( 重 : 最大 150mm 以上 ) 
乗員 : 4 名 ( 他 に 兵員 を 6 名 搭載 可能 ) 
車体 長 :7.5m 
車体 幅 :3.7m 
全高 :2.8m 
戦闘 重量 : 66t 
エン ジン : 1200hp ディ ー ゼ ル 
最大 連 度 46km プ h 

メル カバ は イス ラ エ ル が 独自 に 開発 し た 戦車 で 、 そ の 設計 は 実戦 経験 に 基づく 独創 前 な 
も の と な っ て いま す 。 装 甲 は 厚く 、 特 に 前 面 の 装甲 は 強固 で あり 、 前 方 に 配置 きれ た エン 
ジン も その 装甲 の 一 部 と し て 考え を られ て いま す 。 後部 に は 脱出 ハッ チ が あり 、 ま た 簡単 な 
兵員 輸送 室 $ あ り ま す 。 こ れ ら は 人 的 戦力 の 乏しい イス ラ エ ル の 人 命 第 一 の 思想 に よる も 
の と 思わ れ ま す 。 武装 は NATO 標準 の 105 ミ リ 砲 で 攻撃 力 は 少々 劣り ます が 、 1987 年 か ら 
生産 が 開始 きれ た Mk 3 は M1A1 と 同じ 120mm 砲 を 搭載 し て いる と の 情報 が あり ます 。 




















UH 一 60 “ブラ ッ ク ホ ー ク " 兵員 輸送 ヘリ コ プ タ ー 一 米 (1/224—-N) 











・ 機関 銃 、 ヘ ルフ ァ イ ア 、 ロ ケッ ト な ど 装 備 可能 
: ケブラー・ 複 合 (軽微) 

: 3 十 11 ( 重 装備 ) ~14 (最大 ) 名 搭載 可能 
・15.3m (回 転 環 除く ) 

: 2.4m 

: 3.8m 

: 7、375kg 

T700-GE-700 (1, 560shp) x 2 

最大 速度 : 296km プ h (水平 飛行 ) 


プラ ッ ク ホ ー ク は 米 陸軍 の 新鋭 の 汎用 輸送 へ ヘリコプター で 、 旧 式 化 し た UH 一 1 の 後継 機 
と し て 開発 され まし た 。 双発 で 、 軽 微 な が ら 装 皿 を 持ち 、 面 衛 敵性 を 重視 し た 設計 か ら 、 
戦場 に お いて より 安全 で 信頼 性 の 高い 機体 で ある と 言え る で し ょ う 。 そ の 優れ た 性 能 か ら 
さま ざま な 派生 型 が 生産 され 、 米 4 軍 で 使用 きれ て いま す 。 プ ラッ ク ホ ー ク は ヘル ファ イ 
ア を 捨 載 す る こと も で きま す が 、 高 度 な 火器 答 制 装置 は 装備 し て いな い の で 、 そ の 攻撃 能 
力 は AH-64 と 比較 で きる ほど 高く は あり ませ ん 。 



















マク ダネ ル ・ ダ グラ ス 500MD “ディ フェ ンダ ー" 攻撃 ヘリ コ プ タ ー 一 米 





aks :TOW ミサ イル Xx 4 

副 武装 : 各 種 

12% 

: 7.6m 

:3.2m 

・2.6m 

量 : 1.361kg 

: アリ ソン 250-C-20B (420shp) 
最大 速度 : 221km/h (水平 飛行 ) 


ディ フェ ンダ ー は 小型 で 安価 な 攻撃 へ リコ プター で 米 軍 は 使用 し て お ら ず 、 イ スラ エル 、 
ケニヤ 、 大 韓 民 国 な ど で 使用 きれ て いま す 。TO0W 対 戦車 ミサ イル の ほか 、7.62 ミ リ “ミニ 
ガン "、40 ミ リー・ グ レネ ー ド ・ ラ ンチ ャ ー、2.75 イ ンチ FFAR な ども 装備 可能 で す 。 ま た 
オプ ショ ン と し て 、TOW 用 マス ト ・ ト ッ プ サイ ト (回 転 翼 の 上 に 取り 付け る 照準 装置 . 木 
の 義 な ど に 隠れ な が ら 照 準 が で きる )、FLIR、 空 対空 ミサ イル 、 各 種 コ ンピュータ 補助 装 
置 も 搭載 で きま す 。 


























東側 諸国 の 装備 





T-74 主力 戦車 一 ソ連 














: 125 を 砲 ソ ミサ イル 発射 和 
: 7.62mm 機関 銃 。12.7mm 機関 銃 
・ 鉄 (一体 成形 : 中 程度 ) 

3 名 

車体 長 :7.4m 

車体 幅 :3.4m 








全高 : 2.2m 
戦闘 重量 : 42t 





エン ジン : 985hp ガ スタ ー ビ ン 
最大 速度 : 75km/h 
T-74 は 、 第 二 次 世界 3 ECU» 

と 丸い 砲塔 ( 耐 弾 性 が 高い ) と 高速 性 (米国 防 省 発行 の 87 年 度 版 “SOVIET MILLITARY 
POWER” に よれ ば 最高 速度 は 90km プ h と な っ て いる ) を 備え て いま す 。125 ミ リ 砲 は 攻撃 
能力 が 高く ( 対 
照準 装置 や 夜間 暗 視 装置 は 西側 の 戦車 の 水準 ! 
す (それ で も 形状 は 優れ て いる < 

報 は まだ あり ませ ん が 、 次 期 主力 戦車 で は 装備 し て る こと が 十分 予想 され ます 。 今 の と こ 
ろ 、 西 側 の 対戦 こ 対 抗 す る た め に 金属 製 の 小さ な 箱 型 の 補助 装甲 を 砲塔 の まわ りや 
車体 前 面 に 取り 付け て いる も の も ある よう で す 。 ま た 、 こ の 戦車 は 排気 装置 の 形状 か ら 、 
ガス ター ビン ・ エ ンジ ン を 搭載 し て いる と 想像 され て いま す 。 


BMP- 2 歩兵 戦闘 還 ソ 連 























































: 30mm 機関 砲 
: AT-5 “スパ ンド レル " 対戦 車 ミ サイ ル , 7.62mm 機関 銃 
: 鉄 ( 軽 ) 
・3 十 7 名 (搭載 歩兵 ) 
:6.9m 
: 3.1m 
・2.1m 
14.6L 
ン : 350hp デ ィ ー ゼ ル 
速度 : 80km ノ h 
BMP-1 は IFV の コン セプト (歩兵 支援 用 の 軽 砲 、 計 戦車 ミサ イル を 装備 し な が ら 、 一 
よ を 搭載 し て 行動 で きる ) を 打ち 出し た 画 期 的 な 存在 で し た 。BMP- 2 は その 











個 
改良 型 で 、 新 し い 30 ミ リ 機 関 砲 と 対戦 車 ミ サイ ル を 搭載 し て お り 、 そ の 戦闘 能力 は 向上 し 
て いま す が 、 兵 貞 搭載 用 の スペ ー ス が 一 人 分 だ け 小 さく な り ま し た 。 また 、 この 車両 は 「 グ 





レイ ル 」(SA-7、-7B、SA-14 な どの 携帯 式 地 対 宅 ミ サイ ル ) を 搭載 し て 、 いら の 攻撃 
に 備え て いま す 。 そ れ ら を 発射 する 場合 は 、 が 後部 上 面 の ハッ チ を 開き 、 立 ち 上 が っ 
て 発射 し ます 。 


BTR-70 装 甲兵 員 輸送 車 ー ソ 連 

















主 武装 :14.5mm 機関 銃 

副 武装 :7.62mm, 機関 銃 . 30mm グレ ネー ド ・ ラ ンチ ャ ー 
装甲 ・ 鉄 ( 軽 ) 

乗員 ・2 十 9 名 (搭載 歩兵 ) 

車体 長 :7.5m 

車体 幅 :2.8m 





全高 :2.3m 
戦闘 重量 : 11.5t 
エン ジン :120hp ガソリン Xx 2 





最大 速度 ・80km/h 

この 水陸 両用 の 8 輪 装甲 車 は 、1950 年 代 後半 に 開発 きれ た BTR-60 の 発展 型 で 、 そ の 設 
計 は BMP と 比べ る と や や 時 代 遅 れ な 感じ が し な いで も あり ませ ん 。 装 申 も 注 く 、 武 装 も 
貧 騰 で 、 ト ラン スミ ッ シ ョ ン の トラ ブル が 多い (エン ジン を 2 其 搭 載 し て お り 、 右 エン ジ 
ン が 第 1 3 車軸 を 、 左 エン ジン が 第 2, 4 車軸 を 回 転 き せ て いる 。 片方 の エン ジン が 止 
まっ て も 行動 で きる 利点 は ある ) な どの 欠点 が あり ます が 、 路 上 、 平 坦 地 に お ける 機動 性 
の 高 さ は 、 兵 員 輸 送 車 と し て は まだ まだ 有効 な 兵器 で ある と 言え る で し ょ う 。 こ の 車両 の 








最大 の 欠点 は 、 兵 上 員 用 の ハッ チ が 上 面 に 設け て ある た め 乗 降 に 時 間 が か か り 、 兵 貞 を 敵 の 











砲火 に きら す 危 険 が ある こと で す 








MT 一 LB 装甲 輸送 車 (Armored Carrier) — 























: 機関 銃 X 1 
: 鉄 ( 軽 : 7 一 14mm) 
: 2 十 11 名 (搭載 兵員 ) 









: 240hp ディ ー ゼ ル 
と ・61.5km ノ h 


この 車両 は APC、 戦 闘 指揮 車 、 砲 判 引 車 、 輸 送 車 な ど と きま ざま な 用 途 に 使用 され る 
送 車 で す 。 沼 地 や 傾斜 地 で の 走破 性 に 優れ て お り 、 価 格 も 安い な どの 長所 を 備え 
THETA, BMP と 異な り 、MT 一 LB は 純粋 な 戦闘 用 と し て 設計 され て いな い の で 、 最 
前 線 で 直接 敵 と 対 峠 する よう な 用 法 に は 難 が あり ます 。 


























ZSU 一 23 一 4 “シル カ " 自 走 対空 砲 一 ソ連 






































武装 : 23mm 機関 砲 X 4 

装甲 ・ 鉄 ( 軽 : 9 一 15mm) 
EEL 14% 

車体 長 :6.5m 

車体 幅 :3.0m 

















: 3.8m (レー ダー 含む ) 
量 :20.5t 

: 280hp デ ィ ー ゼ ル 

: 44km/h 


ZSU と いう 形式 名 称 (これ を も じ っ た “Zoo” と いう あだ名 も ある ) は 自 走 対空 砲 を 表 
し 、 こ れ に 続く が 対空 砲 の 口径 と その 門 数 を 表し て いま す 。 こ れ ら ZSU は 、 強 力 な 
・ 対空 砲 と コン ピュ ー タ 化 さ きれ た レー ダー 射撃 管 抽 装置 を 軽量 の 車体 と 組み 合わ せ た 、BMP 
* 称 され る 進歩 的 設計 と 発展 性 を 持つ 兵器 で す 。 こ の 4 連装 23mm 機関 砲 は 発射 と 同 
時 に 砲身 が 急激 に 加 然 する の で 、 3 一 5 秒 お き に 発射 し な けれ ば な ら な い 欠 点 が あり ます 
が (水冷 式 )、 そ れ で も 、 1 回 の 射 英 で 200 発 の 弾丸 を 空中 に 発射 する その 成 力 は 特筆 すべ 
きも の が あり ます 。 初 期 刑 の レー ダー は 200 フ ィ ー ト 以下 の 高度 を 飛行 する 標的 を 発見 で 
き な い と いっ た 笠 点 が あり まし た が 、 新 型 の レー ダー・ シ ステ ム は 探索 ・ 解 像 能力 と も 向 
上 し て いま す 。 ま た 、 光 学 照準 機 も 装備 し て いる の で 、 レ ー ダ ー が 妨害 を 受け て 6 攻撃 を 
続け る こと が で き 、 西 側 の パイ ロッ ト の 大 き な 術 威 と な っ て いま す 。 ま た その 命中 精度 、 
破壊 力 は と も に M163 の 1.5 倍 の 能力 を 持つ と きれ て いま す 。 


ZSU 一 30 一 2 自 走 対空 砲 一 ソ連 



























武装 : 30mm 機関 砲 X 2 
装甲 ・ 鉄 ( 軽 ) 
乗員 ・ 3 一 4 名 


車体 長 :6.2 一 6.7m く 形 状 不 D> 
車体 幅 5 3.0~3.3m 
全高 : 不明 
重量 1 20~30t 
エン ジン i ディ ー ゼ ル 
最大 速度 ・ 不明 

存在 は 確認 は され て いま せん が 、 情 報 に よれ ば ソ連 は 30mm 機関 砲 を 2 門 搭載 し た 新型 の 
自 走 対空 砲 の 配備 を 1983 年 より 進め て いる と の こと で す 。 詳細 は 不明 で す が 、 優 れ た 電子 
機器 を 装備 し て いる も の と 予想 され 、 ま た 30mm 機関 砲 の 破壊 力 と 相まって 、 西 側 の 攻撃 
ANY OKELBMEZSILTL 13. 


ZSU 一 57 一 2 自 走 対空 砲 一 ソ連 























(ーー 
武装 ・57mm 機関 砲 X 2 
装甲  : 鉄 ( 軽 ) 
乗員 : 6 名 








車体 長 :6.2m 


車体 幅 3.3m 


全高 :2.8m 
戦闘 重量 : 28.1t 
エン ジン : 520hp ディ ー ゼ ル 








最大 速度 50km/h 

この 自 走 対空 砲 は 1950 年 代 の 車体 と 対空 砲 
追跡 (旋回 ) 速度 は 遅く 、 照 準 器 は 光学 式 の み で 、 そ の 能力 は レー ダー を 装 
の 車両 な ど と は 比べ も の に も な り ま せん が 、 57mm 機関 砲弾 の 破壊 力 は 大 きく 、 直撃 弾 を 
受け る と 、 装 甲 を 装備 し た A-10 や AH-64 で さえ も 致命 的 な 被害 を 受け る と きれ て いま す 。 
この 車両 は ソ連 の 武器 供与 団 の ほとん ど に 配備 され て いま す 。 現 在 は 、 主 に 地上 攻撃 用 兵 
器 と し て 使用 され て いる よう で す 。 


S-60 57mm 対空 機関 砲 一 ソ連 


を 組み 合わ せ た だ け の 旧式 な 兵器 で す 。 砲 の 
ALT Sie 























"な も 
・7 名 
・8.5m (牽引 量 
・2.1m( + ) 
・2.6m( ヶ ) 


:4.5t (戦闘 時 ) 

この 旧式 の (1950 年 に 発表 )、 し か し 威力 の ある 中 型 の 対空 砲 は 、 ソ 連 の 武 問 供与 国 の 
ほとん ど に お いて 使用 され て いま す 。 照 進 は 光学 式 で す が 、SON-9A 射撃 管制 レー ダー と 
PUAZ0-6/60 デ ィ レ クタ ー (指示 器 ) を 組み 合わ せる こと に よっ て 、 長 距離 の 命中 確率 
を 向上 きせ る こと が で きま す 。 ベ トナ ム 戦 争 中 、 米 国 機 に 対す る 最も 効果 的 な 対空 火器 で 
ある と きれ て いま し た 。 現在 、 こ の 兵器 を 使用 し て いた 第 一 線 の 部 隊 は 、 そ の 装備 を 
SA-8 に 換え つつ あり ます 。 


ZU 一 23 23 ミ リ 対 空 機関 砲 一 連 
























ZU 一 23 は 安価 で 、 高 速 発射 可能 な 牽引 式 の 近 距 離 対空 砲 で あり 、 ソ 運 の 武器 供与 国 で 
広く 使用 され て いま す 。 軒 “4 運搬 や 設置 が 簡単 に 行え る の も 大 き な 特 徴 で す 。 砲 
自体 は 非常 に 優れ て いる の で す が ("シル カ " は これ を 4 門 積 ん で いる )、 照 準 装置 に レー 
ダー の 併用 が 考 慮 され て いな い の で 、 束 敵 ・ 命 中 能力 は 劣っ て いま す 。 


















SA-7、-7B “グレ イル ", SA-14 “グレ ムリ ン " 携帯 式 地 対 空 ミ サイ ルー ソ連 


SA-14 
全長 
直径 
重量 
ミサ イル 直人 
ミサ イル 重 】 
弾頭 重量 





これ ら の 赤外線 追尾 ミサ イル は 1967 年 の 中 東 戦争 以来 、 ソ 連 の 小 部 隊 の 自衛 用 対空 火器 
と し て 広く 使用 きれ て きま し た 。 初 期 型 の SA-7 は ジェ ッ ト 排 気管 を 真 後 の か ら 狙い 幣 ち 
する 必要 が あり 、 フ レア や 妨害 装置 で 簡単 に 揚 乱 され て いま し た 。SA-7B の シー カー は 
改良 され 、 幾 分 性 能 も 向上 し まし た が 、1.2kg の 弾頭 ( 詐 薬 0.37kg) の 威力 は 小 きく 、 命 
中 し て も 尾部 を 破損 する だ け に と ど ま る こと が 多かっ た よう で す 。 し か し 、1974 年 に オマ 
ー ン 空軍 の 戦闘 爆撃 機 が 高度 3500m を 飛行 中 に 撃隊 され る と いう こと も あり 、 パ イロ ッ ト 
に と っ て は あな どり が た い 兵 器 で し た 。 新しい SA-14 は シー カー の 性 能 向 上 と 弾頭 の 大 弄 
化 が な され て いま す 。 こ れ ら の ミサ イル の 最大 射程 距離 や 最大 到達 高度 に 関す る 西側 諸国 
の 予測 は さま ざま に 分 か れ て いま す 。 

現在 、 こ れ ら の ミサ イル に 替わる 新型 の SA-16 の 配備 が 進め られ て いる と の 情報 が あり 
ます が 、 こ れ は 誘導 装置 に レー ザー を 用 いて お り 、 従 来 の 方 法 で は 妨害 する こと が で き な 
いと され て いま す 。 





SA-6 “ゲイ ン フ ル " 自 走 地 対 空 ミ サイ ルー ソ連 















































: 鉄 ( 軽 : 最大 9.4mm) 

1 3 名 

: 6.8m 

:3.2m 

:3.45m (ミサ イル 含む ) 
:14.0t 

: 240hp ディ ー ゼ ル 

束 度 : 44km/h 


:5.8m 
・1.52m 
・0.34m 
: 625kg 





誘導 [装置 は セミ ・ ア クティ ブ ・ レ ー ダ ー) 
最大 射程 : 27km 
最大 高度 : 12km 

この ミサ イル は 、 長 距離 対空 ミサ イル の SA-5 と "シル カ " な どの 近 距 離 対空 兵器 の ギャ ッ 
プ を 埋め る た め の 中 距離 SAM と し て 開発 きれ 、 ソ 連 の 武器 供与 国 の 多く で 使用 きれ まし 
た 。 こ の 車両 は 発射 装置 の み 装備 し て お り 、 同 型 の 車体 に レー ダー を 搭載 し た 車両 と 共に 
行動 し 、 敵 機 の 捜索 や 追跡 、 ミ サイ ル の 誘導 は この レー ダー 車 が 行い ます 。 こ の ミサ イル 
は 1973 年 の 第 四 次 中 東 戦争 で 初め て 実戦 に 投入 され 、 戦 闘 の 初期 段階 に お いて 大 き な 戦 
を 上 げ ま し た 。 SA-6 は 機 中 部 隊 と 行動 を 共に で きる 優れ た 機動 力 を 備え て いた の で 、 広 
く 使用 きれ て いま し た 。 し か し 、 レ ー ダ ー や 装置 は 1960 年 代 に 開発 され た も の で 、 妨 
害 な ど に 対し て 脆弱 で す 。 現在 は 、 新 し い SA-11 と 交替 が 進め られ て いま す 。 






















SA 一 8 “ゲッ コー" 自 走 地 対空 ミサ イル ー ン ソ連 















































エン ジン : 175 デ ィ ー ゼ ル 








最大 速度 : 60km プ h 
ミサ イル 
全長 13.2m 
全幅 : 0.6m 
直径 :0.21m 
発射 重量 : 130kg 
誘導 方 式 : レー ダー・ コ マン ド 
最大 射程 12km 
最大 高度 : 13km 
ご く 最 近 まで ワル シャ ワ 条 約 機構 軍 の 第 一 線 兵器 で し た が 、 い くつ か の ソ連 の 武器 供 呈 
















国 (シリ ア 、 イ ラク な ど ) へ の 輸出 が 開始 され て いま す 。 こ の 下 両 は 控 トド レー ダー 
を 装備 し て いま す が 、 他 の 探索 レー ダー・ シ ステ ム か ら の 情報 を 受け て 控 CI ILO Bee 






攻 敵 する こと も で きま す 。 標 的 の 追跡 は 通常 レー ダー で 行い ます が 、 レ ー ダ ー が 
けた 場合 に は TV 追跡 装置 を 使用 する こと が 可能 で す 。 ま た ミサ イル に は 赤外線 誘 
も 搭載 され て お り 、 レ ー ダ ー 誘 導 シ ステ ム が 使え な い 場 合 (妨害 や 故障 ) は 、 こ の 方 
バッ クア ッ プ を する よう に な っ て いま す 。 ミサイル は マッ ハ 2 以上 の スピ ー ド で 飛翔 する 
こら 0 で 運動 性 能 も 非常 に 優れ て いる の で す が 、 射程 距離 が や や 短い と いう 欠点 が あ 
り ま す 。 ま た この 車両 は 同 2 つの 標的 を 攻 回 する こと が で き ます 。 後期 型 の SA-8B 
潜り 靖 の あい を サ イル ほ を の コン テ ナ に 収め て 装備 し て いま す 。 


SA 一 9 “HAL” 自 走 地 対空 ミサ イル ー ン ソ連 



















・ 鉄 ( 軽 : 5 一 14mm) 


・2.4m 

:2.3m (移動 時 ) 
fie: 7t 

:140hp ガソリン 
2 100km/h 


2 1.8m 
: 0.34m 
: 0.11m 
量 : 43kg 














誘導 方 式 ・ 赤外線 追尾 
最大 射程 : 6.5k 
最大 高度 ・ 
この 軽量 の 装 を 甲 車両 は 、 EE ミサ イル を 搭載 し て いま す 。 ミ サイ ル は 
で 発射 し ます が 、SA-9B は 単純 な レー ダー を 装備 し て お り 、 射 手 は 標的 の 
知る こ ie が で きま す 。 ミ サイ ル 自 体 は SA-7 を 大 型 化し た も の で す が 、 依 然 と し て 
小 きく 、 更に 最小 発射 距離 ・ 高 度 が 大 きく な る な どの 弊害 が あり まし た 。 こ の シス 
テム は 、1981 一 82 年 の レバ ノン 紛争 で イス ラ エ ル 空 軍機 に よっ て その 多く が 敵 に 被害 を 与 
える こと な く 刺 破 され た 事実 か ら 、 そ の 存在 価値 が 問題 視 さ れ ま し た 。 


SA-11 “ ガ ド フ ライ ” 自 走 地 対空 ミサ イル ー ソ 連 
























: 鉄 ( 軽 : 最大 9 mm) 

: 4 名 

:9.4m 

:3.1m く < 形 状 不 明 > 
:3.7m 

16t 

: 50km/h 


:5.6m 
:1.2m 
:0.4m 
650kg 
セミ ・ ア ク デ イプ 











この ミサ イル は 、SA-6 の 後継 と し て 開発 され まし た 載 車 両 は SA-6 と 同じ 車 
体 を 利用 し て いま す が 、 レ ー ダ ー を 装備 し 、 発 射 装 置 も 4 連装 に な り ま し た 。 これら 
の 車体 ・ ミ サイ ル と も SA-6 と 互換 性 が あ り 、SA-11 ミ サイ ル を SA-6 の 車両 か ら 発 
射す る こと も 、SA-11 の 車両 か ら SA-6 ミ サイ ル を 発射 する こと も で きま す 。 ミ サイ 

誘導 方 式 は 、 標 的 が 反射 す nt ダー 波 を 捉え て ミサ イル が 自動 的 に 標的 に 向 か 
う + アク ティ プ ・ レ ー ダ ー で す 。 ミ サイ ル の 飛翔 速度 は 大 きく (マッ ハ 3 程度 )、 
その 運動 性 能 も 優れ て いる と 予想 きれ て いま す 。 ま た 、 補 助 誘導 に TV か レー ザー 誘 
導 装 置 を 備え て いる と も 予想 され て いま す 。 


SA-13 “ ゴ フ ァ ー" 自 走 地 対空 ミサ イル ー ン ソ連 









































車体 

装甲 ・ 鉄 (HES 最大 14mm) 
乗 : 3 名 

全長 6.6m 

全幅 :2.9m 

全高 ・3.8m (発射 時 ) 
戦闘 重量 : 13t 

エン ジン : 240hp ディ ー ゼ ル 
最大 速度 : 55km プ h 

ミサ イル 

全長 ・2.2m 

全幅 : 0.40m 


: 0.12m 
I: S5kg 
誘導 方 式 : 赤外線 追尾 
最大 射程 : 10km 
最大 高度 : 5km 

SA-13 は 、SA-9 に 代わ る 新しい 機車 部 隊 の 近 距 離 防空 シス テム と し て 開発 され まし た 。 
この 車両 は MT-LB の 車体 を 用 いて お り 、 探 索 用 レー ダー も 備え て いま す 。 レーダー は 測 
距 専用 で す が 、 敵 機 カ 線 追尾 装置 の ロッ ク ・ オ ン で きる 範囲 内 に いる こと を 射手 
ら せ 、 ミ サイ ル を 無駄 区 ち する こと を 防ぐ 機能 が ある と され て いま す 。 ミサ イル の 誘 
置 は 、 妨 害 装置 や フレ ア に 対抗 する た め に 、2 種類 の 波長 の 赤外線 を 走査 し 、 そ れ ら を 一 
間 す る 方 法 を 取っ て いま す 。 ま た 、 感 度 も 向上 し て お り 、 排 気 だ け で な く 、 空 

1 常 び た 機体 の 表面 に も 反応 し ます 。1980 年 に 存在 が 確認 きれ た SA-13 は 

現在 実戦 部 隊 で 使用 され て いる 対空 兵 























器 の な か で 最も 優れ て いる と 言え る で し ょ う 。 こ の 
aol シャ ワリ 条約 機構 の 構成 国 や いく つか の 武器 供与 国 で 使用 きれ て いま す が 、 そ の 
場合 は この 車両 に 旧式 の SA-9 を 装備 し て いる こと も ある よう で す 。 








Mi-24 * ハ イン ド - D” 攻撃 ヘリ コ プ ターー ソ 連 














重量 : 12.1 ト ン 

主要 装備 : 各種 

補助 fii: 2800 ポ ンド 爆弾 、 ロ ケッ ト 人 砲 な ど 
装甲 : 軽量 (チタ ニウム ? ) 

well: 3% 

全長 (ハル の 長き ) : 33.77 メ ー ト ル (回 転 音 部 を 除く ) 

全 巾 (ハル の 市 ) : 約 16 メ ー ト ル (回 還 














HS : 3.2 メ ー ト ル 
エン ジン : Lotarev D-136 型 ター ポ シ ャ フト ジェ ッ ト エ ンジ ン 、 ト ー タ ル shp 11400 
最大 レベ ル 速 力 : 183mph 

rr ポジ ンド ーー ナー イー まさ に ER BRC i と 呼ぶ 
に ふき さわ し い 機 体 で す (アフ ガニ スタ ン 紛 争 の TV 報道 で 、 そ の 飛行 する 姿 を ご 覧 に な っ 
た 方 も 多い で し ょ う ) ost ンド は ソ連 の 傑作 汎用 輸送 リ Mi-8 “ヒッ プ " か ら 発 展 し た 
ee 1974 年 に 初め て その 機 で 速度 記録 を 打ち 立て 

) と 攻撃 力 (AT-2 対 戦 』 イル を 4 発 装備 ) に NATO 軍 は 大 き な 衝 撃 を 受け まし た 。 

oan oe ピッ ト が タン デム に な り 、 機 音 下面 に 旋回 可能 な 12.7mm ガト リン グ 砲 を 装備 
し て 、 攻撃 能力 が 向上 し まし た 。 さ ら に E 型 は 新しい AT-3 対 戦車 ミサ イル を 装備 で きる 
まう に が り まし た 。 最 新型 の F 型 は が トリ ング 砲 を 廃し 、 か わり に 23mm 機関 砲 を 2 門 機 
首 右 般 に 装備 し て いま す 。 これ は 出現 当初 ソ連 の 空 開 へ ヘリ と 噂 され まし た が 、 そ う 
で は な か っ た よう で す 。 し が し 、 攻撃 能 力 は 空 対地 ほ = と も 向上 し て いま す 。 ま た 、 















空 対空 ミサ イル も 装備 可能 に な っ た と の 見 方 も ある よう で す 。 


この へ リコ プター は 、 次 期 攻撃 ヘリ Mi-28 “ ハ ボ ッ ク ” の 配備 が 進む 1990 年 代 後半 まで 、 
生産 ・ 使 用 が 続け りら れる と いわ れ て いま す 。 




















th 域 の 選 択 
任 聞 遂行 の 難易 度 が 異な る 5 つの 部 隊 が あり 、 難 易 度 の 順に 並ん で いま す 。 新 し く 
ゲーム を 始め られ る 方 は 、 ま ず 米 国内 の 訓練 部 隊 を 選択 する の が 懸命 で し ょ う 。 こ の 
部 隊 を 選択 し 、「 初 心 者 の た め の 指導 1 ・l」 に 従っ て 技能 の 修得 に 勤め ます 。 そ れ 
か ら 東 南ア ジア や 中 央 アメ リカ で の 任務 を こなし て 実力 を つけ 、 中 近東 や 本 ヨー ロッ 
NOIRE BEA EF 








米国 内 の 訓練 部 隊 














背景 : この 訓練 区 域 は 、 飛 行 、 攻 撃 、 防 御 の 技術 の 修得 に 役立つ よう に ii 
ます 。 こ こ で 敵 の 使用 する 弾薬 は すべ て "空砲 "で すか ら ダ メー ジ を 受け る 心配 な し 
に 、 経 験 や 学習 を 積む こと が で きま す 。 あ る 程度 の 技術 を 持つ パイ ロッ ト も 、 新 し い 
飛行 機動 や 戦術 を 試す 場合 に は “まず この 場所 で 試行 する " こと を 心がけ る よう に し 
て くだ きい 。 こ の 訓練 区 域 は 中 央 に 自分 の 基地 が あり 、 そ れ を 囲む よう に ダミ ー の 標 
的 が 散開 し て いま す 。 













任務 : 「 初 心 者 の た め の 指導 」 に し た が っ て 、 飛 行 を 行ない ます 。 飛 行 、 攻 撃 、 防 御 
OE OMNEM ES, ESRRALY-PE BS 
ンタ ー サ イン は 使用 し ませ ん 。 





敵 の 装備 : この 訓練 区 域 に は ダミ ー の 標的 や ソ連 製 の 武器 に 見 立て た 米 軍 の 兵器 が 備 
えら れ て いま す 。 こ こ に は SA-7、SA-8、SA-9 な どの 地 対 空 ミ サイ ル 、ZSU-23-4 
自 走 対 空砲 、S-60 57mm 計 空 砲 、T-74、BMP、 歩 兵 、 バ ンカ ー、 指 令 部 ・ 補 給 処 

へ リコ プター 基地 の 3 種類 の 地上 施設 な どの 標的 が あり ます 。 





曹長 か ら の アド バイ ス : 

"優秀 な 素質 を 持っ た パイ ロッ ト が "ひよ っ こ ' の まん ま 戦 場 に 出 て いく の を 数 多く 
見 て きた が 、 あ りゃ あ 必 殺 場 に 羊 が 自分 か ら ノ コノ コ 入 っ て いく よう な も ん だ 。 死に 
た く な けり ゃ 、 俺 の 助言 を 肝 に 命じ て 、 せ い ぜ い 訓練 に で も 励む こと だ な 。 未熟 者 に 
と っ ちゃ ガン シッ プ は 飛ば す の も 厄介 だ が 、 そ ん な 腕 で 敵 の 対空 陣地 に で も 飛び 込ん 
で みろ ! そり ゃ も う 厄 介 な ん て モン じゃ な い 。 猛 烈 な 対空 砲火 に 動転 し て 、 頭 ン 中 真っ 
白 。 オ ロ オ ロ し て る 間 に バ ー ベ キュ ー に され て 、 気 が 付い た ら 地面 と 仲良 く な っ て る っ 
て ナ 具 合い さ 。 幸 いこ こ は 訓 練 基地 で 戦場 じゃ な いか ら 、 敵 の 弾 に 当たっ て 死ぬ な ん 
て こと は な い 。 ま 、 何 度 で も 撃た れ て 、 敵 の や り 方 で も 覚 る こと だ 。 そ うす りゃ 実戦 
で も 、 ち っ た あ 落 ち 着 いて 居 ら れる だ ろう よ 。" 


“何で も そう だ が 、 最 初 か の ら 上 手 く こ な そ うな ん て 思っ ちゃ いか ん 。 特 に ヘリ っ て ヤ 
ツ は 面倒 な 代物 さ 。'* コ ツ ' を つか む に ゃ 時 間 が か か る 。 こ いつ を 手足 みた い に 動 か す 
こと が で きる 様 に な る まで 、 ジ ッ ク リ 訓練 を 続け る こと だ な 。 自 動車 学校 と 違っ て 追 
加 教習 し た っ て 懐 が 痛む こと は な い ゼ 。" 








東南 アジ ア 
第 1 空中 騎兵 師団 

背景 : 1965 年 、 米 軍 は 東南 アジ ア の 共産 ゲリラ 勢力 と 戦う た め に 、 こ の 地 に 送ら れ ま 
し た 。 そ こ で 、 史 上 初 の ヘリ ボー ン 部 隊 が ドラ ン 谷 の 戦闘 に 投入 され まし た 。 輸 送 へ 
リコ プター や ガン シッ プ で は 、 ジ ャ ング ル に 潜む 敵 を 捜し 出す こと が で きま せん で し 
た 。 共 産 軍 (正規 軍 、 ゲ リラ と も ) は 旧式 の 武器 し か 装備 し て いま せん で し た が 、 初 
期 の UH-1 や AH-1 は 全く 装甲 を 持た ず 、 流 れ 弾 で “ 百 万 ドル の 空 飛 ぶ 機 械 "が 隊 落 
する こと も し ば し ば あり まし た 。 し か し な が ら 、AH-64A は 重厚 な 装甲 を 装備 し て い 


























る の で 、 こ の よう な 戦場 で は 有利 に 戦闘 する こと が で きる で し ょ う 。 


任務 : この 戦場 で 主要 な 問題 と な る の は 敵 を 発見 する こと で す 。 強力 な 対空 砲 や 
SAM に 遭遇 する こと は めった に あり ませ ん 。 ほ と ん どの 任務 は 敵 歩兵 部 隊 の 制圧 と 
施設 の 破壊 で あり 、30mm RAL FFAR が 最適 の 兵器 と いえ る で し ょ う 。 希 に 、 
バン カー 破壊 が 任務 の 場合 も あり 、 こ の と き は ヘル ファ イア を 装備 する 必要 が あり ま 
す 。 


敵 の 装備 : 敵 の 対空 火器 は 、 ほ と ん ど 23 ミ リ 機 関 破 (ZS-23) また は 57 ミ リ 機 関 砲 

(S-60) で す 。 ま た 、 ゲ リラ 軍 の 装備 する S-60 は レー ダー を 持っ て いま せん 。 へ ヘリ 
コ プ タ ー に 対し て 使用 され た 唯一 の SAM は 旧式 の SAー7 で 、 ほ と ん ど が 施設 防空 用 
で す 。 情報 に よる と 、 こ の 戦域 に は 和 脅威 と な る 敵 の へ リコ プター は 、 状 況 に よほど の 
変化 が な い 限 り 、 存 在 し ませ ん 。 
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曹長 か ら の アド バイ ス : 
"アパッチ は 装甲 つき の ヘリ だ か ら 、 填 の 中 か ら 飛 ん で くる 小銃 弾 な ん か じゃ ビク 
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と も し な い が 、23 ミ リ や 57 ミ リ に は 気 を 付け な いと 、 叩 き 墜 され る 可能 性 は 充分 ある 。 
特に レー ダー の 付い て な い 奴 だ と 、 警告 装置 が 働か な い 。 減 多 に 喰らう こ た ぁ な い が 、 
うっ か り 近 付き すぎ て エン ジン で も 駄目 に し よう も の な ら 、 笑 い ご と で は すま され な 
い 。 高射砲 が 射撃 を 始め た ら 、 た だ ち に 降下 し て 身 を か わし な が ら 、 そ いつ に 仕返し 
し て や る か 別 の ルー ト を 取る か を 決め る ん だ な 。" 





中 央 アメ リカ 

第 82 空 抵 師 団 
背景 : 1983 年 10 月 、 ア メリ カ は グレ ナダ で 次 第 に 替 力 を 拡大 し つつ あっ た 共産 軍 
し て 侵攻 を 開始 し まし た 。 当 時 すでに アメ リカ の 友好 国 で あっ た エル ・ サ ル バ ド ル は 
中 立 を 守り 、 ハ イチ は 独裁 政権 の 末期 で 政情 ・ 経 済 と も 非常 に 泥 迷 し て いま し た 。 ニ 
カラ グ ア の 反 ア メリ カ 政 権 は コス タリ カ と ホン ジュ ラス に 本 拠 地 を 持つ ゲリラ “コン 
FS” の 攻撃 を 受け て いま し た 。 これ ら の アメ リカ 友好 国 と ニカ ラグ ア の 国境 術 突 は 、 
アメ リカ の 派兵 を 促す こと と な り ま し た 。20 年 以上 親 ソ 政権 の 続い て いる キュ ー バ は 、 


















いま だ 米 軍 の 侵略 に 居 え て いま す 。 こ の よう な 状況 の 中 、 第 82 空 括 師 団 が 最も 迅速 に 
部 隊 を 展開 で きる 状態 に あり まし た 。 空中 の 援護 射 次 (この シミ ュ レ ーション で は 





AH-64 が 行う ) に 守ら れ な が ら 、 人 上 員 や 補給 物資 を 新しく 整地 され た 陣地 や へ ヘリ ・ パ ッ 
ド の 上 空 で パラ シュ ー ト 投下 する の で す 。 


任務 : 敵 は 通常 の 軍隊 で す が 、 戦 場 の 地形 は 複雑 で 混乱 を 招き 易く な っ て いま す 。 最 
前 線 を 見 分 ける こと は 非常 に 困難 で す が 、 対 空砲 や SAM や へ リコ プター に 支援 され 
た 敵 の 通常 部 隊 を 発見 する こと は 比較 的 容易 で し ょ う 。 日 中 は 高温 多湿 な の で 、 搭 載 
能力 が 低下 する こと に 注意 し て 下さ い 。 











GULF OF MEXICO ATLANTIC OCEAN 


Havana 


* CUBA. 







PUERTO ST-THOMAS 
RICO. . 
= ce 
= ogee 
= ae HAT ロン DOMINICAN aA 
BELIZE JAMAICA REPUBLIC LFSSER j*, 
ANTILLES て 












CARIBBEAN SEA MARTINIQUE ¢ 





GRENADA :: 
ak 








TRINIDAD > 





Ls 





Caracas ® 
VENEZUELA 











OBEN : 敵 の 戦力 は 大 部 分 が 、BMP 、ZSU-23-4、ZSU-57-2 な どの 車両 に 支援 き 
す 。 SA-9 が この 軍隊 の “ 重 ” 対空 ミサ イル で あり 、 改 良 型 の SA-9B 
に 少数 が 配備 きれ て いる だ け で す 。 歩兵 部 隊 、 地 上 施設 は すべ て SA-7 
を 装備 し て お り 、 そ れ ら の 一 部 は 改良 型 の SA-7B で す 。23 ミ リ 、57 ミ リ 対 空砲 は ど 
ちら も ゃ 防空 任務 の み に 使 用 きれ て いま す 。57 ミ リ 対 空砲 は すべ て 探索 レー ダー を 装備 
し 、 了 予備 部 隊 以 外 は 射 門 管制 装置 も 備え て いま す 。23 ミ リ 対 空砲 は レー ダー を 装備 し 
て いま せん 。 ご く 小 数 の ハイ ンド が 戦場 に 姿 を 表し ます 。 


曹長 か ら の アド バイ ス : 

“ 英 を 密林 の 中 に 住ん で いる 未開 人 ぐら い に 考 えて いる と 、 と ん で も な い 目 に 遭う 
だ ろう よ 。 奴ら は 結構 上 等 な 武器 を 持っ て いて 、 そ の 使い 方 も ちゃ ん と 知っ て る ぞ 。 
レー ダー 警戒 装置 が 騒ぎ だ し た ら “ シ ルカ" か S 一 60 が 近く に いて 、 こ っ ち を 蜂の巣 
に で も し よう か と 狙っ て いる は ず だ 。 そ ん な 時 は 妨害 する だ け じ ゃ 駄目 だ 。 奴 ら が 光 
学 照 準 に 切り 替え る 前 に や っ つけ て し まわ な いと 、 ジ ャ ング ル を 歩い て 基地 まで 選 る 
羽目 に な る ぞ 。 上 手 く 不時着 で きれ ば の 話 だ が ナ 。 東 南ア ジア ん 時 と 同じ で 、 レ ー ダ ー 
を 持っ て な い 23 ミ リ や ZSU-57 に も 気 を 付け る こと だ 。 そ れ と 、 出 撃 前 に 整備 兵 が 
30mm 砲 弾 を フル 搭載 し た か 確認 し と け よ 。 ヘ ルフ ァ イ ア は BMP や "Zoo" を スク ラッ 
プ に する に は 便利 だ が 、 そ れ に 夢中 に な っ て 任務 を 忘れ る よう な 奴 は 、2, 3 日 営 倉 で 
頭 で も 冷や し て も ら う か ら な 。" 











中 東 
第 101 空 中 突撃 師団 
pet 中 近東 は 、 Nis He rater wl と 呼ば れる 危険 地域 で す 。 イス ラ エ ル と 
原 で 戦闘 を 続け て いま す 。 8 年 間 続い 
に 停戦 を 迎え まし た が 、 イ ・ イ 両国 や その 他 い く 
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つか の 周辺 諸国 は 4 『 断 を 許さ な い あり ます 。 米国 の 友好 国 (サウ ジ ・ 
アラ ビア な ど ) AH 求め た り 、 海 峡 路 が 遮断 され 
だ な Sr ど は 、 ア メリ CD E 中 突撃 師団 を 派 








が 、・ cipal Land 2000" と 呼ば れる 実験 
AH-64 は この 新しい 戦闘 の 局面 に お いて 、 
重要 な 役 ieee と に な る こと で し ょ う 。 


任務 : この 地域 で は 、 ソ 連 が 惜しみ な く 供 与 する 最新 式 の 兵器 で 武装 し た 軍隊 を 英 
に 回 すこ と に な り ま す 。 し か し な が ら 、AH-64 こ そ 、 そ れ ら の 敵 を 破 填 せん が た め に 
開発 きれ た 機体 な の で す 。 こ こ で は 、 飛 行 に 対す る 気象 の 影響 を 十分 考慮 し て くだ さき 
い 。 海抜 が 高く 、 高温 な た め 、 搭載 能力 が 低下 する か ら で す 。 敵 の 大 半 は 車両 で あり 、 
それ 故に 、 ヘ ルフ ァ イ ア の 重要 性 が 高まる の で す 。 


敵 の 装備 : 敵 の 多く は ZSU、SA-8、SA-9 に 守ら れ た 戦車 、 装 甲兵 員 輸 送 車 な どの 
機甲 部 隊 で す 。 第 一 線 部 隊 は ZSU-23-4M (後期 型 )、SA-8B、SA-9B、 レ ー ダ ー 射 
レー S-60 を 有 し 、 歩 兵部 隊 は 改良 型 の SA-7B を 備え て いま す 。 第 二 








か 1 




















線 部 隊 の 装備 する 自 走 対空 砲 、 自 走 対 空 ミ サイ ル は 初期 型 で 性 能 は 劣り 、57 ミ リ 砲 は 

















ST 


« Tehran 


Baghdad 


Straits of 


KUWAIT Hormuz 


SAUDI ARABIA. 








管制 装置 を 持ち ませ ん が 、 歩兵 部 隊 の 装備 する “グレ イル " は 後期 型 で す 。 第 三線 ( 子 
備 ) 部 隊 は 旧式 の ZSU-57-2 と 初期 型 の SA 一 9 や SA-7 で 自衛 し て いま す 。 ハ イン ド 
の 配備 数 は 依然 と し て 少な く 、 遭 遇 する チャ ンス は 少な いで し ょ う 。 


曹長 か ら の アド バイ ス : 

“特に 奴ら の SA-8 を 装備 し て いる 第 一 線 、 第 二 線 の 部 隊 は 、 手 強い ぞ 。 予備 部 隊 の 
持っ て いる ZSU-57 と S-60 以 外 の 対空 兵器 に は 、 何 等 か の 誘導 装置 が 付い て いる こ 
と を 肝 に 命じ て お くん だ な 。 し か し 、 最 新兵 器 を 装備 し て る に し て は 、 た ま に 人 警告 ラ 
ンプ が 点 か な いな ん て こと も ある 。 

凌 備 の 近代 化 が 疫 に と っ て 裏目 に 出 た ん だ ろう が 、 訓 練 不足 な の か アラ ー の 神 に 
祈っ て いる の か は ハッ キリ し て な い 。 こ こい ら で 特 に 問題 に な る の は 搭載 重量 の 制限 
だ 。 サ イド ワイ ンダ ー は 重い か ら 、 使 わん ほう が 良い だ ろう 。 ハ イン ド に 遭遇 し た ら 
BA CBECESE DCS FU MBL EC ARE. 砂漠 を ト ボ ト ボ 歩く 奴 な ん て 
あん まり いな いか ら 、 大 概 の 敵 は AFV GE) だ 。 こ いつ ら に は ヘル ファ イア が 十分 
威力 を 発揮 する 。 ロケ ッ ト を 使わ ん ヘタ クソ の 方 が 、 敵 を 沢山 や っ つつ け て る みた い だ 。 
ま 、 こ れ は 冗談 だ が ね 。" 





( 注 ) AFV(Armored Fighting Vehicle) : 戦場 で 使用 する こと を 目的 と し て 造ら れ た 、 
装甲 化 き され た 車両 。 戦 車 、 装 甲兵 員 輸 送 車 、 歩 兵 戦闘 車 、 自 走 砲 な ど 。 























西 ヨ ー ロ ッ パ 
第 3 機甲 師団 


背景 : 第 二 次 世 界 大 戦後 40 年 以上 の 長き に わた っ て 、 西 側 勢 力 と 東側 替 力 は 東西 ド 
イツ 国境 を 挟ん で 対立 し て きま し た 。 米 陸軍 は 第 5 軍 を 派遣 し て お り 、 第 3 機甲 師団 
は その 国境 沿い に 駐屯 し て いる 畿 つか の 機甲 師団 の ひと つ で す 。 ど こ に 問題 が 生じ て 
も 緊張 が 高まり 一 触 即 光 の 可能 性 が あり 、 こ れ ら の 両 陣営 は 戦闘 状態 に 突入 する こと 
に な る で し ょ う 。 NATO MISKAT IC, RHOMATIVY + TROD 
隊 の 進 足 を 止め みな けれ ば な ら な い の で す 。 さ も な くば 、 合衆国 大 統領 は 、 西 ヨー ロッ 
パ を 明け 渡す か 、 全 面 核 戦争 に 突入 する か の 2 つ し か 選択 の 余地 が 残さ きれ な く な っ て 
し まい ます 。 


任務 : この 乱闘 さながら の 戦場 で は 、 考 え 得 る あら ゆる 状況 が 起こ る で し ょ う 。 た 
だ ー つ 明確 な こと は 、 敵 は 完全 な 装甲 を 持ち 、 優 れ た 対空 兵器 の 傘 に 守ら れ な が ら 、 
迅速 に 移動 し 得る こと で す 。 ワ ル シ ャ ワ 条 約 軍 は 兵器 の 質 を 数 で 補っ て お り 、 し か も 
男 敢 で す 。 あ な た が 行く 手 を 胃 む まで 、 彼 ら は 進撃 を 続け る こと で し ょ う 。 




















\ 
\\ CZECHOSLOVAKIA 


AUSTRIA J 
beg 


WEST GERMANY > / 
う か 
mVienna i 
- 3 


っ 
C 
| YUGOSLAVIA 














MORE IVI TAHT OP-MEBD SY ET b BBL ARIS, 





ZSU-30-2、SA-11、SA-13 な どの 最新 鋭 対空 車両 で 守ら れ 、 す べ て の 歩兵 部 隊 は 
BMP と SA-14 を 装備 し て いま す 。 東 ドイ ツ 、 ポ ー ラ ンド 、 チ ェ コ スロ バキ ア 軍 地 
上 部 隊 か ら な る 第 二 線 は 、 一 世代 前 の 兵器 の 最終 型 で ある ZSU-23-4M、SA-8B、 
SA-9B を 師団 防空 兵器 と し て 装備 し 、BMP と 歩兵 部 隊 に は SA-7B が 支給 され て 
いま す 。 軍事 的 に 重要 度 の 低い 区 域 は 第 三線 級 の ソ連 子 備 部 隊 や その 他 の 条約 機 
に よっ て 守ら れ て お り 、 こ れ ら は 旧型 の ZSU-23-4、SA-8、SA-9、SA-7 を 
空戦 力 と し て 保有 し て いま す 。 ま た 、 地 上 施設 の 周り に は 複数 の S- 60 対 補 ELAS 
布陣 し て いる こと も あり ます が 、 こ れ ら は すべ て レー ダー 射撃 管制 装置 を 備え て 
いま す 。 


曹長 か ら の アド バイ ス : 

"今度 ば か り は 、 晃 の 緒 な ら ぬ ヘル メッ ト の ハー ネス で も 締め て 懸 か っ て も ら 
う 必要 が 有り そう だ 。 敵 は 一 軍 さ ん で 、 装備 は 何で も 在り だ 。 比 処 に 比べ りゃ 他 
ン 処 は 天国 みた いな も ん サ 。 数 の 上 で は 明か に 劣勢 だ か ら 、 少 な く と も 総合 的 に 
五 分 で 分 ける まで は 、 君 等 に 頑張 > て 貰わ に ゃ な らん 。 攻撃 は 夜間 に 行う の が 好 
い だ ろ う 。 奴 ら の 暗 視 装置 は 大 し た コト が 無い 。 奴 ら は 夜 目 の 利 か な い ネ ズミ 、 こ っ 
ち は フ クロ ウ 、 断 然 有利 だ ! 奴ら の 大 半 は AFV だ か ら 、 比 処 で も ヘル ファ イア 
は 使い 手 が あ る 。 上 手 く 行っ た ら 入れ 喰い だ 。 16 発 全部 当て た ら オ ツリ が くる ぞ ! 
サイ ド ワ イ ン ダー も 忘れ る な 。 ハ イン ド が ウジ ャ ウジ ャ 飛び 回 っ て いる か ら な 。 
少々 威勢 の 良い し ゃ べり 方 を し た が 、 こ れ は 君 等 を 勇気 づけ る 為 だ 。 決 し て 敵 を 






























傷 っ て は いか ん 。 戦場 で は 常に 周囲 に 気 を 配る こと だ 。 敵 は 正面 ば か り に 存 る と 
は 限ら ない 。 ヤ バイ と 思っ た ら 、 再 度 態勢 を 立て 直せ 。 戦闘 は 有利 に 展開 する こ 
と が 鉄則 だ 。 諸君 の 健闘 を 祈る " 














AAA (Anti-aircraft Artillery) : #i2zt RKS S AW CRATE KE 
AA (Anti-aircraft) : 一 般 的 に "AAA" を 短縮 し た 呼び 方 。 
Aft: “後方 " の 意 。 海 事 用 語 。 


AFV(Armored Fighting Vehicle) : 戦場 で 使用 する 目的 で 設計 され た 、 装 甲 を 備え た 
車両 。 了 戦車 、 装 甲兵 員 輸送 車 、 自 走 砲 な ど 。 

AGM- 114A(Air-to Ground Missile, Type114, Version A, “Hellfire") : 米 陸軍 標準 の 
対戦 車 ミ サイ ル 。 

AIM-9L(Air Interception Missile, Type 9, Version L, “Sidewinder") : 西側 庄 
PEMENY ISP SATUS, AVHRIBIER ZENE SF 4 WL, 


Anti-Torque Rotor : 尾部 回 転 現 。 転 握 の トル ク を 打ち 消す た め に 設け られ て い 
る の で 、 こ の よう に 呼ば れる こと rer 機体 の ヨー(Yaw : 左右 の 向き ) の 調節 に 用 
いる 。 
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APC (Armored Personnel Carrier) : 装甲 兵 由 輸送 車 。 歩 兵 を 敵 の 砲火 か ら 保 護 し な 
が ら 輸 送 す る こと を 目的 と し 73H NC 


Avionics: アヴィ オニ クス 。 航空 用 電子 装置 の 総称 。 計 器 、 通 信 機 器 、 レ ー ダ ー、 航 
法 装置 、 コ ンピュータ な ど 。 








Autorotation: オー トロ ー テ ーション 。 主 回 転 狼 を エン ジン の 出力 な し に 、 相 対 風 に 
よっ て の み 回 転 き せ 飛 行 し て いる 状態 。 エ ンジ ン の 故障 時 な ど に 用 いる 。 





BMP (Boevaya Mashina Peknota-combat vehicle, infantry) 
米 軍 内 で は “Bump” の ニッ ク ネ ー ム で 呼ば れる 。 (歩兵 戦闘 車 : "IFV" の 項 





Bunker : 挫 工 壌 。 地 上 の 兵員 や 武器 を 保護 する 施設 。 


Chaff: チャ フ 。 レー ダー 波 を 反射 する 多数 の 細か な 人 金属 片 。 レ ー ダ ー 上 に 
を つく る 。 





Collective: コレ クティ ブ 。 主 回 転 現 の 迎え 角 を 調節 する 。 こ れ に よっ て 主 回 
発生 する 揚力 を 変化 する こと が で きる 。 





Cyclic : サイ クリ ッ ク 。 環 回 転 面 を 傾け て 、 機 体 の 姿勢 や 速度 を 調節 する 。 飛 行 機 の 
操縦 反 に 相当 する 。 








NOTE 


以下 に 記さ れ て いる 個人 名 は 、 原 作 で ある Commodore 64/128 Gunship シミ ュ レ ー 
ショ ン の 開発 責任 者 達 で す 。 
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は ず で す 。 ど うし て も 素直 に 受け 入れ られ な い 方 は 、“" 自 分 は パイ ロッ ト で 、 
AH-64A を 操縦 し な が ら 、 コ ンピュータ の 演ずる ガン ナー に 射 次 の 指示 を 与え て いる 
DR” と 解釈 し て くだ きい 。 ど う で す ? 納得 し まし た ? 


戦闘 区 域 の 大 き さ は 約 80 平 方 マイ ル で す 。 丘 、 道 路 、 河 川 な どの 地形 が 表示 きれ ます 
が 、 視 野 の ロジ ッ ク は 、 散 、 樹 木 、 地 上 の 起伏 まで 計算 し て いま す 。 


実際 の AH-64A アパ ッ チ は 極め て 新しく 、 畿 つか の 部 分 に つい て は 、 い まだ 機密 

扱い と な っ て いる と ころ が あり ます 。 私 達 は 軍事 機密 の 露見 や 不当 に 搭乗 内 を 危険 に 
さら すこ と は 絶対 に 望み ませ ん 。 私 達 の 取り 扱っ た 資料 は 全て 一 般 に 公開 され て いる 
も の で す 。 ま た 、 私 達 は 実際 の 搭乗 貞 に 意見 を 求め まし た が 、 機 密 に 関す る 事項 に は 
- 切 触れ て いま せん 。 従 っ て 、 一 部 の デー タ は 推測 に 因 っ て いる と ころ も あり ます 。 
し か し 、 現代 兵器 に つい て は 米国 内 外 、 特 に イギリス で 多く の 資料 が 出版 され て お り 、 
多く は それ ら を 参照 し て いま す 。 ま た 私 達 の 見 解 と 合 染 国 国防 省 や 軍 の 発 天 と 食い 違 
う 点 が ある か も し れ ま せん 。 


私 達 は 、 こ の “ガン シッ プ " で 、 リ アル な 戦闘 シミ ュ レ ーション を 楽し ん で いた だ 
ける こと を 確信 し て いま す 。 も し 、 こ の シミ ュ レ ーション が 素晴らし いと 感じ て 戴け 
る の な ら ば 、 私 達 に と っ て も 辛い で す 。 し か し 、 そ の 議 福 も 不当 な コピ ー に よっ て も 
た ら さ れる こと は 決し て あり ませ ん 。 貴方 が 、 こ の ソフ トウ ェ ア を 購入 し た と いう 事 
実は 、 次 の 製品 へ の “投資 "と な る わけ で す 。 つま り 、 私 達 の 製品 は マイ クロ ・ プ ロー 
ズ を 支援 し て くだ さる 皆様 に よっ て 作ら れ て いる の で す 。 こ の "明日 へ の 投資 " は ソ 
フト ウェ ア の 保護 に 関し て も 重要 な 事 な の で す 。 違法 コピ ビー を 作成 する こと は 、 私 達 
の 新 製品 開発 の 大 き な 障 害 と な っ て いる の で す 。 も ちろ ん 私 達 も 海賊 行為 と 戦い 続け 
ます が 、 皆 様 の 御 協力 も 不可 欠 で す 。 

帝 方 の 健 開 と 米国 議会 名 常 勲 章 に 値する 活躍 を 遂げ られ ん こと を 祈り ます 。 


-the GUNSHIP design team: 
Arnord Hendrick, Andy Hollis, Gregg Tavares and Sid Meier 


















































要 と し た 、 非 常に 長く 複雑 な プロ ジェ クト で あり 、 ヘ リコ プター の 戦闘 を パー ソナ ル ・ 


コン ピュ ー タ 上 で シミ ュ レ ー ト する こと は ( 特 
の よう な 8 ビッ ト ・ マ シン に お いて ) 困難 極まる 1 

デザ イン ・ チ ー ム の 各 人 が 、 こ の 和 驚異 的 な シミ ュ レ ーション の 開発 に お いて 重要 な 
役割 を 果たし まし た 。 Andy Hollis の 創り 出し た 3 次元 グラ フィ ックス ・ ル ー チ ン は 
リア ル タ イ ム 性 を 損なう こと な く 立 体 の “OE” を 表示 する こと が で きま す 。 も ちろ ん 、 
へ リコ プター の 飛行 に 関す る 計算 も 十分 に リア ル な こと は 、 言 うま で も あり ませ ん 。 


C-64"、Applell "や" MSX2” 






ケ グラフィック ・ デ ザイ ナー の Michael Haire と Michele Mahan は プロ グラ マ の 
Gregg Tavares と 共同 し て 、 す ば らし い コ ッ ク ビッ ト や 起動 、 終 了 の 画面 を 作成 し ま 
し た 。 ま た Gregg は 、 ミ サイ ル の 飛行 ロジ ッ ク の プロ グラ ム も 行い まし た 。 兵器 の 
ロジ ッ ク や 敵 の 動き を つか きど る 「 人 工 知 能 」 は 、 い つも 通り Sid Meier が 、 帆 子 か 
ら 兎 を 取り 出す 手品 の 様 に 作り 上 げ ま し た 。 コ ン セ プ ト 、 資 料 研究 、 シ ナリ オ 、 全 体 
の まとめ を Arnold Hendrick が 行い まし た 。 


私 達 が この よう に 多大 な 時 間 と 労力 を “ガン シッ プ " の 開発 に 費やし た の は 、 世 界 
で 最も 優れ た 攻撃 ヘリ コ プ タ ー で ある AH-64A を 、 精 客 に 再現 し た か っ た か ら に 他 な 
り ま せん 。 そ の た め に 、 残 念 な が ら (2) ガン シッ プ は 、 シ ュー ティ ング ・ ゲ ー ム の 
様 に 簡単 に 操作 する こと の 出来 な い ソ フト に 仕上 が っ て し まい まし た 。 


この シミ ュ レ ーション で は 、AH-64A が 実際 に 装備 し て いる 主 な シス テム の 機能 や 
実機 の 性 能 を 再現 し て いま す が 、 プ レイ アビ リティ ー (playability: プレ イ し や する) 
を 高め る た め に 、INS・ マ ッ ピ ング ・ シ ステ ム を 新た に 付け 加え まし た 。 実際 の 
AH-64A が 装備 し て いる INS は 、 性 能 は 優れ て いる の で す が 、 統 合 的 な 航法 機能 ( 例 
えば 、 デ ー タ と 地図 を 同時 に CRT に 表示 する ) を 持っ て いま せん 。 パ イロ ッ ト は 地 
図 を 膝 の 上 に 広げ て 座標 を た どり 、 それ を デジ タル 装置 に 打ち 込ん で いる の で す 。 し 
か し 最新 式 の AH-1 に は 、 こ の シミ ュ レ ーション で 使用 し て いる よ うな 高度 化 さ れ た 
INS シス テム が 搭載 され て いま す 。 実際 の AH-64A に も や が て 搭載 され る で し ょ う 。 
使用 し て みる と わか り ま す が 、 便 利 な 機能 で す 。 


また 、“" ガ ンシップ "” で は 、 パ イロ ッ ト と ガン ナー の 役割 を 一 人 で こなす よう に デ 
ザイ ン さ きれ て いま す 。 こ れ は 、 パ ー ソ ナル ・ コ ンピュータ の 表示 ・ 入 力 機 能 の 制限 や 
コン ピュ ー タ ・ ゲ ー ム の 性 格 (同じ マシ ン を 2 台所 有 し て 、 そ れ ら を 接続 し て 2 人 で 遊 
べ る 人 が どの くら いい る で し ょ うか ? ) か ら こ の 様 に せ ざ る を 得 な か っ た 訳 で す 。 し 
か し 、 こ の へ リコ プター の 戦場 に お ける 戦闘 行動 は リア ル に シミ ュ レ ー ト され て いる 

















FFAR (Folding Fin Aerial Rocket) ‘40 KLAR SHOR MAR TIO Ty boi, 


FLAK : 対空 砲 の ニッ ク ネ ー ム 。 本来 は ドイ ツ の 高射 砲 の 略称 。 
Flares: フレ アー。 赤 外線 追尾 装置 が 日 的 と する 熱源 。 


Fore: “前 方 " の 意 。 海 事 用 語 。 





HEDP(High Explosive Dual Purpouse) : 装甲 貴 通 能力 を 持つ 、 高 性 能 誕 楽 弾 
Hellfire : 対戦 車 ミ サイ ル “AGM-144” の 通称 。 


HIND : ソ連 製 の 攻撃 ヘリ コ プ タ ー、Mi-24 シ リー ズ に 与え られ た NATO コー ド ネ ー 
ム 。 


IFV (Infantry Fighting Vehicle) : ま 兵 昔 闘 車 。 装甲 兵員 輸送 車 (APC) の 武装 及び 
装甲 を 強化 し た 車両 。 兵員 輸送 中 も 戦闘 を 行う 能力 、 強 力 な 歩兵 支援 炎 器 、 対 戦車 兵 
器 を 備え て いる 。 


IHADSS (Integrated Helmet and Display Sighting Sysytem) : パイ ロッ ト と ガン 
ナー の 被る 、 ポ ボ ジ シ ョ ン ・ モ センサ と 単眼 用 ディ スプ レイ を 備え た ヘル メッ ト 。 


INS (Inertial Navigation Sysytem) : 慣性 航法 シス テム 。 機 体 の 現在 位置 や 目的 地 に 
向かう コー ス の 算出 と 表示 を 行う 装置 。 


IR(Infra Red) : 赤外線 。 
Knots: ノッ ト 。 速 度 の 単位 。 1 ノッ ト は 時 速 1.85km に 相当 。 


LZ(Landing Zone) : 空 挫 部 隊 (パラ シュ ー ト 部 隊 や へ ヘリコプター 突 監 兵部 隊 等 ) の 
降下 地点 、 地 域 。 


Port: “Atk” の 意 。 海 事 用 語 。 
SAM(Surface-to-Air Missle) : 地 和 対空 ミサ イル 。 
Sidewinder : 空 対空 ミサ イル “AIM-9" シリ ー ズ の 通称 。 


Starboard: “ 右 航 " の 意 。 海 事 用 語 。 






TADS (Target Acquisition and Designation System) : 標的 の 認識 ・ 追 跡 と 火器 管制 


EAD, MOMMIES AFA, 

Torque : 一 般 的 に は 、 軸 を 回 転 き せる 力 を "トルク" と 呼ぶ が 、 ヘ リコ プター に お 
ける “トルク "と は 、 胴 体 が 主 回 転 細 の 回 転 方 向 と 用 の 方 向 に 回 転 し よう と する 傾向 
の こと 。 














TOW (Tube- lanuched, Optically- guided, Wire- controled Anti- Tank Missile) : 
1960 一 70 年 代 に お ける 米 陸軍 標準 の 対戦 車 ミ サイ ル シ ス テム 。 “TOW" (トウ ) の 名 
が 示す と お り 、 発 射 筒 か ら 発 射 され 、 光学 誘導 装置 (射手 が 日 標 の 追尾 を 行う ) に よっ 
て 誘導 され 、 有 線 操縦 で 飛翔 する 。 最 大 射程 3、750 メ ー ト ル 。 














Translational Lift : 前 進 揚力 。 








g 現 が 前 進 す る こと に よっ て 得る 増加 分 の 揚力 。 
VSI(Vertical Speed Indicator) : 昇降 計 。 上 昇 、 下 降 の 速度 を 示す 計器 。 


ZSU(Zenitnaia Samokhodnaia Ustanovka-antiaircraft self-propelled mount) : ソ 
連 の 自 走 対空 砲 。 米 


K 内 で は “Zoo” の ニッ ク ネ ー ム で 呼ば れる 。 
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